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第零話　噂フロム・ミスト



「《影男シヤドウマン》？」

　夕暮れ、朽ちた神社の境内、石畳の上、壊れかけた賽銭箱の傍そばに三人の男女がいた。

「おうよ兄貴。謎の黒騎士《影男シヤドウマン》、輝く黄金の単眼は何も語らず、その黒剣は銃弾より速い。正体不明にして目的不明、『ゲーム』内に出現してはその場の全員を倒して去って行く……って、そんな噂話さ」

　一人はアラビア風の衣装を纏まとった堅物そうなターバンの青年、一人は墨色の僧服の軽薄そうな青年。実際、兄弟なのだろう顔つきも似ている。

　最後の一人は三角帽子に黒マントの古式ゆかしい魔女の格好をした少女だ。

「《影男シヤドウマン》の噂ならあたしも聞いた。忘れちゃうんだってね。確かに見たはずなのに三日ぐらいでそいつのことを思い出せなくなる。幻みたいに記憶から消える真っ黒な『何か』、だから《影男シヤドウマン》」

　丸い眼鏡をかけ、これまた魔女らしく古い箒を傍らの壁に立てかけている。

「成る程、不気味だ。怪人めいている」

　三人とも高校生程度だろう。コスプレパーティーのようにバラバラの衣装を除けばどこにでもいそうな三人組だ。何かを待っているのか、時間潰つぶしの雑談をしている。

　然り。ここは『ゲーム』、『レガシー・オブ・タナトス』、『亡霊武者』の『遺産レガシー』内部。

　そして彼らは『原げん罪ざい刻こく印いん』を宿し戦うプレイヤー──アストラルレイヤーだ。

『亡霊武者』のランクは二、クリア条件はメインエネミー『亡霊武者』の撃破。

　偽物の空に浮かぶ、西に傾いた太陽の沈没が出現の合図だ。

「しかし、所しよ詮せんは噂話だろう」

「そこだよ兄貴！」

　僧服の青年が勢い込んで頷うなずき、身を乗り出して身振り手振りを交えて語り出す。

「半月ぐらい前のゴールデンウィークにイベントあったじゃん？　あの後ぐらいから流れ始めた噂なんだけどよ。これはマジ、マジに遭遇したって奴やつが何人もいんの。画像データも流れてるし、公式掲示板でも結構な話題よ《影男シヤドウマン》！」

「イベントというと、あの黒い泥の塊のエネミーが湧いたアレか」

「あれかー。あたしも結構良い所までいったのに、何か派手なドレスを着た女の子にトドメ持っていかれたんだよね……ん、その前に何か凄すごいもの見たような気が、裸の…………っていうか、あんた公式掲示板なんて見てるの？」

「良いだろ別に。あれはあれで役に立つこともあるんだよ」

「逆を言えば滅多に役に立たないということだな」

　僧服の青年が言い訳めいてぼやくと、ターバンの青年が小さく苦笑した。

「《影男シヤドウマン》か、画像データが本物であると仮定して実在を信じるならば……恐らくそういう珍しい『遺産』を取得したプレイヤーだろうな」

「かー、何たる夢がない解答！」

「夢はおまえが山ほど持っているからな」

「あたしの聞いた噂だと、『《影男シヤドウマン》は運営が用意した試験用プログラムで《影男シヤドウマン》を倒したらゲームマスターにスカウトされる』、『《影男シヤドウマン》はゲームの中で死んだアストラルレイヤーが幽霊になって住み着いた』……有名なのはこんな所ね」

「あれ、おれより詳しくね？」

「そりゃ一応チームの情報収集担当だし」

「前者も相当眉唾だが、後者は完全なオカルトだな。有り得ん」

「それを言っちゃったらおしまいだよ。そもそも『ゲーム』自体がオカルトじゃん。ありえないよ、こんなの」

「それこそまさしく、それを言っちゃおしまい、ですぜ姉御」

「だーれが姉御か」

「『ゲーム』の根幹システムについてはどうでも良い。その《影男シヤドウマン》、強いのか？」

「ランキング三位のチーム『アルバトロス』が全滅食らったってよ」

　ほう、とターバンの青年は感嘆の声を漏らす。

「『アルバトロス』は空中戦特化のチームだったな、それを剣で倒すか」

「《影男シヤドウマン》を脱がせるな──意味はわかんねぇけど、連中そう言ってるぜ」

「ね……急に霧が出て来たんだけど」

　魔女が三角帽子のつばを持ち上げながら、口を挟む。

　彼女が言った通りだ。いつの間にか、彼らを囲むように濃密な霧が湧いていた。

　一メートル先も見えないような深い霧。偽物の空に浮かぶ太陽も殆ほとんど見えない。

　霧は誰もその兆候に気付かないほど静かに忍び寄っていたのか。

「警戒せよ、何かいる」

　ターバンの青年がぼそりと呟つぶやく。

　まるで返事をするように、霧の中から声がした。

「アハハハハハハ！　《影男シヤドウマン》か、良いね！　その噂、ボクはとっても気に入ったよ！」

　からかうように響く女の声、霧に隠れて姿は見えず、声の出所もはっきりしない。

「兄貴、これって『亡霊武者』……じゃないよね」

「油断するな」

　三人組は互いに背中を預けて三角形を描えがき、周囲を警戒する。

　それぞれシャムシール（曲刀）、錫杖、箒を既に構えていた。

　アハハハハハハハハ──と、女の笑い声は霧の中に響き続け。

　ぷっつりと、消えた。

「来るぞ」

「うん、来たよ」

「え？」

　僧服の青年が、間抜けな声をあげた。

　本当に、目の前に、何の前触れもなく、道化師のように笑う少女の顔が現れた。

　ひゅん、と、ピカピカのナイフが首筋を通り過ぎ、何か言い残すことも出来なかった。

　喉から吹き出す熱、急激に低下する体温、力を失って崩れ落ちる体。

　ブラックアウトする視界に映ったのは、道化師の如ごとく笑う少女の顔。

　彼女は霧から浮かび上がるように現れた。

　魔女とターバンの青年がそれに気付いたのは僧服の彼が地面に倒れたのと同じ瞬間。

「え……死、な、なんで？」

　あまりに唐突過ぎて事態についていけない魔女が、間抜けな呟きを漏らした。

「死んでない、ここは『ゲーム』の中だ！　体勢を立て直せ！」

　生命保護機能が発動し僧服の青年の遺体が光に分解され『ゲーム』から排出される。

　ターバンの青年は魔女を叱咤し、シャムシールで道化師のように笑う少女を斬る。

「おっとっと、危ないなあ」

　だが、シャムシールは空を切った。

　ふわり、道化師のように笑う少女の体が揺らめいた。あたかも強い風に霧が流れるような動きで斬ざん撃げきを避け、両手を広げておどけてみせる。

「ボクじゃなかったら、今ので殺されちゃってるよ？」

「何奴やつ」

　ターバンの青年は眉根を寄せて、そいつを見た。

　シルクハットに古びたコート、ピンクのワンピースとピカピカに輝く大型ナイフ。

　髪型はシャギーの入ったショートカット、童顔だが可愛かわいらしい顔立ち。

「オッケーベイベー、第一回、名前当てクーイズ」

　しかし折せつ角かくの可愛らしい顔には道化師のようなにやついた笑みが張り付いていた。

　その上、声音の中にもふざけた、面白がるような響きが混ざっている。

「ヒント一、ボクの生まれは一八〇〇年台後半のロンドン、イーストエンド」

「……」

　青年はシャムシールの切っ先を道化師のように笑う少女へ向けたまま、僅わずかに立ち位置をずらして魔女を背中に庇う。軽いパニックに陥っているのか魔女の反応は鈍い。

　笑う少女はナイフを指先でくるくると回して弄んでいる。

「ヒント二、ボクは変態だ。ハハッ、女の人を殺すのが好きでね、好き過ぎて、殺すだけじゃ満足出来なくなってさ、ヒヒッ、その腸を引っ張り出してさぁああああああ！」

「ひぃっ！」

「せあぁっ！」

　魔女の悲鳴、それをより大きな気合の声がかき消してシャムシールが振るわれる。

　右から左へ、シャムシールの刃が薙なぎ払はらう。

　左から右へ、刃に絡みつく霧のように彼女は自分から刃の前に身を躍らせた。

　そして刃は、手応えもなく女の体をすり抜けた。

「……面妖な」

　青年はシャムシールを横方向に大きく振り抜いた姿勢で停止し。

「残念っ！　キミの刃は霧を斬るには遅すぎる！」

　哄笑が合図であったように、その首筋からスプリンクラーの如ごとく鮮せん血けつが吹き上げた。

　ぐらり、と自身の肉体を支える力すら失った青年の体が石畳の上に落ちて行く。

　流れ出した鮮血は霧を染め、古びた神社の石畳を朱色に濡らしていた。

「ヒハッ！　ヒハッハハッハ！」

　少女はロングコートに包まれた小さな肩を震わせ、ショートカットの髪に乗せたシルクハットを揺らし、道化師のような笑顔でいかれた馬ば鹿か笑わらいを響かせる。

「ヒハッハハッハ……あー、駄目だ、この笑い方駄目だ、全然違う。面白くない」

　それも束の間、火が消えたように覚めたかと思えば彼女は血で汚れたナイフを握ったまま大袈裟に、舞台女優が嘆くように両腕を広げて天を仰いだ。

「ああ！　ボクは孤独だ！　ボクの魂を熱くしてくれる人はどこにいるのだろう！　ボクが疲れ果ててしまうまで共に踊ってくれる友はこの世界にいないのだろうか！」

　自分の体を抱きしめ、切なげに身震いし。

　視線を、天から地に戻す。

「さて──クイズの答えは、わかったかな？」

　道化師のようなふざけた笑みを浮かべて、彼女は魔女を見た。

　若干腰が引けているものの魔女は箒を構えていた。逆に一人きりになってしまい、覚悟が決まったのか真まっ直すぐな眼まな差ざしで睨みつけ、口を開く。

　一八〇〇年台、ロンドン、イーストエンド。

　世界初の劇場型犯罪と呼ばれ、現代におけるまで解決に至いたっていない。

　女性ばかりを狙い、その腹を切り開いた連続猟奇殺人事件。

　通称──

「大正解！」

















　ぱぁん、と嬉しそうに彼女は掌てのひらを打ち鳴らした。

「ボクのことは『辻斬りジャック』って呼んでくれ」

「そう……」

　彼女は無意識に箒を強く握り締めていた。それで、掌の震えは収まった。

「よかったー、ボクのことわかってもらえた」

　心の奥底からほっとしたように、ジャックは胸を撫で下ろす。

「ボクさ、無視とかそういうの凄すごくイヤなんだよね。もし、『おまえなんか知らねーよ』とか言われちゃったらさもう……」

　そう言われたシーンを想像でもしたのか、大きな瞳にうるうると涙が浮かび。

　ついには、本当に泣き出した。

「ひどい、ひどいよ、ひどすぎるぅ。どうしてボクのことわかってくれないのさ……」

　えぐえぐと、わんわんと、可愛かわいらしい顔をくしゃくしゃにして泣き出した。

　ぞくぞくと、魔女の背中に悪寒が走る。

　魔女は噂を思い出した。《影男シヤドウマン》よりずっと──一年と少し前、事故により中断された『ゲーム』が再開された頃だ。

『遺産に精神を乗っ取られたアストラルレイヤーがいる』

　この類の根も葉もない噂はしょっちゅう流れており、大概は新しい噂が流れてそれに駆逐される形で忘れ去られる。事実、彼女も今の今まで忘れていた。

　当時の彼女は、その噂をありえないと一笑した。

　確かに『ゲーム』の世界は現実に酷似している。それを利用して軍隊が殺人訓練に使っているという噂すらあった。

　だが、文字通りの意味で『現実』と『ゲーム』の区別がつかなくなるような奴やつはいないと彼女は思っている。その程度には、人間の理性を彼女は信じている。

　例えば、彼女が所有している『遺産レガシー』は『バーバ・ヤガー』。御伽噺になりそうなほど古い魔女の『遺産』だ。彼女は『ゲーム』内部で『バーバ・ヤガー』の力を使える。

　しかし自分が『バーバ・ヤガー』本人だと思ったりしないし、『バーバ・ヤガー』の意識なりを微塵でも感じたことなどない。

　ならば目の前にいる『辻斬りジャック』を名乗っている少女は何だ。

『辻斬りジャック』の幻想に憑かれてしまったとでも言うのか──彼女は思わず呟つぶやく。

「いかれてる」

「ボクは狂ってない！」

　物理的な衝撃を感じるほど強いジャックの言葉が、彼女を打った。

　びくん、と彼女の体全体が震え頭に載のっていた三角帽子が石畳の地面に落ちた。

「ボクは凄すごくまともなんだぞ、ちゃんと週末は教会に行くし。お説教も眠らずに聴く。勿もち論ろん、人殺しが悪いことだってちゃんと知ってる！　でもつい殺しちゃうんだけどね」

　鬼気迫る噛み付くような形相、それどころか文字通り噛み付きそうなほど顔を近づけてジャックが叫び散らす。

「……あれ？　やっちゃいけないとわかっててやっちゃうってことはボクはやっぱり狂ってるのかな？　アハハハハハ！　なんだボクは狂ってたのか！　ごめんごめん、キミが正しかった、ボクは狂ってたんだ！」

　またも一転、ジャックは両手を振って笑い出す。

　いつのまにかその手からはナイフが消えていた。

　チャンスだと、彼女は思った。箒で突き飛ばして、短い呪文を唱えて空に逃げる。

　魔法で作り上げた石臼と杵を空から雨霰と叩きつけるのが彼女の基本戦法。

　しかしどうしたことか、手に力が入らない、箒がぬるぬると滑って掴つかめない。

　おかしいなと思って危険を承知でジャックから視線を逸そらして自分の手を見る。

　絵の具をぶちまけたみたいに真っ赤だった。

　脚から力が抜けていく、立っていられない。

「あ、ごめん。さっきうっかり刺しちゃった。やっぱり、最後に女の子を残しておくとダメだね。うっかりうっかりさ」

　箒を持っていられなくなり、彼女の体はゆっくりと座り込むように倒れて行く。

　全く気がつかなかった、脇腹にナイフが刺さっていた。

「ところで《影男シヤドウマン》のこと、ボクはもっと知りたいんな。うん、ボクはとても彼のことが気になる。え、どうしてそんなに気になるのかって。やだなあ、そんなこと聞くなよ。でも刺しちゃったし、お詫びに教えてあげるよ……ボク、さ」

　シルクハットの下、シャギーの入ったショートカット、可愛かわいらしい顔立ち。

　古びたロングコートの下にはこれまた乙女チックなピンクのワンピース。

　恋する乙女のように、ジャックがはにかんだ。



「ボクは、トモダチが欲しいんだ」



　いかれてる──と、もう一度呟つぶやき、魔女は『ゲーム』から強制排出された。



　この日から、《影男シヤドウマン》に並ぶ噂として『辻斬りジャック』の名前が流布され始めた。

　守もり部べ京きよう耶やがその噂を知るのはもう少し後、六月も半ばに入った梅雨の頃。

　そして『辻斬りジャック』が待ち望んだトモダチに──初恋に出会うのも、同じ雨の季節のこと。










第一話　剣士二人ボーイ・ミーツ・ガール



　──俺の中には死神が棲んでいる──

　それは守もり部べ京きよう耶やが過去を喪うしない、それでもなお喪われなかったもの。

　自転車の乗り方を忘れないように、泳ぎ方を忘れないように、呼吸を忘れないように。

　肉体に刻み込まれた剣の技、もはや業の領域に到達した剣の技。

　意思より速く、眼前にあるもの全てを斬らずにはいられない神速の邪剣。

　死神と京耶の殺意が一つになった時、神速の邪剣は放たれる。

　その神速の邪剣が、彼女を斬った。

　奇怪な格好をした女だ。

　シルクハットにシャギーの入ったショートヘア、コートの下にピンクのワンピース。

　手にはピカピカと玩具おもちやみたいに光っている大きなナイフ。

　顔立ちは可愛かわいらしいのに、神経痛のピエロみたいなにやついた笑みで台無しだ。

　死神に誘われるまま、京耶はその女を斬った。

　細い肩口から鳩尾の辺りまでを深く、黒く無ぶ骨こつな刃で切り裂いた。

　女は道化師のような顔で笑っていた。何だか、楽しそうな笑顔だった。

　塵ちりほどの高こう揚ようもなければ欠片かけらほどの罪悪感もなく、京耶はその女を斬った。

　彼の中の死神が、嘲るように笑った気がした。



　未来視は、そこで終わった。

　京耶の右目──未来視を宿す黄金瞳。

　肉体に刻み込まれた剣の業としての死神ではない。

『死神』と呼こ称しようされる黒い少女に無む理り矢や理り与えられた瞳であり、力だ。

　閉じていた両目を京耶は開ける。

　六月のある休日、殺風景な自分の部屋、布団の上であぐらをかいていた。

　未来視の内容が京耶の眉間に皺しわを寄せ、むっつりと唇くちびるを結んだ険しい顔をさせる。

　部屋の空気は冷たく、エアコンの小さな駆動音が外の雨音に混ざって聞こえていた。

　半開きになったカーテンの向こうに覗のぞく空は灰色で時刻は読めない。

　時刻を調べようと枕元に放り投げた携帯電話に手を伸ばす。

「……もう、夕方か」

　呟つぶやいた瞬間、携帯電話が着信を示し無ぶ愛あい想そうな電子音が響いた。

「うおうっ、は、はいもしもし」

　びっくりして思わず通話ボタンを押した。

「こんばんは、《影男シヤドウマン》」

　皮肉っぽい女の声がした。聞き覚えのある声だ。携帯電話のディスプレイを確かめた。

「瑠る璃り子こか」

　白いリボンで結んだ長い黒髪、名前と同じ瑠璃色の瞳、艶かしく赤い唇くちびる。白いセーラー服を纏まとうすらりとした体に豊満な胸。彼女の大人びた顔立ちを京きよう耶やは脳裏に描えがく。

「何の用事だ。それと、《影男シヤドウマン》と呼ぶな……あれは、まあ、芸名みたいなもんだ」

　嫌そうに、右目の黄金瞳と口元、つまり顔の右半分を歪ゆがめて京耶がぼやく。

「芸名でなく役名と呼ぶべきね。あれが演技かどうかはともかく」

「演技じゃなけりゃ何だ」

「趣味でしょ。皆殺しの《影男シヤドウマン》」

　相手から見えないのを承知で、京耶は不快げに眉根を寄せた。

　向こうはそれを察したのか、くすりと愉快げに笑って話を変える。

「まあ、『ゲーム』の中であれば殺人鬼でも皆殺しでも好きにすれば良いのだけれど」

「皮肉か？」

「事実よ。でも現実世界でそれをやろうとするなら、私たちセフィロト社は『ゲーム』の管理者として止めなければならない」

　思わず、携帯電話を握る手に力が篭った。

　瑠璃子の声が少し、低くなった。

「『辻斬りジャック』、知ってるわよね。貴方と同じ皆殺しのプレイヤーキラー」

「……ああ、知ってる」

　無数の雑談と根も葉もない噂で満ち溢れた『ゲーム』公式掲示板でつい最近広まりだした噂話──霧と共に『ゲーム』へ現れ、プレイヤーを皆殺しにして去って行く謎のキャラクター。その姿は未だ不明、まともな画像データもないそうだ。

　とりようによっては、《影男シヤドウマン》のフォロワーのようにも思える。

「貴方、『辻斬りジャック』と対決してみる気はない？」

「ない。何だやぶからぼうに」

「セフィロト社は、というよりは《生命の樹セフイロト》結社はある疑念──これはもう確信になったのだけれど──を持ちエージェントを一人『辻斬りジャック』に接触させた」

「どうなった」

　結果のわかりきったことを京耶は聞いた。

「やられたわ。幸い、そいつは一命を取り留めたけど入院。この件からはリタイア、補充人員として『死神』専任だった私が一時的に担当することになった」

「なるほど」

　京耶は凡その事情を理解し、素晴らしい解決方法を瑠璃子に提案する。

「警察に頼めよ」

　実際に被害者がいるならそれが一番手っ取り早い、『ゲーム』云々の話は、どうせ、最初から信用される訳がない。文字通りの意味で現実と『ゲーム』の区別がつかなくなった異常者の犯行として終わるだろう。

「警察に頼むと、間違いなく『軍』が出て来て面倒なことになるのよね。スポンサーだから無下にも出来ないけれど現場にしゃしゃり出て来られても邪魔なだけなのに」

「知らんわ、そんな刑事ドラマみたいな縄張り争い」

「まあ、良いわ。気が向いたら手を貸して頂戴」

「……ああ、何だ案外あっさりと引き下がるな」

「一応、手は打っているもの。何よりこれはセフィロト社の問題で部外者の貴方に善意を強要するのも不誠実でしょう。バロックも嫌がるでしょうし──何より」

　電話向こうの瑠る璃り子こは冗談めかした声音で言った。

「『辻斬りジャック』と皆殺しの《影男シヤドウマン》、いかにも惹かれあいそうな二人じゃない」

　冗談めかしたその言葉が、京きよう耶やには予言めいて聞こえた。

　何も言わずに瑠璃子が通話を終え、京耶は携帯電話を放り投げた。

「皆殺しの《影男シヤドウマン》、ね」

　言われるほど《影男シヤドウマン》つまり京耶は最強でも無敵でもない。

　そもそも、京耶は死神の力に溺れまいと自制している。自分で自分にブレーキをかけているのだ。

　それでも皆殺しの《影男シヤドウマン》と呼ばれるほどに勝率が高いのは、対戦相手側の問題だ。

　対『遺産レガシー』がメインの『ゲーム』に、プレイヤー同士の戦闘を好むものは少数である。

　つまり、大多数のプレイヤーは対プレイヤー戦闘に慣れていない。

　経験があっても余興的に行われる決闘か、仲間内での模擬戦闘程度だ。

　対『遺産』戦闘中に別プレイヤーが襲い掛かってくることを想定して訓練しているプレイヤーに至いたっては絶無だろう。

　翻って、京耶は、人間を殺すことなら何より得意なのだ。

　未来視に映った少女のように、塵ちりほどの高こう揚ようも欠片かけらほどの罪悪感もなく殺してみせる。

「──ッ」

　頭を振り、京耶は自分の思考を追い出そうとした。

　不意に部屋がノックされた、返事を待たずにドアが開く。

「お待たせしたな、京耶よ」

　鈴の音を思わせる声と共に、熱い珈琲の香りがした。

　小さな、立ち上がれば京耶の胸ほどまでしかない小柄な少女。

　背中に流した長い髪は砂糖菓子のようにふんわりと柔くウェーブのかかった銀色。

　つぶらな瞳はピジョンブラッドルビーの鮮やかな赤。

　蕾の唇くちびるに浮かんだ小さな笑み、処女雪の如ごとく白い肌。

　男性用の（京きよう耶やの）カッターシャツ一枚だけを着て、片手に熱い珈琲が入ったマグカップを二つ持っている。

　カッターシャツ一枚ではあるが、サイズが大きく丁ちよう度どワンピースのようにも見えた。

　袖口は手首で何度も折り返し、丈は何もせずとも彼女の太股の半ばまである。

　銀に赤色、そして純白。

　彼女の姿は浮世離れして、天使のようだとすら京耶は思う。

　だが彼女の名前は『歪ゆがみ』という意味を持っている。

「おかえり、バロック」

「うむっ、ただいまだな」

　まだ熱いマグカップを一つ京耶に手渡し、バロックは京耶のあぐらをかいた膝の上にちょこんと腰を下ろした。

　ごく自然な動きでバロックは座り、京耶もまたごく自然に小さな重みを受け止める。

　京耶の腕にすっぽりと包まれてしまう程に小さな体は、見た目どおりに軽く柔らかい。

　カッターシャツ越しに触れる体は温かく、僅わずかに春の花のような甘い香りがした。

「どうした京耶よ、声が暗いぞ。それに、悪い夢でも見たような顔をしている」

















　両手で包み込むようにマグカップを持つ彼女が、小さな顎を持ち上げるようにして赤い瞳で京きよう耶やを見詰めた。

「ああ、嫌な夢を見た。久しぶりにな」

「ふむ？」

　問いかけるようなバロックの眼まな差ざし、京耶は少し考えるように視線を下方へ逸そらす。

「……むう」

　カッターシャツの襟えり元もとからバロックの胸元が覗のぞいていた。

　わざとやっているのだろう、シャツのボタンは上二つを外して胸元を開けている。

　バロックの思惑に見事引っかかった京耶の眉間にはむっつりと皺しわが寄る。

　開けた胸元、ぴっこりと仄ほのかに膨らんだ乳房と乳房の間には『罅ひび割われたハート』を模もした標しが刻まれていた。

『原げん罪ざい刻こく印いん』──『ゲーム』のプレイヤーである証あかし。

　アストラルレイヤーの精神を示すと言う話もあるが事実は不明だ。

　京耶にもある。首の裏側から肩にかけてロールシャッハテストで使うような無意味な形をした刻こく印いんが標されている。

　京耶のそれは『喪失者アウト・オブ・オーダー』であり、バロックのそれは『銀の追憶リグレツト』。

　何をどこまで告げるべきか、京耶は迷う。

「どうやら、俺は人を殺すようだ」

　右の黄金瞳が見せた未来視について京耶は語った。瑠る璃り子この電話についてはもう断ったのだし言う必要もないと伏せておく。

　バロックは静かに未来視の事を聞き。

「ふむ」

　と、一つ頷うなずいた。

　そのまま、京耶の両肩に手を置いて腰を浮かし体を持ち上げる。

　二人の目線、顔の高さが揃う。

「……」

　京耶の眼前に、蕾のように小さな唇くちびるがあった。

　何も言わず、彼女は唇を寄せる。

　何も答えず、京耶は彼女の小さな体を支えるように細い背中に腕を回す。

　蕾から零れる吐息はバロックの匂いがした。

　唇はバロックの味がして、舌はバロックの熱があった。

　段階を経るごとに、京耶の心は静かに落ち着いて行く。

「キミは人を殺せる人間だ、当たり前に、自然に、それが出来る生粋の死神だ」

　バロックが唇を遠ざけそう言った。彼女の両手はまだ京耶の肩にあり、京耶の腕はまだ彼女の背中にあった。

　カッターシャツ越しに、彼女の控えめな膨らみが当たり押し付けられていた。

「それだけならば、キミは何も悩まず、ただの死神でいられただろう」

　だが、とバロックは続ける。

「キミは『人を殺してはいけない』という、当たり前の倫理観を持ち合わせている。それがキミを押し留めている。同時に苦しめてもいる」

「倫理か、頼りないな」

　僅わずかに皮肉の色を宿して京きよう耶やは唇の端を歪ゆがめた。

「『人を殺してはいけない』という当たり前の倫理をも殺せば、キミは救われる」

「そう……かもしれないな」

　忌々しげに、京耶は奥歯を噛み締め眉間に深い皺しわを寄せる。

　こつん、バロックは額を軽く京耶に当てる。

「キミには苦しむ自由があり、楽になる権利がある。私はキミの出した結論を受け入れよう。私にとってキミが殺人者であるかどうかなど塩粒にも満たない問題だ。私にとって重要なのは──」

「愛あいか」

「重要なのは愛だけ……京耶よ、人の言葉を勝手に奪うばわないでくれ」

「おまえはいつもそれだ」

「ククッ、仕方ないのさ京耶。天使は愛を食べて生きているのだからね」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　呆れたように京耶は溜ため息いきを吐いた。自然と眉間の皺が緩んだ。

　バロックは京耶の表情の変化を見て取り、僅かに笑みを浮かべた。

「よろしい、では私が天使の魔法でキミの悪い夢を忘れさせてあげよう」

「何をするつもりだ」

「今日の夕食は、予定を変更してチーズ乗せハンバーグだ！」

「──！」

　京耶の瞳がきらりと輝いた。

　手品のようにバロックは京耶の腕の中からするりと抜け出し、立ち上がる。

「だが、この魔法を完成させるためには材料が足りない。京耶にはそれを調達して貰もらう必要があるのだ！」

　ばっ、と大きく両腕を広げる。長い銀色の髪が彼女の背中を流れ揺れる。

　そのままバロックは両手を腰にあて、誇ほこらしげにぴっこりと薄い胸を張った。

　第二ボタンまで開いたカッターシャツの胸をぐいっと、刻まれた『罅ひび割われたハート』の標しを突き出すように、そう豊かではない胸を強調するように上体を反らした。

「何が必要だ、バロック！」

　京きよう耶やもまた立ち上がりながら、彼女に応じて声をあげる。

　バロックは胸を張ったまま、ふふんと高慢な姫君のように微笑ほほえみ告げた。

「プリンシェイクを、三つだ！」

「ハンバーグ関係ないな！」

「この魔法は多量のマジックポイントを消費するのだよ。故に、プリンシェイクでマジックポイントを回復させる必要があるのだ」

「要するに、飲みたくなったのか」

「うむ、そうとも言う」

　悪びれもせず、彼女は認めた。

「まあ良いではないか。折せつ角かくの休日だというのに生憎の雨、仕方ないとはいえ丸一日キミの部屋で夫婦の営みだ。気分転換のつもりで行って来たまえよ」

　京耶は再び眉間に深い皺しわを寄せ、ばんざいと両手を挙げた。

「何が夫婦の営みだ。まあ良い、プリンシェイクを買ってくれば良いんだろう」

「うむ、素直で良いぞ。因ちなみに、私の度重なる要請により近所のスーパーマーケットでもプリンシェイクを取り扱うようになっている」

「はいはい、他に必要なものはあるか？」

「それだけだ。では京耶よ、プリンシェイク調達任務はキミに任せたぞ」

　悪戯っぽく赤い瞳を片方だけ閉じてウインク、ふわりくるりと彼女は背を向けた。

　長い銀色の髪がその動きに沿って柔やわらかな弧を描えがいた。

　太股の半ばまであるカッターシャツが、ちらちらと揺れていた。

　彼女の肌はいつもどおり、天使の羽のような純白。

「京耶よ」

「なんだ、バロック」

「私はキミの嫁だ」

「知っている」

「世界中が敵に回っても、私だけはキミの味方だ」

「……」

「キミは、キミの為なしたいように為せば良い」

　京耶は彼女の後姿を見送り、深く長く静かに息を吐いた。

　上着を羽織り部屋を出る。二階の自室から一階へ、出かける前にリビングに寄る。

　京耶の家はリビングとキッチンが隣接する造りになっており、キッチンからはバロックが調理をしているらしき生活音がしていた。

「バロック、行って来る」

「うむ、行ってらっしゃいだ京きよう耶やよ」

「グルルルゥゥゥ、ワンッワン！」

「……おまえはいい加減、俺にも懐け」

　キッチンに向けて声をかけると、番犬よろしくキッチンとリビングの境目にちょこんと鎮座していた子犬が京耶に吼えた。

　バロックが拾ってきた子犬で、京耶には全く懐く気配がない。

　雑種らしいが、どこか柴犬に似ており茶色の毛はふさふさと手触りが良さそうだ。

　因ちなみに、名前はキョウヤ。

「行って来ます」

　歩み寄るつもりで、キョウヤにも言ってみた。

　どう聞いても友好的ではない響きで吼えられただけだった。



　家を出て、住宅街にありがちな一車線の狭い道を歩きスーパーマーケットに向かう。

　いつの間にか雨は止んでいた。雨上がりの匂いがした。雨と土の混ざったような匂い。

　空は七割が夜で三割が夕暮れだった。

　京耶は七割の夜側を歩くように、道の暗い部分を進んだ。

　雨が降っていたせいか、時間のせいか、住宅街に人通りは少ない。

　道程の半ばまで進んだ辺りで、ひょっとしたらこの付近で動いているのは俺だけではなかろうか、というくだらない考えが浮かんだ。

　そう思った途端に、人影が向こう側からやって来た。

　京耶と同年代の少女だ。丁ちよう度ど正反対、夕暮れに照らされた側を歩いている。

　酷く、奇抜な格好をしている。

　背筋はぴんと伸び、顎を少し引いた眼まな差ざしは鋭く、足取りは静かで規則正しい。

　真まっ直すぐに伸びた青竹のように凛りんとした少女、だが、格好は驚くほど奇抜。

　左右対称という概念に恨みでもあるのかと思うような服装をしている。

　髪を半分だけ長く伸ばした片側だけの三つ編み、右腕が長袖で左腕が半袖の服、裾は斜めにカットされて脇腹が片方だけ覗のぞいている。スカートも同じく斜め、さすがに足元のブーツだけは同じデザインだったが左右で色と紐の結び方が違う。

　改造されすぎて確証はないが、制服、セーラー服？　に見えなくもない。

　そして、むき出しの左腕にはぐるぐると包帯を巻いており、右手には時代劇でしかお目にかかれないような番傘を逆手で持っていた。

「ほう」

　呟つぶやくと同時に、京耶は歩きながら脳内で彼女の左右非対称な服を脱がせていた。

　まずは上着を、そしてスカートを剥ぎ取り下着姿にする。

　京きよう耶やは眉間に皺しわを寄せ、眼光鋭く左右非対称の服に隠れていた彼女の肢体を観察する。

　全体的にスレンダーで引き締まった体つきだ。肩幅はやや狭い、胸は年齢と比べれば慎ましいが激しい運動をしても邪魔にならないのは利点でもある。

　身長は京耶よりやや低い程度、女子としては高めだ。腰骨の位置から考え手足は長い、バロックもそうだが実際の身長よりも間合いは一段広いと考えた方が良いだろう。

　何より特筆すべきは彼女の脚だ。すらりと伸びた鹿のような脚、良くしなる乗馬鞭を思わせる柔やわらかさと強靭さの同居した肉付き。

　そこから繰り出される速度は紛れもなく彼女の武器であり、鋭い眼まな差ざしと無駄のない足運びが彼女に剣道、あるいは剣術の心得があることを示している。

　右手に握る番傘もそれを証明するように、まず間違いなく仕込み杖だ。上手く偽装されてはいるが重量感がおかしい。心棒に刀身を隠しているからだ。

　奇抜な服を脱がせ、剥き出しにした彼女は、紛れもない剣士の姿をしていた。

「……」

　京耶と、左右非対称の少女は歩調を変えずに進んでいる。

　京耶の手が、ありもしない剣を握るように腰へ伸びた。

　道の端と端、彼我の距離は狭まって行く。

　立ち位置は京耶に不利、女は夕日を背負っている。逆光だ。

　仕掛けるべきではない、仕掛けるならば一撃で終わらせなければならない。

　道の端と端、彼我の距離は狭まって行く。

　番傘の間合い、その一歩外まで接近したら踏ふみ込み先手を打つ。

　そこから先の選択肢は無限だ。逆に先手を取られる可能性すらもある。

　何も問題はない。

　そこから先は舞踏のようなもの、呼吸の方法を忘れぬように覚えた踊りは忘れない。

　彼女との距離は残り一歩、足を踏み出せば間合いに入る。

　──さあ、死神の時間だ──

　京耶は我に返り、彫像のように立ち尽くした。

　文字通り何事もなく、番傘を右手に握った奇抜な少女とすれ違う。

　彼女は片側だけの三つ編みを揺らして静かに凛りんと歩み去って行く。

「おいおい、何を考えてんだよ俺は」

　愕がく然ぜんと、京耶は一人呟つぶやいた。

　彼女の姿を見て、無意識に服を脱がせた。

　肉食動物が本能と経験で獲物の能力を測るのに似て、無意識に他者の能力を推察した。

　殺すつもりだった。塵ちりほどの高こう揚ようも、欠片かけらほどの罪悪感もなく。

　彼女から剣士の匂いを嗅ぎ取ったという、それだけの理由で。

　京きよう耶やは心の奥底から自分自身に、自らの業に恐怖した。

「悪趣味にも程があるぜ」

　何をどうすれば、自らの肉体に死神を宿すほどの業を積み上げられるのか。

　過去の己が何者で、何を為なしたのか、今の守もり部べ京耶は知らない。

　故にただただ、喪うしなわれた過去と己自身に恐怖した。

「バロック」

　何な故ぜかは自分でもわからない、京耶は彼女の名前を呼んでいた。

　救いを求める祈りのような声をしていた。



　彼女の右手はじっとりと汗に濡れていた。

「あの人、何者だろう。戦えば私が負けた、かもしれない」

　研いだ刃のように静かな声で彼女は呟つぶやく。

　片側三つ編みに左右非対称の服、左腕に巻いた包帯と右手に握った番傘。

「負けない。五分で、私が勝てた」

　京耶に脳内で脱がされ全身をくまなく観察された彼女の名前を、如月きさらぎ早はや香かと言った。

　彼女もまた、京耶を見た瞬間に脳内で幾いく重えにも闘争を幻想した。

　勝敗は五分が彼女の結論。

　ただし決定的な差異もある。京耶は斬り殺すつもりであったのに対し、彼女は刃を最後に返し峰打ちで止めるつもりであったこと。

　早香が足を止めた。京耶とすれ違い、そのまま何十メートルも離れてのことだった。

　カチャリと、右手に握り締めた番傘が鳴った。

　京耶の見立ては殆ほとんど完璧だった。番傘は仕込み杖で、彼女は紛れもない剣士だ。

　何故、この現実世界で彼女は仕込み杖を持ち歩いていたのか。

　濡れた掌てのひらとは裏腹に、彼女の背筋はぞくぞくと予感に震えていた。

　片方だけの三つ編みを揺らして彼女は静かに振り返る。しかし既に京耶の姿はない。

「……師匠、私はあの子を探さないといけないのに」

　刃のように鋭い早香の眼まな差ざしが輝き、薄い唇くちびるに笑みが浮かんだ。

「私は、運命の人を見つけたかもしれません」


















第二話　仮面舞踏会マスカレイド



「……どうして、俺はこんな格好をして、こんな場所にいるんだ」

「うむ、それはここが仮面舞踏会の会場であり、私が連れて来たからだな」

　ボリュームを抑えたクラシック音楽が響く大広間で京きよう耶やが呟つぶやき、バロックが答えた。

　壁際でもなく広間の中央でもない半端な位置に二人は立っている。

　京耶は着慣れぬタキシード、バロックの見立てによりタキシードシャツまで黒をチョイスした黒尽くめの姿だ。顔は同じくバロックのチョイスにより眉から鼻までを隠すシンプルな白い仮面をつけている。

「どう見ても、不審人物にしか見えんぞ」

　白い仮面から覗のぞく黄金の右目を細め、京耶は隣に立つバロックを見た。

　長い銀髪を舞踏会風に頭上で結い上げ、小さな顔には蝶ちようを模もした仮面をつけている。

　着ているのはオーソドックスな袖のないイブニングドレス、京耶と違いこちらは実に自然に着こなしていた。

　色は瞳に合わせた燃えるような赤色で足首まであるスカートには軽いスリットが入り動きやすくアレンジされている。また、胸元を大きく切り込んだデザインになっており、極きわめて控えめな胸の中央にある『罅ひび割われたハート』の刻こく印いんが覗のぞいていた。

「ん」

　バロックの身長が普段より高く思えるのは、結い上げた銀の髪と高めのヒールがついた赤い靴のためだろう。

　どこぞの貴族の令嬢めいて見えると、京きよう耶やは素直に感心した。

　無論、口には出さないし表情にも出さないように努力している。

　しかし恐らく、バロックにはばれている。

「キミの制服もブレザーじゃないか、スーツやタキシードとそんなに差はないさ」

　やたらに上機嫌な様子のバロックは軽く肩をすくめて両手に持っていたグラスの片方を京耶に手渡した。中身は赤みがかったオレンジ色の……

「ブラッドオレンジジュースだ、京耶よ」

「ほう……良い名前だな」

「うむっ、キミはこういうの好きだろうなと私も思ったさ」

「ううむ、しかし」

　胡散臭げにそのオレンジジュースを眺め、化学の実験でするように手であおぎながら匂いを嗅ぎ、それからほんの一口だけ飲んだ。

「オレンジの味がする」

「当たり前だろう。オレンジジュースなのだから」

「そうだな」

　京耶は頷うなずき、仮面舞踏会の会場である大広間を見渡した。

　天てん井じようには大型のシャンデリアが幾いくつも並び、足元は柔やわらかい赤い絨毯、招待客は百人ちょっと、週末の夜であることを考えても良く集まったほうだろう。京耶と同年齢の男女があちらこちらで小さなグループになり談笑している。

　本格的な仮面舞踏会というよりは仮面舞踏会風の立食パーティーだ。壁際の長テーブルには軽食、ケーキ、多種多様なジュースに水、アイスティー、珈琲、等々が用意されている。さすがにアルコールの類はない。

　大したものだ、と京耶は思う。

「品揃えが悪いパーティーだ、セフィロト社め、プリンシェイクを用意していないとは」

　しかし、お気に入りの飲み物がなかったバロックは気に入らないようだ。

　種を明かせば、この仮面舞踏会はセフィロト社主催『レガシー・オブ・タナトス』参加アストラルレイヤーのオフ会だ。会場も現実ではなくセフィロト社の作った擬似『遺産レガシー』内部である。当然、飲食物もフェイクで味も匂いもついているが栄養はない。

　そういう理由でダイエット中の女性プレイヤーに大人気だったりするが置いておこう。

「まあ……気晴らしぐらいにはなるか」

「うむっ。梅雨では仕方ないが外出が減っているからな。ついでに、私が《影男シヤドウマン》の噂も広げて来てやろうではないか」

　何な故ぜか威張るように、バロックが腰に両手をあててふふんと平たい胸を反らした。ぴっこりと目に優しいサイズの胸を張った。

　胸元を切り込んだイブニングドレスである。色々な意味で素直な京きよう耶やの視線はバロックの胸元に誘導されてしまう。丁ちよう度ど、こう、上から覗のぞき込こむような感じである。

　だがしかし、赤いイブニングドレスはその辺りも考えてデザインされているのか見えそうで見えない。京耶の眉間には思わず気難しい皺しわが寄る。

　確かに、京耶はしばしばバロックの一糸纏まとわぬ姿を目撃している。だが、それはそれ、これはこれ、というのが彼の無ぶ愛あい想そうな表情に隠された本音である。

「こら、むっつり京耶。どこを見ているんだい」

　じとっとした眼まな差ざしで、バロックに睨まれた。

　京耶は堂々と答えた。

「何も見えていない」

「キミは本当に…………馬ば鹿かだな、馬鹿め」

　照れたような拗ねたような声で、バロックが小さな唇くちびるを尖らせた。

　京耶は表情一つ変えず堂々と何事もなかったかのように話題を戻す。

「まさか、自分が噂話の住人になるとは思わなかったぞ」

「不満かい？　しかし僥倖でもあるぞ」

「不満ってわけじゃないんだが、まあ、変な気分だ」

「うむ。他者の記憶に残り難く、他者との因果が繋つながり難いキミのハンディキャップがそのままひっくり返ったのだからな」

「そうだな」

　頷うなずき、京耶は自分の境遇を思った。

　即ち、『因果』の喪そう失しつとそれに伴う記憶の消滅。

『因果』──世界との繋がりを喪うしなった身は他者の記憶に残り難く容易く忘却される。

　例えば週明けに学校へ行けば、クラスメイトから確実に『あれ、こんな奴やつクラスにいたっけ』というような眼差しを向けられる。その程度に彼は記憶に残り難い。

　そして誰からも忘れ去られたとき、彼は静かに消える。

　それがひっくり返った、《影男シヤドウマン》という噂になることで。

『記憶に残らない謎のキャラクター』として逆に他者の記憶に残るという現状。

『ゲーム』内部の噂話として、薄く広く、京耶は《影男シヤドウマン》として記憶される。

　時間差を置いて噂は伝播するため、誰かが忘れても誰かが覚えており、忘れた誰かも噂に触れることで思い出すという連鎖を伴い噂は拡大して行く。

『ゲーム』に参加するアストラルレイヤーたちと、薄く広く、京きよう耶やの因果は繋つながった。

　役者の名前は知られていないが役柄の名前は知られている、著者の名前は知られていないが著作の名前は知られている、そんな半端な状況ではあるがとにかく京耶の存在は噂話の形で広こう範はん囲いに認識された。

　全ての『因果』を喪うしない消滅するという危険性からは、随分遠ざかった。

「他に、幾いくらでも面倒はあるがな」

　白い仮面の下で京耶は黄金の右目を歪ゆがめた──未来視を宿す『死神』の右目。

　その体に同居する剣の業を思い唇くちびるを歪めた──彼の意識よりも速い死神の業。

「だからこそ、一つでも解決されたことを喜ぶべきだよ」

　蝶ちようの仮面の下で、バロックは苦笑するように赤い瞳を細めた。

「それに欲を言うなら、《影男シヤドウマン》の噂話だってもっと広範囲に流布させたい。『ゲーム』の参加者では精々二、三百人、外にも噂が伝わるぐらいで丁ちよう度ど良い」

「難しい話だな」

『ゲーム』は一般公開されていない。日ひ雁かり市し限定ソーシャルゲーム『ヒカリータウン』内部に存在する、極々一部のプレイヤーにだけ参加が許されているコンテンツだ。

　母体である『ヒカリータウン』には学生割引等の優遇がある為、日雁市の学生は殆ほとんどが大なり小なり参加している。それでも『ゲーム』プレイヤーは二、三百人に過ぎない。

「それもそうだね。一般公開されていない『特別』なコンテンツだ」

　バロックは皮肉っぽく唇を片方だけ吊り上げた。蝶の仮面をつけているせいか幼い外見に似合わず老人めいた寒いものが浮かび、彼女が手にしたフェイクのオレンジジュースを口に運ぶと消えた。

「さて、私はキミの噂話を広めてくるとするよ。キミはどうする？」

「……どうすれば良いと思う？」

　問われて逆に問い返した。バロックは仮面越しの赤い瞳でじっ、と京耶を見詰めて憐れむような優しい笑顔を作った。

「京耶よ、私が悪かった。キミのような筋金入りのぼっちにパーティーでの過ごし方を聞くなんて私も残酷なことをしたものだ」

「くっ、この女、人をぼっちぼっちと言いやがって」

　悔しげに奥歯を噛み、眉間に皺しわどころかこめかみをぴくぴくさせる京耶。だが悲しいことに効果的な反論は思いつかない。概ね図星、というか反論の余地もない事実だからだ。

「気にするな、キミがぼっちでも私はキミを愛あいしている。そうだな、折せつ角かくだから料理を楽しめば良いと私は思うぞ」

　浮かんでもない涙を拭う仕草をして、ぽん、とバロックは京耶の肩を叩いた。

　京きよう耶やの頬ほおがぴくぴくと引きつり、歯痛を堪えているような滑稽な顔になった。

「貴様は絶対に泣かす、後で覚えていろよ」

「えっ？」

　きょとん、と愛あいらしい小鳥みたいにバロックが小首を傾かしげる。

「京耶は、私が泣くような酷いことをするの？」

　キラキラキラキラと無意味に輝く赤い瞳、口調まで心なしか幼さを増している。

　あざとい、実にあざといと京耶は思う。ここは強気に出てバロックにガツンと言うべき場面だ──と、わかってはいるのだが。

「悪かった、俺の負けだ。俺が悔しさの余り本気で泣き出すところを見たくないならさっさと何ど処こへでも行ってくれ、むしろ行け」

「ククク、私に勝とうなど二千年は早いな」

　余裕たっぷり、口元に手をあて貴婦人のように笑うとバロックは不意に背伸びをした。

　掠めるように一瞬だけ彼女の唇くちびるが京耶に触れた。

「それじゃあ、また後で」

　赤い瞳にウインクを一つ、シャンデリアの灯りに高く結い上げた銀の髪を輝かせ、赤いイブニングドレスの裾を払うように彼女は歩き出した。

　京耶の隣に僅わずかに甘い花のような香りを残してすれ違い、談笑している見知らぬ誰かのグループに実に自然な形で交ざり会話に花を咲かせて行った。

「……」

　京耶は白い仮面の下で眉間に皺しわを寄せ、小さく嘆息する。完敗だ。

　別にバロックの言葉に従ったわけではないが、京耶は壁際に移動した。

　壁の花を決め込むつもりで、フェイクのブラッドオレンジジュースを飲みながら退屈しのぎに周囲の様子を眺める。

　もう少し彼に社交性があれば同じような壁の花に話しかける程度はしただろう。

　柄でもない話だと、京耶は胸中だけで苦笑いをする。

「お一人ですか」

「はっ、はいっ！」

　急に話しかけられて、変な声が出た。

　これはいかんと、慌てて表情を引き締め、眉間に皺を寄せて奥歯を噛み締めた厳しい顔をして声の方を振り返る。

　つとめてクールな声で、京耶は言った。

「悪いが、連れがいる」

「知ってるわよ、貴方馬ば鹿かなの？」

「む」

　改めて、というかやっとまともに、京きよう耶やは声をかけてきた女性を見た。

　アイマスクに似た形状のシンプルな仮面、覗のぞいた瞳は美しい瑠璃色を……

「瑠る璃り子こか、おまえ」

「気付くのが遅いわね、京耶」

　言って、彼女は艶かしく赤い唇くちびるを三日月のようにきゅっと吊り上げた。

　フルネームは楠くすの木き瑠璃子、その名前どおりに瑠璃色の瞳をした少女だ。京耶、バロックと同じ学校、同じ学年だがクラスは別。バロックの友人であり……本人曰く、因果と記憶を喪うしなう前の京耶の恋人。

「久しぶり、という程でもないか」

「ええ、久しぶりという程でもないわね」

　京耶は少しばかりの、理由を説明し難い気まずさを覚えた。

　今日の瑠璃子は普段結んでいる黒髪をほどいて背中から腰にかけて流し、銀色のティアラ風髪飾りをつけている。

　足元はヒールのない黒い靴、両手には肘まである黒染めの絹の手袋。

　イブニングドレスは深夜のような黒色で、少々タイトなデザインをしていた。

　必然的に、バロックとは天と地ほどもサイズ差のある胸部の膨らみや腰のはりが強調され大人びた色気を醸かもし出している。

　ベクトルは完全に逆だが、バロックと同じく高校生とは思えない肢体だ。

　何な故ぜこれほどまでに差が出来上がるのか、『ばいんばいん』と『ぴこぴこぴっこり』を分けたのは果たして何であろうか。

　無論、皆違って皆良いの言葉もあるとおりどちらも素晴らしいものだ。大きいことは良いことだと大艦巨砲主義的な価値観に囚われていては見えないものが多すぎる。果たして真理とはこの世界の真実とは何ど処こにあるものか──

「どこを凝視しているのかしら、きょ・う・や？」

　大変に冷たい声と共に、ぎゅっ、と抓られた頬ほおが熱くなった。

「……すまない、ちょっと哲学的な思考に没頭していた。他意はない」

「あらそう、是非ともその哲学的思考について聞かせて貰もらいたいわね」

　瑠璃子は京耶の頬を抓っていた手を外し、イブニングドレスの胸元を持ち上げるように腕を組んだ。

　京耶が仮面の向こうの視線をさり気なく逸そらし、胸元のタイを指で直した。

「悪いが、それを記述するには余白が足りない」

「前から言おうと思っていたのだけれど、貴方は自分が思っているほどクールに振る舞えてないし、クールなキャラでもないわよ？」

「そうか」

　最高のクールさで京きよう耶やは答えた。

　それ以上に、瑠る璃り子この瑠璃色の眼まな差ざしは冷たかった。

「うん、そろそろ俺の心は折れそうだ。何だ貴様、それが目的か」

「遂に被害妄想が入ったわね。安心なさい、それほど暇じゃないわよ。たまたま貴方を見かけたから話しかけただけ」

「確かに、昨日の電話の感じでは忙しそうだったな」

「人手不足なのよ、セフィロト社」

　やれやれと彼女は軽い溜ため息いきを吐く。

「貴方こそ、この手のイベントに参加するタイプだとは思わなかったわ。ぼっちのくせに社交性があるなんて生意気ね」

「くっ、貴様まで俺をぼっちと呼ぶか」

「冗談よ。大方、バロックにでも連れて来られたのでしょう」

　正解だったので何も言えず、京耶は沈黙した。

　くすくすと、赤い唇くちびるに指を当てて瑠璃子が笑う。

「私はもう行くけれど、折せつ角かく来たのだから好みの女の子に声でもかけてみなさいな。意外に上手く行くかもしれないわよ」

「何だよ、上手く行くように応援でもしてくれんのか？」

















「成功したらぶち壊してあげる。失敗したら嘲笑ってあげる」

　実に魅力的な笑みを浮かべて、瑠る璃り子こは断言した。

「だから、せいぜい頑張りなさいな」

　実に魅力的な笑みを浮かべたまま、彼女は軽く手を振り歩き出した。

　背中を向けて多少急ぎ足で去って行く。

　イブニングドレスの背で、伸ばした黒髪がしゃらりと揺れていた。

「悪魔か、あの女は」

　何とも言えない敗北感を胸に、京きよう耶やは彼女の後姿を見送った。

　見送るつもりだった。

　大広間を出入りする、恐らくはスタッフ用だろう目立たないドア、瑠璃子がそこで別のもう一人の少女と合流した。

　狐を模もした仮面。片側だけ伸ばした髪を三つ編みに、着ている藍色のイブニングドレスは左右対称という概念に恨みでもあるかのように片方が半袖、逆が長袖、裾を斜めにカットした奇抜なアレンジを施され、左腕には白い包帯を巻いている。

　右手に握っているのは黒塗りの鞘に収められた刀だ。

　脳裏で脱がすまでもない、昨日、雨上がりの夕暮れにすれ違った番傘の少女だ。

「瑠璃子の知り合い、か？」

　興味をそそられた京耶は、悪戯心混じりに二人を尾行しようと歩き出した。

　彼自身の表面的な意思とは無関係に、彼の中の死神は闘争の匂いを嗅ぎつけていた。



　そして京耶は二人を──あっさり見失った。

「ここは、どこだ？」

　思い切り、館の中で迷った。

　大広間の外はどういう構造になっているのだろうか。二人の姿を追って角を幾いくつか曲がった……だけ、の筈はずなのに迷った。

　今は曲がり角すらなく延々と通路が続いている。窓も照明もないくせに、行動に支障のない程度に明るいのはどういうことか。

「おまけに霧まで出てきやがった」

　京耶は足を止める。屋内で、霧？

　疑問を抱いて僅わずか数秒、霧はあっという間に立ち込めて京耶の周囲を包み込んだ。

　一メートルも離れたら人の姿も見えなくなりそうな、気配すら届かなくなりそうな深く粘つく冷たい霧だ。

　否いや応おうなく、噂話を思い出す。

　それは霧と共に現れて、皆殺しと共に去って行く、謎のキャラクター。

「『幻象武装コネクト・十五番目の黒騎士エリゴール』」

　瞬間的に京きよう耶やは自らの『遺産レガシー』を呼ぼうとした。

　だが、一瞬だけ遅かった。

「チャーオッ！　お兄さん！」

　ぬっ、と京耶の鼻先に少女の顔が現あらわれる。

　可愛かわいらしい顔立ちを、ふざけた道化師のような笑顔で台無しにした少女の顔。

　全く同じタイミングで、ピカピカと光る銀の刃が下から駆け上がって来る。

　ナイフによるアッパーカットと呼ぶべきか、寝かせた刃の腹で京耶の体、黒いタキシードの生地をなぞるように進み、一直線、吸い込まれるように首筋を目掛けて走る。

　二人の間は零距離、殆ほとんど密着した状態、その僅わずかな隙間に少女はナイフを走らせた。

　間合いが近すぎて防ぐことも避けることも不可能、何も出来ず死ぬしかない。

「そして、アディオーッス！」

　そうなっていただろう、相手が死神でさえなければ。

　カツーン、と、甲高い音がした。

　カララン、と、何か硬質な物が床に落ちる音がした。

　少女はそれこそ道化師のように目をまん丸くして驚きの声を上げる。

「ファァァァァンタスティック！　信じられないよ、凄すごいなキミは！　そんなのでボクのナイフを防ぐなんてさあああああああああ！」

「そうか」

　感情の混じらない声で京耶は言った。シンプルな白い仮面がその顔から消えて眉間に皺しわを寄せた無ぶ愛あい想そうな表情がはっきりと見えていた。

　蛇のように首筋を狙ったナイフを、顔の仮面で受け止めたのだ。

　仮面自体がその衝撃に耐え切れず、京耶の手を離れて床に落ちることになったがそれでも上出来だろう。

「おまえも、妙な術を使うじゃないか」

　殆ど密着状態になるまで接近されたというのに、その瞬間まで気付けなかった。

　異様な動きだ。異常な動きだ。

　濃密な霧は何もせずとも微細な空気の流れに乗ってゆっくりと動いている。

　誰かが動いたならば、この自然な霧の流れには乱れが生じる。死神を身に宿した京耶ならばその微細な霧の乱れを察せないはずがない。

　相手は気配も音もなく、空気すら乱さぬ奇妙な方法で間合いを詰めたのだ。

「だが次はないぞ、手品の種には見当がついている」

　霧の流れを乱さないように動く必要があるならば、霧と同じ速度で動けば良い。あるいはもっと『ゲーム』的に自分の体を霧に変えるような特殊能力でもあるのかもしれない。

　同時にそれがそのまま欠点になっている。霧の速度では遅すぎる故に、いざ攻撃の瞬間だけは霧よりも遥かに速く動く必要がある。

　そこを捉えて、京きよう耶やはナイフを仮面で受け止めたのだ。

「んふふー、それ本当？　ううんっ、楽しくなってきたね！」

　ばさり、道化師のように笑う少女は、身に纏まとった古びたコートを羽ばたくように揺らして大きく距離を取った。

　再び濃密な霧の中に、少女の姿が消える。

　好機、京耶は叫び先程は邪魔された『遺産レガシー』の召喚を行う。

「『幻象武装コネクト・十五番目の黒騎士エリゴール』！」

　足元から黒い靄が湧き立ち昇り、その体を包み込む。

　黒騎士の力が、京耶の全身を覆おおい、包み込む。

　兜が、鎧よろいが、剣が京耶の肉体に装着される。

　輝く右の黄金瞳、全身を覆う黒鎧、その腰には無ぶ骨こつな黒の剣。

　靄を払うように腕を振るい、黒騎士の姿が出現する。

「来い」

　ギャリン、と奇怪な音をさせ京耶は黒の剣を抜いた。

「あれ？　あれあれ？　あれあれあれ？　もしかしてキミ──」

　少女の声が霧の中に響く。

　霧の中で反響し、何重にもエコーがかかり、声の位置を特定できない。

　まるで霧の中に何十人も彼女がいるように聞こえる。

「黄金の単眼、黒い剣に黒い鎧、もしかしてキミ──《影男シヤドウマン》？」

　京耶は何も答えず、抜き放った黒剣を構えた。

　それが恐らく、彼女にとって答えになったのだろう。

「やっぱり！　ホンモノだ！　わあああああ凄すごい、やっと会えたよ！　ボクずっと、キミに会いたかったんだ《影男シヤドウマン》！」

　はしゃいだ声、濃密に立ち込めていた霧があっという間に薄れて行った。

　京耶は初めて、己がさっきまで戦っていた相手の全身像を認識した。

　今も兜の隙間で輝く黄金瞳が見せた未来視──そこに映った少女だった。

　シャギーの入ったショートカット、道化師を思わせるふざけた笑み、その笑みさえなければ充分に可愛かわいらしい顔立ち。

　新品同様のシルクハットを被って薄汚れたコートを着て、コートの下には何な故ぜか少女趣味丸出しのピンクのワンピース。

　右手には玩具おもちやのようにピカピカと輝く大型ナイフを握っている。

　死神が、躊躇なく彼女の服を脱がす。

　しなやかな体つき、若干着痩せするタイプだろう。何がとは言わないがバロックと瑠る璃り子この中間。女性としては魅力的だが闘争に向いた肉体ではない。筋力も瞬発力も持久力も平均的な女子高校生の域を出ない。

　彼女の戦闘能力は身体能力から外れた精神性と特殊能力にあると見るべきだ。

　まさか相手の脳内で全裸にされているとは露知らず、彼女は笑みの形をふざけた道化師から大喜びの子どもに変化させる。

「ねえねえ《影男シヤドウマン》、キミってさ」

「守もり部べ京きよう耶やだ」

　本名を名乗り、彼は続けて噂に聞いたそいつの名前を呼んだ。

「守部京耶だ、『辻斬りジャック』」

「わーお！　ボクのこと知ってるんだ！　嬉うれしいなあ！」

　ぱああっと太陽みたいに嬉しそうに笑い。

「自己紹介する前からボクのこと知ってるなんて、ひょっとしてキミもボクのことを探してたの？　気になってたんだ？　そっか、そうだよね、そうに決まってるよね！」

「ま、まあ……間違えてはないな」

　黒兜の内側で若干の困惑を覚えながら京耶は頷うなずいた。

「やっぱり！　凄すごいよ運命的だ！　きっとボクたちは運命的に繋つながってるんだよ！」

　ぴょんこぴょんこと嬉しげに、はしゃぐ子どもか兎のようにジャックがバンザイしながら跳ねている。

　京耶はいつもの眉間に皺しわを寄せた無ぶ愛あい想そうな顔をしてそんなジャックを眺めた。

　彼女から友好的な雰囲気が漂っているのはわかるが……理由が不明すぎる。彼女はいったい何を言っているんだろう、何をどう盛り上がっているんだろうか。

　京耶の困惑など知るわけもなく、ジャックはとにかく楽しげに話しかけてくる。

「《影男シヤドウマン》の噂を聞いたときから、ずっと期待してた、ボクの仲間がいることを」

　彼女の大きな瞳は期待と希望でキラキラと星屑めいて輝いていた。

「キミは、ボクと同じ、普通に人を殺せる人間だ」

　巌のように固まっていた京耶の顔が、ぴくりと動く。

　ジャックは上機嫌な様子で、ニコニコと笑みを浮かべて京耶の方に近寄って来る。

　京耶の構えている剣を気にした風もなく、油断と隙しかない子どもめいた歩き方だ。

　途中、思い出したように右手のナイフを廊下の遥か向こうに投げ捨てた。

「えへへ、さっきは殺そうとしてゴメンネ、あれ、『ゲーム』だから死なないんだっけ？　ま、どっちでもいいや、えっと……」

　再び京耶の眼前に立つと、彼女は恥ずかしそうに笑った。

「えっと、キョウヤって呼んで良いよね。キョウヤ、キョウヤかー」

　何だろうか、女子中学生が一生懸命作ったバレンタインチョコを渡す直前のように、そわそわもじもじ、ジャックが落ち着かなさそうに体を揺らしている。

　両手は後ろに回して、シャギーの入ったショートカットの先が、古びたコートの裾が、ピンクの可愛かわいらしいワンピースが、ゆらゆらふりふり、揺れていた。

　ひどくはにかんだ笑顔のまま、彼女は言う。



「殺人鬼だけど、ボクのトモダチになってくれますか？」



「断る」

　京きよう耶やは答えた。

「一緒にするな殺人鬼、俺はまだ誰も殺しちゃいない」

「え？」

　ジャックは傷ついた顔をして、ボロボロと赤く充血した瞳から涙を零す。

「何で、そんな酷いこと言うのさ……ボクの何がダメなの？　ボクに悪いところがあるなら教えてよ！　キョウヤのためなら何でもするからさ！」

「……」

　ジャックは文字通りすがりつくように、京耶を揺さぶる。必死な様子ですがりついた拍子に頭の上からシルクハットが落ちたことにも気付いていない。

　シャギーの入ったショートカット、幼い顔立ち、涙を浮かべた瞳。

　相手の言い分は無茶苦茶だ、それでも自分が悪いことをしているような気になるのだからお人好しなものだ。京耶は胸中で皮肉な声を上げる。

　普通に人が殺せる人間──ジャックの指摘は正しい。だから、不愉快だ。

　一緒にするな殺人鬼──そう否定したことも間違いではない。だから滑稽だ。

　死神などと名付けて、自分とは別物のように仕分けても、結局、剣を振るうのは京耶自身でしかない。

　いざ戦闘に臨めば、当たり前のように死神と化すことに気付いている。

　完全ではない。相手への殺意が足りない。

　塵ちりほどの高こう揚ようも欠片かけらほどの罪悪感も宿さない、澄んだ水の如き透明な殺意が足りない。

『人を殺してはいけない』という当たり前の倫理が、京耶の剣に強いブレーキをかける。

　故にあの意識を凌駕する神速の邪剣は使えない。無敵にも最強にも程遠い。

　それでも。

「俺は、おまえとは違う──ッ！」

　呟つぶやいた瞬間、京耶の耳は別の密やかな足音を捉えた。

　反射的に振り向いた時にはもう、密やかな足音は疾走へと変化している。

「『幻象顕現コネクト』──『玉たま鋼がね緋ひ牡ぼ丹たん』」

　京きよう耶やはまだ彼女の名前を知らない、彼女は如月きさらぎ早はや香か、剣士。

　片側だけの三つ編みを揺らし、左右対称という概念に恨みでもあるような藍色のイブニングドレスをなびかせ、体勢を低く疾駆する。

　仮面は外している、凛りんとした両目がこちらを真まっ直すぐに見詰めている。

　右手で左腰にさした刀の柄を握り締め、包帯をぐるぐる巻きにした左手で鞘を押さえ、否、左手の手首で鞘を腰に押し付けるようにして保持している。

「居合いか」

　呟つぶやき、京耶は瞬時に理解し状況を判断した。

　相手の狙いはどちらだ、京耶かジャックか──判断材料はない、どちらでも同じ。

　だが、女のあの目。

　あれは剣士の目だ、自分自身を刃と一体化させるような本物の剣士の眼まな差ざしだ。

　ぞくりと背中に流れるものがあった。悪くない。本当に悪くない。

　あの女の剣は、きっと、美う味まい。

　京耶は自分の思考がまともな人間のそれでないことに気付かない。その思考は死神に相応ふさわしいと気付かない。『人を殺してはいけない』という最後の倫理だけが、彼が本物の死神と化すのを防いでいる。

　とんっ、と京耶はジャックの胸を押すように軽く突き飛ばす。

「行けよ」

　次いで体全体で振り返り、疾駆する居合いに向き直る。

「あっ……ボクのこと庇って、くれるの？」

　押された拍子にぺたんと女の子座りをしたジャックが誤解をしているが、もはや京耶はジャックに構っている状況ではない。

「……」

　京耶は右手に黒剣をぶら下げ、一見、無造作に立つ。

　居合いの少女もまた何かを感じ取ったように弓形の眉をぴくりと動かした。

「無形の位」

　あえて構えぬことで次の動きを相手に読ませない構え。

「その勝負、受けた、全力で打ち破る」

　早香の剣士としての情熱が、その胸の奥で静かに燃えた。

　兜の奥で黄金瞳を輝かせ、京耶はただ静かに彼女の到達を待つ。

「『斬心残鬼インブレイド』」

　彼女は駆かける。腰の刀が淡く、水に似た輝きを発する。

　一歩、二歩、三歩、早香が間合いに入り、刀を抜いた。

「我流魔剣──『漣さざなみ』」

　抜き放たれた一いつ閃せんを、京きよう耶やは美しいとすら思った。

　海面を疾る風のように、青く、美しく、速い。

　しかし、その感嘆は京耶にいささかの影響も及ぼさない。

　冷徹に、刀の間合いを読み速度を計り右手の黒剣で居合いを受ける。

　返す刃で相手を切り伏せる為に、受ける。

「！」

　京耶の目算が外れた、細波が起きた、突とつ如じよ刃が伸びた──錯覚だ、実際は刃が伸びたのではない、斬ざん撃げきが急加速した。ありえぬ剣の動きだ。

　タイミングが外れた、受けが間に合わない、とられる、ならば。

「かあぁあ！」

　左腕！

　我流魔剣『漣』の刃が、京耶の受けよりも速く、その体に届いた。

「私の勝ち、です」

　すっ、と波が引くように三歩、早はや香かは下がった。

「まだだ」

　黒い鎧よろいに覆おおわれた左腕が、拳から肘の辺りまで、縦に真っ二つにされていた。

　剣による受けが間に合わないと判断し、左腕を防御に使った。

　鎧の防御力があれば深手にはなるまいと判断してのことだ。しかし、青く輝く彼女の刃は鎧を紙細工のように容易く切り裂いた。

　いかに名刀、いかに魔剣と言えど信じ難い切れ味だ。

　だが、それだけだ──ぎらりと、兜の隙間で黄金瞳が輝く。

　ぶらぶらと邪魔な左腕を、京耶は黒剣で斬り飛ばす。

「これで対等だ」

　痛みを感じていないかのような、あるいは痛みを懸命に堪えているかのような声。兜の下で眉間に鑿で穿ったような深い溝を寄せて京耶は嘯うそぶく。

「これで、対等だ」

　包帯をぐるぐる巻いた早香の左手を見ながら、もう一度言った。

　ふっ、と彼女の凛りんとした瞳に柔やわらかいものが宿り笑みのようなものが浮かんだ。

「殆ほとんど初対面で、気付かれたの、初めて」

　早香が左腕を持ち上げ、掌てのひらを京耶に向けた。

　掌には人魂に似た刻こく印いんが標されている──『原げん罪ざい刻印』。

　彼女は掌に力を込めたが、五指は広げられたままぴくりとも動かなかった。

「でも、互角ではない。私はずっと右腕だけで刀を振るって、来た」

　今、片腕になった京きよう耶やとは差がありすぎると言いたいのだろう。

「それが貴様に、何の関係がある」

「素敵」

　京耶は右手に黒剣をぶら下げて無造作に立つ。再び、無形の位。

　早はや香かが刀を鞘に収め、その柄に右手を置いた。再び、居合い。

「『喪失者アウト・オブ・オーダー』守もり部べ京耶だ」

「『斬心残鬼インブレイド』如月きさらぎ早香」

　どちらからともなく名乗る。

　洋館の果てなく長い廊下、既に霧は消え失せた。残っているのは剣士二人、当たり前のように闘争の空気が周囲に満ちて行く。

　凛りん、と、早香のように空気が張り詰める。

　如月早香、片腕の剣士。

　片側だけの三つ編み、左右非対称の藍色のイブニングドレス、左腕の手首が腰の鞘を押さえ、右手で刀の柄を握り、両の目は真まっ直すぐに京耶を見ている。

　一つの絵画のように見事な居合いの姿勢。微動だにしないが、硬直もしていない。

「──参る」

　早香が告げた。銃声が響いた。早香が動き出す直前で停止した。

「参る、じゃないわよ馬ば鹿か侍ざむらい」

　京耶が早香から、その背後に視線を移して兜を脱いだ。表情は自ら腕を落とした時と同じように眉間に深い皺しわを寄せた険しいものだ。

　早香も刀の柄から手を離し振り向いた。

　瑠る璃り子こがいた。黒いイブニングドレス姿で手には銀色の輝く長大なライフル──アンチマテリアルライフルを構えていた。

　既に仮面は外しており、瑠璃色の瞳には無機的な投げ遣りさが浮かんでいる。

　アンチマテリアルライフルの銃口が、天てん井じようから早香へと移動した。

「『辻斬りジャック』は？」

　問われ、早香は思い出したように周囲を眺めた。

「……ごめん、逃がした」

「どういう理由で、京耶と斬り合いになっているのよ」

「目の前に、その男が立ち塞がったから」

　凛、と早香は極きわめて真面目な顔をして言った。

「剣士として挑まなければならないと思った。だから挑んだ。でも、言い訳の余地もない失敗だと理解している。ごめんなさい」

　いっそ誇ほこりさえ感じさせる程に堂々と言い終え、早香は深々と頭を下げた。

　素直な謝罪に、瑠る璃り子こは怒るに怒れず困ったように赤い唇くちびるを歪ゆがめる。

「ああもう、上への言い訳は自分でしなさいよ」

「うん、頑張る。難しいことは苦手だけど、頑張る」

　ぐっ、と両手で作ったガッツポーズがちょっと可愛かわいらしい。

「ところで、もう一匹のお馬ば鹿かさんはこんなところで何をしていたのかしら」

　瑠璃子の顔がこちらへ（一緒に銃口も）向く。

「ええと……急に、斬りかかって来たから、つい」

　京きよう耶やなりに多少の考えはあったが、客観的に言えばそんなものである。

「まあ……良いわ。多分それぞれに落ち度はあったのだろうし相殺で」

　こめかみはぴくぴくしていたが、努めて冷静な声で瑠璃子は言う。

「その左腕はどうしたの？」

「私が斬った」

　早はや香かが言い、京耶は頷うなずく。瑠璃子が溜ため息いきを吐き、銃口を地面に下ろした。

「痛くないの、それ？」

「痛い。今にも床の上をごろごろ転がりながら泣き叫びたいぐらい痛い。早くお前たちがこの場から立ち去って欲しいとかなり本気で思っている」

　厳しい顔をした京耶の声は物もの凄すごく真剣だった。よく見ると額に脂汗が浮かんでいる。

「カッコつけも、そこまで行くと感心するわね」

「武士は食わねど、高楊枝」

　しゃらり、呆れたような瑠璃子が解いて背中に流している黒髪をかき上げた。

　早香は感じ入ったように何度も頷き片方だけの三つ編みを揺らしている。

「うむっ。そこが京耶の面白い、もとい、素敵なところだな」

　瑠璃子の背中から、バロックがひょっこり姿を見せた。

　舞踏会用に結い上げた銀髪、胸元を大きく切り込んで『罅ひび割われたハート』の刻こく印いんを覗のぞかせた赤いイブニングドレス、赤いハイヒール。

　姿を見せた彼女は何な故ぜか威張るように両腕を組み、ぴっこりと奥ゆかしさに溢れた胸部を誇示するかの如ごとくに上体を反らした。

「何か、私に言っておきたいことはあるか？」

「ここが『ゲーム』の中で良かった。ログアウトすれば腕が戻って来る」

「なるほど、へらず口を叩く元気はあるようだな」

　バロックが微笑ほほえむ。しかし、その赤い瞳は全く笑っていなかった。

「ではこのまま十分ぐらい、キミとお喋しやべりを続けようか」

　巌と化していた京耶の表情が思い切り揺らぎ、頬ほおがひくひくと引き攣る。

　やせ我慢も、そろそろ限界に近付きつつあるのだ。

「よし、わかった。おまえら。五分で良いから目を閉じて耳を塞いでいてくれないか」

「構わないけれど京きよう耶や……傷、治してあげましょうか？」

「出来るのか？」

「ええ、擬似『遺産レガシー』にはプレイヤーの回復機能つけてるわよ。元々、プレイヤー同士の対戦とか訓練に使うものだから」

　京耶は瑠る璃り子こに頭を下げた。

「是非お願いします！」



　一分後。

「結論から言えば、このオフ会自体が『辻斬りジャック』を誘き寄せる罠だったの」

　大広間ではオフ会が続く中、京耶たちは場所を洋館の小さな応接間に移した。

　京耶はタキシード、女性陣はイブニングドレス姿。テーブルを挟んで向かい合うソファーに京耶とバロック、瑠璃子と早はや香かの組み合わせで座っていた。

　席順も同じで、京耶の正面には瑠璃子がいる。

　瑠璃子はにっこにっこと満面の笑みを浮かべて、そのくせ瑠璃色の瞳は全く笑わずに京耶をじっと見詰めて一瞬も目を逸そらさない。

「先日、貴方に協力を打診したのは戦力補強ね。言葉は悪いけれど『辻斬りジャック』の獲物になりそうなプレイヤーは殆ほとんど全てこのオフ会に参加している。あとは、のこのこ誘き寄せられた『辻斬りジャック』を捕まえるだけ、だったわ」

「そ、そうか」

　だらだらと、謎のプレッシャーを受ける京耶の額に汗が浮かんでいた。

「ええ、私の仕事が一つ片付く予定だったの」

　にこにこと、瑠璃子は笑わない眼まな差ざしで京耶を見詰めている。

「うむっ。なるほど、それを京耶とそっちの侍殿がぶち壊したわけか」

　からかうような声で、バロックが言わなくても良いことを言った。

　可愛かわいらしい顔には悪戯猫の笑みが浮かんでおり、明らかに状況を面白がっている。

　後で泣かす、京耶は心に誓った。現実的に達成不可能なのもわかっていた。

「そう、ぶち壊した。ごめんなさい」

　早香は物もの凄すごく真面目な顔をして頭を下げた。

　何な故ぜか、京耶に瑠璃子、バロック、早香の視線が集中する。

「同じ手は二度使えないから、別の手段を使うことになるのだけれど京耶」

「何でしょうか瑠璃子さん……」

「セフィロト社は人手不足です、運営のお手伝いをしてくれるボランティアは大歓迎」

　妙に事務的な口調が異常に怖い。京耶は助けを求めるようにバロックを見たが、バロックは面白そうに小さく頷うなずくだけだった。

「わかった降参だ。おまえの仕事を手伝うよ」

　溜ため息いき混じりに、京きよう耶やは両手を挙げた。

　それにどのみち──黄金瞳が見せた未来視によれば、『辻斬りジャック』との付き合いは終わりそうにない。まだ、殺していない。

　ああ、素晴らしいことを思いついた。人殺しを殺せばいいのだ、悪人を殺せばいいのだ、体の中の死神にそうやって餌を──！

「──ッッッッッ！」

　がたん！　思わず立ち上がっていた。自分の思考に戦慄した。

「ど、どうしたんだい急に……」

　バロックに瑠る璃り子こ、早はや香かの全員が戸惑ったような顔をしている。

　京耶は眉間に皺しわを寄せて奥歯を噛み締め表情を消し、努めて冷静を装った。

「いや、何でもない……それより、聞きたかったんだがそっちの彼女は」

　視線は対角線上に座る早香に向けながら、ソファーに再び腰を下ろす。

「え、ああそうね。紹介がまだだったわ、彼女は『斬心残鬼インブレイド』如月きさらぎ早香」

　やはり戸惑いながらも、瑠璃子は京耶たちに早香を紹介する。

「早香で良い。瑠璃子と同じくセフィロト社のアルバイトで、瑠璃子と同じく《生命の樹セフイロト》結社エージェント『十席』の一人」

「『十席』？」

　京耶が首を傾げた。瑠璃子が補足説明を加える。

「『ゲーム』の運営管理に関わっているエージェントをそう呼んでるのよ。私が第八席で、早香が第五席」

「つまり、早香はおまえの上司？」

「違う。私と楠くすの木き瑠璃子は同格。席順は殆ほとんど無意味」

「ふぅん。じゃあ、残り八人仲間がいるのか」

「それも違うわ。埋まってるのは半分で、そのうち一人は重度の引きこもり、しかも別に一人入院したわ」

「人員補充しろよ！」

「するように何度も言ったわよ。ただ『適格者がいない』とか言われて棚上げ」

「何だそりゃ」

「わからない。私も同じことを問うたことがあるけれど、同じ答えが返って来た」

「ふぅむ？」

　怪訝そうな京耶、瑠璃子は肩をすくめ、早香は特に何も反応しなかった。

　誰にも理由がわからないでいると、くつくつとバロックが密やかに笑った。

「なるほど、凝り性だな」

「わかるのか、おまえ」

「うむっ、《生命の樹セフイロト》だよ京きよう耶や。そして他二名」

　腰に手をあて、無意味に薄い胸を張りながらバロックは言う。

「《生命の樹セフイロト》は十の球体セフイラと二十二本の経パ路スで繋つながれている」

「それぐらい知ってるわよ。十の球体セフイラになぞらえて『十席』でしょう。だから半数が欠員なんて状況でも名前を変えずに『十席』を名乗ってる」

「うむっ。ここまでなら少し頭が回れば思いつくだろうな」

「そうだったのか」

「そうだったんだ」

　感心する馬ば鹿か二名は置いておこう。

「京耶はともかく、早はや香かは気付きなさいよ」

「では瑠る璃り子こよ。十の球体セフイラにはそれぞれ名前があることを知っているかい」

　瑠璃子が黙った。

「名前というよりは属性だな。上から順番に『王冠ケテル』、『知恵コクマー』『理解ビナー』という感じだ。『適格者』とはそういうことだろうね、属性に相応ふさわしいか、少なくとも適性があると思った者を任命しているのだろうさ」

「詳しいな」

「うむっ、褒めて良いぞ京耶よ」

「はいはいバロックすげーすげー、で、瑠璃子の八番目と早香の五番目は何なんだ？」

「むー、心がこもってないぞ。まあ良いが、五番目は『力ケブラー』だな」

「なるほど、納得だ」

　剣士に『力』なら似合っているなと京耶はちらと早香を見た。

「……うん」

　何か少し照れくさそうに早香は頷うなずいた。

　ちょっと可愛かわいい。京耶は少し幸せな気持ちになった。

「瑠璃子の八番目は『栄ホ光ド』に対応しているぞ」

「ううむ、そっちはよくわからんな」

「そうね、何かの皮肉かしら」

　文字通り皮肉っぽく赤い唇くちびるを吊り上げて彼女は鼻を鳴らした。

「さあ、細かい解釈までは私にもわからないさ。それこそ任命者に聞いてみると良い」

「別に良いわよ。そこまで興味もないし……っていうか、そんな半分趣味みたいな理由にこだわってないで人を増やしなさいよ本当に。あの馬鹿」

　ぎりぎりと苛立たしげに爪を噛んだと思ったら、瑠璃子は不意に何もかも諦めたような盛大な溜ため息いきを吐いた。

「その、お疲れ様です」

「キミも大変だな、今度、家に来たまえ夕食ぐらいはご馳走しよう」

　思わず同情する京きよう耶やとバロック。

「ありがとう」

　瑠る璃り子こは張り付いたような微笑ほほえみを浮かべて礼を言った。

　罠に使ったとは言え、開いたオフ会はきちんと終わらせなければならない。

「『辻斬りジャック』のことは、また明日にしましょう」

「ばいばい」

　言って瑠璃子と早はや香かは退室した。

　京耶たちもログアウトするなり、戻ってオフ会に参加するなりあったが。

「無意味という訳でもないのだがね」

　ぽつりと、隣に座るバロックが言った。

　京耶がその横顔を見る。イブニングドレスを纏まとった彼女は遠い眼まな差ざしで応接室の天てん井じようを眺めていた。

　まるで退屈な子どものように、ソファーに腰掛けて足をぱたぱたとさせていた。

「儀式はこだわれる部分はこだわった方が効果は強くなる。『十席』とやらは助祭のつもりだろうな、《生命の樹セフイロト》に見立てた人物を揃えておくだけで儀式が強化される」

「おい、いきなりぶっ飛んだぞ。そもそも、ええとまず儀式って何のことだ？」

「不思議に思ったことはないかい。セフィロト社は『現代の科学では再現不可能な技術』を餌にしてスポンサーから金を引き出し、会社まで作って人を集め何の金にもならない『ゲーム』を運営している」

「それは、確かにそうだが」

「答えは簡単、『ゲーム』を運営することそれ自体が目的だからだ。厳密には『ゲーム』を運営することで金銭ではない別の何かを得ている。そしてそれを目的にしている。少なくとも『ゲーム』の創始者である──セフィロトはね」

「何かってのは、何だよ」

「説明するのは構わないが、胡乱な話になるぞ。しかも長くて面倒くさい」

「そうか、またの機会にしよう」

「キミがそこまで言うなら語るとしよう」

「おれの意見はナチュラルスルーか！」

　ひょい、とバロックは京耶の膝の上に座りなおした。

　自然に京耶は彼女が落ちないように腕を回す。

「『ゲーム』の原点はアストラルトリップという魔術儀式だ。これはね、《生命の樹セフイロト》を利用し高次元へアクセスするための魔術儀式だ。本来は何十年と修行を積んだ魔術師がようやく到達できる技術だよ。それを原げん罪ざい刻こく印いんと携帯端末にインストールした『遺産接続プログラム』の力があれば誰でも簡単に出来るようになったのだから良い時代だな」

「本気で胡散臭いな。高次元て、四次元とか三次元のあれか？」

「もうちょっと形而上の話だよ。精神の領域、肉体のない世界、死者の行き着く場所。イメージとしては、海だね。どこまでもどこまでも続く海さ」

　わかるかい、と問うように彼女は顎を上げ赤い瞳で京きよう耶やを見る。

　京耶は脳裏に広大な海を浮かべて頷うなずいた。

「海には泡、いや、島かな。まあ、そのようなものが無数に浮かんでいる。島はつまり『遺産レガシー』だ。伝説、伝でん承しよう、逸いつ話わ、そういったものがこの世界から喪うしなわれた成れの果てだ」

　無限の海に、無数の島……

「いわゆる、あの世か？」

「その認識でも大筋は間違えてないかな。さて、その海は無限に広いが、時折、島同士がぶつかり、海の深い部分へ沈むことがある。沈んだ島は、高次元世界の中では現実世界に近い位置にある。我々が高次元世界へアクセスするのは難しいが、その沈んだ島程度の位置にあればアクセスも可能だ」

「つまり、『ゲーム』中のおれたちはその高次元世界にいる？」

「そうだよ。『ゲーム』中の肉体がどうなってるか知ってるかい？　文字通りこの世界から消えるんだよ。肉体は精神体へ変換され、『遺産』の中に送り込まれてる」

「怖い話だな。現実に戻ってきた時、ちゃんと体が戻らなかったらえらい事だぞ」

「安心したまえ、普通は戻れる。肉体と精神の再変換を伴うわけだから危険はあるが、人間には『因果』というものがある。他者との繋つながりが『自分』というものを固定する」

「……俺が《影男シヤドウマン》なんてやってる理由はその因果がないからなんだがな」

「大変だな。まあ、今は平気だから良いじゃないか」

「おまえが、今更になって全部丁寧に解説し始めた理由がわかったぞ」

「うむっ、キミが『ゲーム』にどっぷり浸かって逃げられなくなるのを待っていた」

　京耶は片腕をバロックの胴体に回したまま、逆の手で額を押さえた。

「くそっ、俺はさっきからの非現実的な話で頭が痛くなりそうだ」

「ふっふっふっ、これからもっと頭が痛くなるぞ」

「……マジかよ」

　京耶は深く深呼吸をした、膝の上に抱いたバロックは甘い花のような香りがする。

「さて我々は『ゲーム』を介し『遺産』を支配している。これは高次元世界の存在である『遺産』を現実世界へ無む理り矢や理り連れて来る行為だ。本来、この世界には存在しないものを無理矢理引っ張って来ている」

「わかったぞ。『ゲーム』の目的はそれか」

「その通り、『遺産レガシー』を現実世界へ引っ張り出すことが『ゲーム』の真の目的だ」

「しかし、そんなことをして何になるんだ」

「何でも出来るさ。高次元世界は精神の世界、そこに存在するのはエーテルや空とも呼ばれる純粋な精神エネルギー。この世界の法則に縛られない力だ。きちんと方向性さえ与えてやればぬいぐるみに注ぎ込み命を与えることも、大地に注ぎ地震を起こすことも、その逆も簡単さ。そうそう、この擬似『遺産』もそのエネルギーの産物だよ。アクセス出来る位置に創ったイミテーションの『遺産』だ」

「頭が痛い……」

「まあ別に全部を理解する必要もない。重要なのは……

　一つ！　『ゲーム』中は高次元世界にいる。

　二つ！　現実世界では『遺産』を『何でも出来る凄すごいエネルギー』として使える。

　三つ！　セフィロトは『ゲーム』を使ってその凄いエネルギーを集めてる。

　こんなところかな。『何でも出来る凄いエネルギー』ではありがたみも薄いし、これからはエーテルと呼ぼうか」

　律儀に、バロックは一つ言うごとに指を一本立てていた。

「何で無駄に勢いが良いのか知らんが、質問が四つある」

「なんだい？」

「結局、セフィロト社……セフィロトで良いのか？　会社名と名前が一緒でややこしいそいつは最終的に何が目的なんだ？」

「さあ？　私にはさっぱりわからないな」

　悪戯っぽく、彼女は人差し指を小さな唇くちびるに当てた。

　あからさまな嘘うそだ。あるいは、ヒントは出ているから考えてみろと言っているのか。

「さあ、二つ目の質問をどうぞ」

「おまえは、どうしてそんなに詳しいんだ」

「これは秘密だが、私は高次元世界からやって来た天使だから凄く詳しいんだ」

「……じゃあ三つ目だ。おまえ、何が目的だ」

「うむっ、それはだね」

　くるりと、バロックは京きよう耶やの膝の上で体を回転させて向き合う。

　真まっ直すぐに京耶の厳しくしかめられた顔を見詰めて、ふんわりと微笑ほほえむ。

「高校を卒業したらキミと結婚して、二人で暮らし、子どもを生んで、仲良く歳を取って死ぬためさ──つまり、私は幸せになりたいんだ」

「簡単なのか難しいのか、さっぱりわからん」

「凄く難しいに決まってるじゃないか」

「そういうもんか……」

　良くわからない、京きよう耶やはそんな顔つきだった。

　バロックは少し可お笑かしそうに笑った。

「最後の質問はなんだい？」

「この説明、手伝うことになった『辻斬りジャック』の捕獲とは何の関係もないよな」

「ないぞ、全然、これっぽっちも、欠片かけらもない！」

「凄く無駄な時間を過ごした気分だよバロック！」

「ハッハッハッ、どうせそのうち説明が必要だったのだ。丁ちよう度ど良い機会じゃないか」

　ひょい、とバロックは京耶の膝の上から飛び降りた。

「そろそろオフ会も終わる時間だ。私たちも家に帰ろうじゃないか」

「……そうだな。そうするか」

　何だか、肝かん心じんなところは全部はぐらかされたような気分で京耶はソファーを立った。



　同時刻、別の場所、現実世界のある路地裏にて。

　淡い月明かりの夜、彼女はピクニックにでも来ているみたいにスキップをしていた。

「良かった！　キョウヤってやっぱりボクのこと好きなんだ！」

　京耶と早はや香かの戦闘に紛れて逃亡、一足先にログアウトした『辻斬りジャック』。

　シャギーの入ったショートカット、春の陽射しめいて満面の笑みを浮かべた顔は本当に可愛かわいらしく思わず一緒になって笑みを浮かべてしまいそうだ。

　頭の上のシルクハットが、古びたコートの裾が、ピンクのワンピースが、彼女が嬉しそうに歩くたびに弾んでいた。

「アハハハッ、もー愛あいされすぎてボク困っちゃうよ」

　立ち止まって、自分で自分を抱きしめてくねくねと左右に体を揺らす。

　早香から自分を庇ってくれた京耶、彼が『行け』の一言に込めた思いを彼女は余すことなく身勝手に受け取っていた。

「『行け』って、つまりあれだよね『ここは俺に任せて早く行け、おまえは俺が守る』ってことだよね。もー、キョウヤかっこいいな！」

　幸せを満喫しているのか、ほにゃーと今にも蕩けそうな顔をしている。

「でも、キョウヤって照れ屋さんみたいだし。やっぱりボクがリードしてあげないと」

　脳内で存分に幸せを堪能したジャックはふと体をくねらせるのを止めた。

　立ち止まり、小鳥のような唇くちびるに人差し指を当てて何事か考える。

　月光は淡く、路地裏は狭く、闇は至いたる所にある。

「プレゼントなんてどうかなっ！」

　閃きに、『辻斬りジャック』は掌てのひらをパァンと鳴らした。勢いが良すぎて頭の上のシルクハットがずれて傾いた。

「うんっ！　これ凄すごく良い、凄く良いアイディアだよボク！」

　シルクハットの位置を直し、ジャックが頷うなずく。またシルクハットがずれた。

　今度は気にせず、ジャックは古びたコートの裾をばさりと広げるように狭い路地裏いっぱいに両手を伸ばして淡い月を仰いだ。

「よーし、キョウヤに最っ高のプレゼントを贈るぞ。これはもう、人を殺してる場合じゃないよね！」

　瞳は空に浮かんだ月より眩まぶしく、幼子よりも無邪気に輝いていた。

　ジャックは勢い良く顔を下ろす。三歩離れたところに、闇が立っていた。

　そこに確かに存在しているという感触が得られない、何かが立っている。

「希望の匂いがする、わたしが叶えるべき匂いがする」

　目を凝らすと、その闇は人間の、女の子の形をしているのがわかった。

　闇よりも闇色な黒で塗りつぶしたような少女だ、赤いのは唇くちびるだけ、白いのは肌だけ。

　黒い軍人のような帽子、右目を隠す黒い眼帯、長く伸ばした黒髪は体全部を包めるほどで毛先は地面にまで届いている。

　小さな体には不釣合いに大きな胸を包むブレザーも、スカートも、ストッキングも、靴も、何もかもが黒かった。

「あなたのために『はじめまして』、わたしのために『ごきげんよう』」

　そして彼女は闇よりも黒い瞳でジャックを見て、僅わずかに微笑ほほえんだ。

「これ、忘れ物ですよ」

　小さな彼女の手が長い黒髪の中に入り込み、取り出したのは玩具おもちやのようにピカピカと輝く大きなナイフ。彼女は刃の部分を握ってジャックに柄を差し出した。

「わお、ボクのナイフだ。そういえば拾うの忘れてたよ、ありがとう」

　闇色の少女の出現に何ら疑問を抱くこともなくジャックは当たり前のようにお礼を言ってナイフを受け取り、そのままコートの内側に収めた。

「女の子だし殺しても良いんだけど、今は忙しいからごめんね」

「いえいえ、気にしないで下さい」

「ありがと、キミってイイヒトだね」

「気にしないで下さい。実は、わたし、こういうことをやっているんです」

　言いながら、彼女は再び自身の黒髪に手を入れ、まさぐり、取り出す。

「んー、美味しそうな赤い林檎だね」

「すいません、間違えました。これじゃなくて……あ、こっちです」

　林檎を黒髪に収め、改めて取り出したのは一枚のビラである。

「えーと、なになに、『一日一善の会』？」

「はい、所謂ボランティアサークルです。わたし以外にも大勢の人たちが参加してます」

「へー、でも、それがボクと何の関係があるの？」

　不思議そうに、ジャックが首を傾げた。

　静かな笑みを湛えたまま、闇色の少女は言う。

「良ければ、わたし達に、あなたのお手伝いをさせていただけませんか」

「ホントっ！　嬉うれしいな、キミって凄すごくイイヒトなんだねっ！」

「いいえ、ただわたし達は人の喜ぶ顔が見たいだけですから」

「なんてイイヒトなんだっ！　キョウヤと出会う前なら絶対殺してたよ！」

　褒めているとは思えない台詞せりふだが、表情や態度は心の底から感動している者のそれだ。

「ねえねえ、大事なことを聞き忘れてたんだけど。キミは誰？」

「わたしはキョウコって言います」

　闇色の少女──キョウコは真っ白な右手をジャックに差し出した。

　ジャックは同じぐらいに真っ白な両手で包み込むようにその手を握った。

「ボクはジャック、『辻斬りジャック』だ。よろしくキョウコ！」

　かくて奇しくも瑠る璃り子この予言どおり。

『辻斬りジャック』と皆殺しの《影男シヤドウマン》は惹かれ合い、引かれ合うことになった。










第三話　姉妹ノツトイコール



　通称『海の見える公園』、日ひ雁かり市し在住の恋人たちには定番のデートスポットだ。

　特に夕暮れ、巨大な火の玉のような太陽が海と溶け合う光景は何度見ても心が震える。

　今日は生憎の曇天、梅雨時では仕方ないが夕暮れは期待できないだろう。

　そんな放課後、京きよう耶やは一人きりで公園にやって来た。

「待たせたか？」

　海沿いに並ぶベンチの一つ、その傍らに立ち京耶は言う。

「いいえ、時間通り」

　如月きさらぎ早はや香か、剣士、会うのは三度目だ。

　今日も彼女は左右非対称、片側だけの三つ編みに改造セーラー服、原形はかなり怪しいが西日女子高のものだろうと京耶はやっと当たりをつけた。

　京耶を見る顔立ちは凛りん、として眼まな差ざしは鋭い。体つきは女豹を思わせて無駄がなく、身長に比して手足は長い。

　剣士としては理想的な肉体であり、彼女の精神もまた剣士のそれに違いない。

　ベンチに立てかけ、いつでも右手を伸ばせる位置に今時珍しい番傘を備えている。

　悪くない。彼女を見ていると、体の中の死神がざわめく。

「俺に何の用だ。一人で来いとあったからそうしたが、バロックを撒くのは苦労したぞ」

　内心を全く表に出さぬ、眉間に皺しわを寄せた厳しい表情で京きよう耶やは問うた。

　すくり、片側だけの三つ編みを揺らして早はや香かが静かに立ち上がる。

　京耶の正面に立ち、凛りんとした眼まな差ざしでじっと見詰めて、

「すー、はー」

　緊張を解すように大きく深呼吸をする。

「守もり部べ京耶、私と、付き合って欲しい！」

「はいぃ？」

　先程までの無表情も空しく、自分で思っているほどクールではない京耶は思い切り困惑の声をあげた。

「え、いや？　な、何で？　違う……何の冗談だ」

　キョドキョドした態度を慌てて隠し、京耶は聞き返した。

　早香はじっ、と揺れのない真まっ直すぐな視線で見上げている。

　本気だ、どう考えても本気だ。何な故ぜこんなことになっていると京耶は脳内で叫ぶ。

『辻斬りジャック』にも理由不明な好意を持たれ今度は如月きさらぎ早香だ──まさか、これが噂に聞く、モテ期か！

















「ほう」

「ふぅん」

「──ッ！」

　不意に恐ろしいものを感じて、京きよう耶やはばっと振り向いた。

　程近い外灯に体を隠し、凄まじい目でこちらを睨んでいる顔が──二つ！

「バロック！　瑠る璃り子こ！」

　撒いたと思ったのは早とちりだったか、というか、尾行者が一人増えている。

　赤の瞳に赤いブレザーのバロック、瑠璃の瞳に白いセーラー服の瑠璃子。

　銀と黒の、彼女たちの頭の上には何な故ぜか、京耶には全く想像もつかない理由でネコミミが鎮座していた！

「ぐるるるるるるー」

　唸うなっている。何だかわからないが唸っている。そうか、あれは虎か、虎のつもりか。

　納得したからどうなるわけでもなく、京耶は硬直する。

　早はや香かはきょとんとして、固まった京耶と外灯に隠れたバロックたちを交互に見ている。

「ふっ」

「ふふっ」

　バロックと瑠璃子が外灯から、こちらへと歩き出す。

　お揃いのお面のような笑顔を浮かべて二人が歩いて来る。

　白いリボンで結んだ銀色のツーテール、長い黒髪。赤と紺色のスカートの裾。

　吹く海風が彼女たちを揺らす。

　バロックの左腕には堂々とした『私は京耶の嫁』腕わん章しよう。

　ダーダン、ダーダンと京耶の脳内では重低音によるＢＧＭが鳴り響く。

　京耶の眼前で二人は足を止め、芝居がかった仕草で長い髪をかき上げた。

　ふわりしゃらり、柔やわらかな銀髪とさらさらの黒髪が海風に踊るようになびいた。

「やあ京耶、奇遇じゃないか」

「ええ京耶、奇遇にも程があるわね」

「え、あ、はい……き、奇遇ですね」

　土下座だ！　もう土下座しかないぞ守もり部べ京耶！

　別に何も悪いことをしていないが、恐らくそういう正論は通用しない。

「…………あっ」

　何かに気付いたように、早香は頬ほおを赤く染めた。

「ち、違う。誤解させて申し訳ない。そ、そういう意味ではない」

　わたわたと、片側の三つ編みが大きく揺れるほど激しく両腕を振り彼女は否定する。

「付き合いというのは、その、夜の付き合いを」

「夜の付き合いだと！」

「あ、あう、また、間違えた。その、昨日の続きを、したい」

「キミ、それはそれで意味深だぞ」

「は、はう、あの、とにかく、そういうのは、違う。えっと、守もり部べ京きよう耶やに興味ない」

「それはそれで不愉快なものを覚えるわね。確かにろくでもない男だけれど」

　すっかり混乱した早はや香かが、はうはうと鳴く愉快な生物と化していた。

「とりあえず、落ち着け。おまえらも、あまり遊ぶな」

　早香が取り乱した分だけ冷静になれた京耶が間に入った。

「うむっ、興味がないと言われて実は少し落ち込んでいるキミが言うなら仕方がない」

「的確に俺の心を抉えぐってくれてありがとうよ」

　ともあれ、早香は再び深呼吸をして心を落ち着ける。

「守部京耶に、個人的な頼みがある」

　右手がベンチに立てかけていた番傘を握った。

　ちゃき、と、金属が鳴る小さな音がした。

「昨日の、仮面舞踏会での、続きをやりたい」

「……そうか」

　凛りん、と早香の瞳が京耶を見詰める。

　京耶はその眼まな差ざしを受け止めて、僅わずかに頷うなずいた。

「ふむ、その提案自体はわからないでもないな」

「それは私やバロックも見物させて貰もらって良いのかしら」

　言葉とは裏腹に、バロックは腕組みをして疑わしげな表情を浮かべる。

　瑠る璃り子こはまた艶かしくも赤い唇くちびるを僅かに吊り上げ、早香に聞いた。

「二人きりでやらせて欲しい、心配されているようなことは絶対に起きないから」

　ゆらり、片側だけの三つ編みを揺らしてバロックたちに向き直る。

　左右非対称の制服、その膨らみを帯びた胸、心臓の辺りに彼女は手を置いた。

　凛とした声、堂々たる態度、刃の如ごとく真まっ直すぐな眼差し。

「剣士として誓う、私は色恋沙汰に現を抜かす気はない」

　彼女が誠実であることだけは、明確に伝わったが。

「いかん京耶、この女は危険だ！」

　むしろだからこそ危険を感じたバロックが銀の髪を激しくなびかせ、京耶と早香の間に割り込んだ。大きく両手を広げて、背中でぐいぐいと京耶を押して遠ざけている。

「貴方、ある意味凄すごかったのね……」

　瑠璃色の瞳を鋭く細め、しゃらり、普段より少し乱暴に長い黒髪をかき上げた。

「どう考えても、これは勝負に勝ったらフラグが立ってしまうタイプの展開だわ」

「うむっ！　こういう『自分の得意分野に絶対の自信を持っている』系キャラの好感度を上げる常套手段だ──つまり！



　早はや香か『そんな……幼い頃から剣一筋に生きてきた私が、負けるなんて』

早香『再戦を申し込む。先日の敗北は、何かの間違い』

早香『また負けた。おかしい、どうして守もり部べ京きよう耶やに勝てないのかわからない』



　初めての敗北に戸惑う早香。だが勝負を繰り返すうちに早香の気持ちに変化が訪れる。



早香『どうして……守部京耶のことを考えると胸が痛くなる』

早香『おかしい、剣に迷いが出ている。私はどうしてしまったんだろう』

早香『もしかして、私は……守部京耶のことを』



　気がつけば早香の頭の中は京耶でいっぱいになっていた。

　だが早香は、自分の気持ちに薄々気付きながらもそれを否定する。

　何かを振り払うように、よりいっそう彼女は剣に打ち込んだ。



早香『一から鍛えなおすつもりで修行をする。守部京耶も協力して』

早香『無理なんて、してない。大丈夫、まだ、いける』

早香『………………あっ』



　過酷な修行がたたり、ついに彼女は倒れてしまう。

　朦朧とする意識の中で彼女は自分自身と向き合い、自分の気持ちを受け入れた。

　回復した彼女は最後の勝負を挑み、最終的には──



早香『あなたの前では……ただの、女の子でいても良い？』



　というようになって攻略完了だ！」



「その通りねバロック！　でも気をつけなさい、もし京耶が負けたとしてもそれはそれでフラグが成立する可能性高しよ──つまり！



早香『私の勝ち、でも悪くない。一緒に剣術をやらない？』

　早はや香か『まだまだ、私には勝てない。でも、段々強くなってる。頑張れ』

早香『……こんな遅くまで修行？　無理しないでね』



　一緒に修行をするうちに近付く二人の距離。

　いつしか、早香は二人で過ごす時間を待ち望むようになるのよ。



早香『今日の勝負は、負けた方は勝った方の言うことを聞くルール……良い？』

早香『私の勝ち。じゃあ、明日、買い物に付き合って、荷物持ち』

早香『ち、違う。デートじゃない、ただの買い物。勘違いしないで』



　とか言っておきながらこの女は当日になると。



早香『ん、この服、変じゃないかな？』

早香『…………あ、ありがとう』

早香『え？　顔が赤い、き、気のせい……照れてない』



　ああ、もう落ちたも同然ね。ちょろい、ちょろいわ早香。

　最後はもう決まりきっているわ。



早香『あなたの前では……ただの、女の子でいても良い？』



　というように攻略完了よ！」

　グッ、と、バロックと瑠る璃り子こは拳を握り叫んだ。

「間違いないな！」

「間違いないわ！」

「長いわ阿あ呆ほが！　しかもラストが同じじゃねえか！」

　ぺしこんぺしこん。

　目覚まし時計でも止めるみたいに、京きよう耶やがバロックと瑠璃子の頭をはたいた。

「見ろ、早香がまたはうはう言う謎の生き物みたいになってる」

「は、はう、はうう、ええと、そういうのは、考えたことも、ない」

　凛りんとした態度は何ど処こへやら、顔が真っ赤である。

　色恋沙汰に現うつつを抜かす気がない、というより、色恋沙汰が苦手なのではなかろうか。

「ほんとーにー？」

「ほ、本当です」

「じゃあ、どういうのなら考えたことがあるのかしら」

「え、えっと、えっと、王子さまみたいな人かな。薔薇の花束とかくれて、私より強くて優しくて掌てのひらが大きい人だと……」

「ほーう」

「ふぅん」

「はうっ、い、今のは違う、つい、うっかり、その、えっと、とにかく違う！」

　繰り返しになるが……色恋沙汰に現うつつを抜かす気がない、というより、色恋沙汰が苦手なのではなかろうか。夢を見すぎているとも言う。

　眉間に皺しわを寄せた京きよう耶やは静かに嘆息した。

「もう良いだろ。昨日の続きがしたいなら相手になるさ、俺も中途半端で終わって気になっていたしな」

　それに、とシニカルに口元を歪ゆがめて続けた。

「二人だからって簡単に何か起こるわけでもない。俺にも起こす気はない。その程度の信用ならあると思っていたが？」

「あると思っていたのかい？」

「それは偉大なる勘違いね」

　バロックと瑠る璃り子この視線は冷たく、わざとらしく大仰な仕草で肩をすくめた。

　海風に銀と黒の長い髪が揺れていた。

「貴様ら……徹底して俺に格好をつけさせない気か」

　ぐぎぎぎと奥歯を噛み締める京耶。

「冗談だよ京耶。まあ、実際はそんなに心配もしていない」

「まさか、さっきの戯言予想展開が現実になる訳もないでしょうしね」

　実にしれっとした顔で二人は言い切った。実に性質の悪い連中である。

「早はや香か、昨日の続きはどこでやるんだ？」

　こうなればさっさと話を進めるべきだろう。

　片側の三つ編みを揺らしてはうはうしていた早香は、今日何度目かになる深呼吸で落ち着きを取り戻して答えた。

「私の擬似『遺産レガシー』の中、すぐ行ける」

「そんなもの持ってるのか」

「うん、『十席』は頼んだら作ってもらえる」

「便利なもんだな、まあ頼むわ」

「ん、ちょっと待って」

　早香がポケットから最新式の携帯電話を取り出し何事か操作を始める。

「じゃあ、行って来る」

　バロックと瑠る璃り子こに向けて京きよう耶やは言った。

「うむ、行って来るが良い」

「行ってらっしゃいな。でもあまり遊び過ぎないのよ。三、四日中には新しい罠の準備が出来るから『辻斬りジャック』対策で働いてもらわないと」

「わかった」

　潮の匂いがする強い風が、不意に吹いた。

　ふわりとした銀色の髪、赤いブレザー、短いスカート、ガーターベルト吊づりのニーソックスに包まれた脚。

　しゃらしゃらとした黒髪、白いセーラー服、片側だけの三つ編みに左右非対称の制服と左手に巻いた包帯。

　強く冷たい風が吹いて、彼女たちを揺らした。

「京耶よ。夕食までには家へ戻って来るんだぞ」

「子ども扱いをするな」

　京耶が眉間の皺しわを和らげ、くつくつと可笑しそうに笑った。

「私のような良妻にかかれば、キミ如き夫は子どものようなものだ」

　赤いブレザーに包まれたぴっこりと控えめな胸を張り、バロックも微笑ほほえみ返した。

「私の目の前でいちゃいちゃするカップルとか滅びれば良いのに」

　じとっとした目で睨み、瑠璃子が吐き捨てた。

「話は決まった。守もり部べ京耶、行く」

　携帯電話内の『十席』専用アプリケーションを起動、如月きさらぎ早はや香かが擬似レガシーを生成・展開・固定する。

　早香は京耶に手を差し出し、京耶がその手を取った。



『幻想接続ログイン』

　レガシー『擬似遺産・山やま城しろ道場』

　フィールドタイプ『道場（山城カスタム）』

　アストラルレイヤー『喪失者アウト・オブ・オーダー』守部京耶

　アストラルレイヤー『斬心残鬼インブレイド』如月早香



　水の中に放り込まれたような浮ふ遊ゆう感かんに包まれ、次に意識した時は別の場所にいる。

　肉体が分解され、精神体に変換される感覚があの水のような浮遊感なのか。

　いつも同じログインの感覚。『山城道場』の名前が脳裏に流れ込んで来る。

　目を開けると、大体予想した場所に京耶はいた。

　広々とした空間、澄んだ空気と染み込んだような血と汗の匂い、板張りの床、白い壁。

　奥には小さな神棚と、無地の掛け軸が飾ってあった。

「ここ、私が剣を習った道場を再現した擬似『遺産レガシー』」

　十歩ほど離れた場所に、早はや香かが立っていた。

　凛りん、と真まっ直すぐな眼まな差ざし、片側だけ伸ばして結んだ三つ編み、左手に巻いた包帯。

　スレンダーな体に白い胴衣と蘇芳色の袴が実にしっくりと馴染んでいた。合わせた胸元から僅わずかに覗のぞいているのは白いさらしだろうか。

　左右非対称に改造された胴衣姿は女侍、女剣士といった風情を醸し出し繰り返しになるが良く似合っている。

　ほう、とブレザー姿の京きよう耶やは感嘆の息を漏らした。

「良いな、それ」

「ありがとう……服を褒ほめられるのは、滅多にない」

「それはそうだろうな。普段の格好は左手を隠すためか」

「そう」

「やるか」

「やる」

　互いに頷うなずき、互いに宣言する。

「『幻象武装コネクト・十五番目の黒騎士エリゴール』」

　京耶の足元から黒い靄が湧き立ち昇り、その体を包む。

　靄を払うように京耶が腕を振るい、一歩、踏ふみ出す。

　払われた靄の向こうから現れた京耶は黒い全身鎧よろいを纏まとい、その腰には黒の剣を差す。

　ギャリン、と奇怪な音をさせ京耶は黒の剣を抜いた。

「『幻象武装コネクト・玉たま鋼がね緋ひ牡ぼ丹たん』」

　柄だけの刀を早香が掴つかんだ。

　斬、一振りで刃が生えた。

　斬、二振りで刃を鞘が包んだ。

　左の腰に刀を差し、左の手首で鞘を押さえる。

　右手をその柄にそっと乗せて、居合いを構えた。

　互いに剣をとり、互いにまだ動かない。

「その姿、仮面舞踏会の時も気になっていた。噂話の、《影男シヤドウマン》」

　黒兜の隙間から覗く右の黄金瞳、黒剣を握った黒騎士を見やり早香が問うた。

《影男シヤドウマン》は俺だよ、と答える代わりに京耶は言った。

「悪魔『エリゴール』、ソロモン王七十二悪魔の十五番目。ランク三、特殊能力はない」

　黒い鎧の奥から響く声は、酷く淡々としている。

　ふっ、と早香が少し笑った。

「私の『遺産レガシー』は忍おし城じようの甲か斐い姫ひめ。ランクは三。戦国時代、城を臣下を家族を守るために剣を取り、見事守りきった女武者。特殊能力はない、けど、剣は業物、名刀『浪なみ切きり』」

　鞘を押さえる左手を持ち上げ、五指の動かない掌てのひらを京きよう耶やへ向けた。

　掌には人魂のような刻こく印いんがある。

「刻印能力は『斬心残鬼インブレイド』、『物』の声を聞く力、『物』の業を引き出す力。刀なら刀の最大性能を引き出せる、私が使いこなせるかは、別として」

「なるほど。あの異常な切れ味はその能力が原因か。だが俺に能力を教えてしまっても良いのか？　当たり前だが俺は自分の刻印能力を教えるつもりはないぞ」

「構わない、要の部分は隠してるし、能力が全部ばれても、殆ど何も変わらない」

「『辻斬りジャック』とは正反対か」

　ぴくりと早はや香かの眉が動いた。

「あれは能力がそのまま戦闘力に直結しているタイプのプレイヤーだ」

　道場の床板、京耶はすり足で僅わずかに立ち位置を変える。

「それで思い出した。あの時のイブニングドレスはなかなか似合ってて良かった」

「……複雑だけど、ありがとう」

「もう一度見たいな」

「ドレス、が？」

「いや、ドレスもだが、あの剣が」

　早香を見詰め、京耶は剣を無造作にぶら下げて立っている。

　構えを取らぬ構え──無形の位。

「『漣さざなみ』が見たいな」

　低く、囁ささやくような声だった。

　早香の背筋にぞくりと痺れに似た何かが走り、我知らず笑みが浮かんでいた。

「素敵」

　声は微かすかに熱を帯び、真まっ直すぐな眼まな差ざしは研ぎ澄まされたように鋭く。

「守もり部べ京耶──あなたは、私の運命の人なのかもしれない」

　恋する乙女と呼ぶには少しばかり剣呑過ぎたか。

「運命？」

「まるで雷に撃たれたように、命果てるまで剣を合わせたいと思えるような人」

　語るほどに高まっていく早香の熱量。

　包帯が巻かれた左腕が、指の動かない腕が、手首で強く腰の刀を押さえ保持する。

「一年前、祖父はそんな人に会って、殺し合って、殺された」

「……そうか」

　内心の僅かな動揺を抑えて、京耶は頷うなずいた。

「祖父は、満足そうだった。力いっぱい遊んで、家に帰って来た子どもの顔」

「悪くは……ないな」

　だから運命の相手か。

「うん。おじいちゃんは多分、自分が望んだように死ねた。病院で複雑な機械に繋つながれて枯れ木のように死ぬのではなく、剣士として、死んだ」

　燃えるように熱い声。

　早はや香かの右手が、刀の柄にそっと添えられる。

「私も、そんな風に死にたい」

「おいおい勘弁してくれよ、それだと俺がおまえを殺さないといけないじゃないか」

　ふっ、と京きよう耶やが苦笑する。

　ふっ、と早香が体内に満ちていた熱を排出するように息を吐き。

「『斬心残鬼インブレイド』！」

　駆けた。

　腰の刀が、否、左手の『原げん罪ざい刻こく印いん』が淡く水に似た輝きを発する。

　それが刀を包む。

　彼我の距離は十歩、瞬きのように消え、刀の間合いに入る。

「我流魔剣──『漣さざなみ』」

　美しいほどに見事な弧を描えがく一いつ閃せんが、放たれた。

　海面を疾る風のように、青く、美しく、速い。

　京耶は知っている。静かな海面が疾風に触れ細波を起こすように、この一閃は美しさの奥にシステマチックな程に冷徹な刃を隠していることを。

　もしも早香に殺意を抱ければ、京耶と死神は一つになり神速の邪剣を放てただろう。

　だが殺意はない。

　同じぐらいに冷徹でも殺意はなく、京耶が、京耶の中の死神が、笑っている。

　早香も笑っていた。

　京耶は黒の剣で、早香の剣を受けに行く。

　刃の間合いを読み切り、刃が届く位置に黒の剣を置くようにして受ける。

　前回と同じだ。前回はそうやって受けた筈はずなのに、刃が伸びた、加速し、受けよりも速く京耶を斬った。

　同じことを繰り返すのかと早香の目が言っていた。

『漣』

　なるほど、魔剣だ。

　もしも、相手の刃が伸びることを前提に受けたらどうだろうか。

　早香は伸びない、普通の、だが恐るべき居合いを放つだろう。

　阿あ呆ほのように早まった受けをかいくぐり、普通の居合いで斬り殺す。

　では両方に対応できるように、中途半端なタイミングで受けるか？

　どちらの刃か判断がついた頃には、もう間に合わない。

　刃が伸びるか、伸びないか。刃を伸ばすか、伸ばさないか。

　早はや香かが判断する、その瞬間を捉えたとしよう。

　そして、京きよう耶やが最速で動いたとしよう。

　それでも間に合わない、既に走り出している剣にどうやって追いつけと言うのか。

　そういう理不尽な技だからこそ『漣さざなみ』は魔剣。

　同じ近接武器のフィールドで戦う以上『漣』は防ぎようがないのだ。

　途中からの加速が『漣』ではない、相手の防御を殺すシステムこそが『漣』。

　だから、そこだ。

『漣』を打ち破るなら、そこしかない。

　毛一筋のような、その瞬間を捕まえれば勝てる。

　さあ、俺は受けて見せたぞ。

　受けたように、見せかけたぞ。

　踏ふみ込む。体が前に出る。刃が動く。

　死神が動く、京耶が動く。

　早香の刃が切り替わる、毛一筋ほどの瞬間を捕まえた。

「『灼き尽くせオブリタレイト』」

　京耶の鎧よろいが全て、後方へ弾はじけ飛ぶ。防御能力などないブレザーだけの姿。

『原げん罪ざい刻こく印いん』の能力により防御を喪うしない速度を得る。

　京耶が、京耶の刃が物理法則を無視し途中から加速した。

　早香の髪が揺れている、片側の三つ編みが揺れている、瞳が大きく見開かれている。

　早香の『漣』が加速した、京耶の剣も加速し、追いついた。

「偽流魔剣──『漣』」

　冗談のような名前をつけたペテンのような技が、早香の『漣』を防ぎ、破った。

　名もなき黒剣と名刀『浪なみ切きり』がぶつかり合う音がした。

　まだだ。

　京耶は思っている。

『漣』がこの程度か、否、そうは思わない。

　防げないはずの魔剣を防いだ、それだけだ。

　真に魔剣を名乗るなら、まだ先があるはずだろう。

　見せろ、ケチケチするな、もっと見せろ。

　丸裸にしてやる。

　俺はまだ満足してない、おまえもそうだろう早はや香か──

　そうだ、と早香が答えた気がした。

「追の『逆波』」

　ふっ、と、刃が消えた。

　次の瞬間には再び、早香の居合いが放たれていた。

　加速した京きよう耶やでも間に合わない。

「素晴らしい」

　呟つぶやきながら、京耶は腹部に刃が入り込むのを感じていた。

　攻撃に失敗すれば隙が出来る、受け側はその隙を狙い反撃を叩き込む。

　そんなセオリーを無視した動きだ。セオリーを殺す剣だ。

　攻撃後の隙を零にした、再攻撃。

　流石、これぐらい理不尽でこそ、魔剣だ。

　心が躍る。



「……まいりました」

　道場の床に倒れ、ぴくりとも動けなくなった京耶が負けを認めた。

　腹を斬られ転倒したところを、ぼっこぼこにされたのだ。それはもう、ぼっこぼこに。

















　具体的には馬乗りふるぼっこ。剣を手放さなかったのは立派かもしれない。

「この女マジ容赦ねえ」

「当然、相手が倒れたからと、手心を加えるのは、相手に失礼」

　凄すごく真面目な顔で、白い胴衣に蘇芳色の袴姿の早はや香かは答えた。

　頬ほおが紅潮しているのは激しい運動の後だからであり、決して京きよう耶やをぼっこぼこにするうちに興奮してきたとかそういう理由ではないと信じたい。

　用心深いことに、右手はまだ腰の刀にかかっている。

　痛みを堪えながら、京耶は言う。

「それで、俺は合格したのか？」

　早香が驚いたように、瞳を見開いた。

「違ったか？　二人きりにこだわった理由はそれだと思ってたんだがな。バロックや瑠る璃り子こに聞かれたくない頼みごとがあるんだとばかり」

「驚いた、でも違わない」

　こくりと、妙に子どもっぽく早香が頷うなずく。

「良かった。危なかった。もし間違えてたら物凄く恥ずかしいところだったぜ……」

　心底ほっとした様子の京耶に、早香は少し笑った。

「京耶は合格、だと思う。信頼できそうな感じがした。根拠はないけど」

「根拠ねえのかよ！」

「……勘？」

「だからそれは根拠にならない」

「…………ええと、剣の使い方とか、何となく真まっ直すぐな感じがした」

「それは根拠になるんだろうか」

「…………私、難しいこと考えるの、苦手」

　しょんぼりした声だった。

「俺が悪かった。信頼してくれたんだし、素直にありがとうって言うべきだったよ」

　ぱぁぁっと、早香の雰囲気が明るくなる。

「じゃあ、戦いは、これで終わり。まずはダメージを回復させる──擬似『遺産レガシー』サポート機能、全プレイヤー回復」

　道場の床から湧きあがった光の粒が二人を包む。『遺産』による武装（京耶の剣、早香の刀）が強制的に解除され、光が消えれば。

「おお……痛みも傷も全部消えた。『ゲーム』パネェな」

　京耶はあっさりひょっこりと上半身を起こした。

　ブレザーの傷も、体の傷も全部治っている。自分の体の具合を確かめるように床板の上であぐらをかいたまま腕を回したり掌てのひらを開閉したりするが異常はないようだ。

「お茶を用意する」

「あ、お構いなく」

　と、言う京きよう耶やの目の前で早はや香かが床に手を当てた。そのまま鍋の蓋を持ち上げるように引っ張るとぽっこんとちゃぶ台が出現した。

　急須に湯飲み、お煎餅に座布団も完備だ。

「どうぞ」

「便利だなこの道場！」

「擬似『遺産レガシー』を構築する際に、無理を言ってこの機能をつけてもらった」

　えっへん、と心なしか自慢そうに早香が胸を張った。胴衣の胸元が覗のぞくも白いさらしをしっかりと巻いているので何も見えない。

「さすがは『何でも出来る凄すごいエネルギー』だな」

「……？　何のこと？」

「あれ、ええと？　擬似『遺産』の材料がどうのって話、知らない？」

「そういえば擬似『遺産』ってどうやって作ってるんだろう」

　早香は少し不思議そうだ。京耶は、仮にも相手組織の一員である早香が知らないのに、ばっちり知識を持っていたバロックは何者かと疑問を抱いた。

　その表情をどう受け取ったのか、早香は妙に言い訳めいた口調で言う。

「私、難しいことは苦手だから理屈っぽい話は聞いてない。楠くすの木き瑠る璃り子こがそういうの好きだから知ってると思うけど」

「いや、すまん。別に早香が気にするようなことじゃないんだ」

「わかった気にしない」

　ちょっと驚くべき素直さであっさりと早香は頷うなずき、再び京耶に座布団を勧めた。

　京耶は勧められるままに、座布団の上に腰を下ろした。

　早香は袴をはいた膝をつき、急須のお茶を湯飲みに注ぎ一つを京耶の前に置いた。

「どうも」

　湯飲みの緑茶はまさに透き通るような緑色で、適度に飲みやすく温かい。

　動き回った後には丁ちよう度ど良いお茶だ。

　ぐびりと飲み干し、京耶はふぅと息を吐く。

　早香は彼がお茶を飲み干す姿をじっ、と真まっ直すぐな瞳で見詰めていた。

　自分のお茶には手を出さず、背筋をぴんと伸ばした見事な正座。

　早香は言った。

「『辻斬りジャック』は、私の妹」

　急須に手を伸ばそうとした京耶の動きが止まった。代わりに早香が膝立ちになり空になった京耶の湯飲みにお茶を注いだ。

　僅わずかに前傾しお茶を注ぐ、片側だけの三つ編みが京きよう耶やの眼前で軽く揺れた。

　早はや香かの匂いがした、汗の匂い。ふわりと緑茶の匂い。

「妹は……普通の女の子だった、普通に可愛かわいくて、普通に家族思いで、普通に優しい子」

「普通、か？」

　京耶の遭遇した『辻斬りジャック』と、その人物評は噛み合わない。

　控えめに言って、あれは壊れた時計めいて狂っていた。

「祖父が死んで、妹は『ゲーム』のプレイヤーになった……おじいちゃんを生き返らせたいと願って、プレイヤーになった」

「それは」

『あたらしいかみさま』、『ゲーム』の優勝者に与えられるという賞品。

　実際のところ誰がそんなものを信用するのかと思うほど胡散臭い話だが、身内を失った少女には真実味を帯びて映ったのかもしれない。

「妹は適性が低かった。強くもなかった。そしてある日、事故にあった」

　淡々と感情を抑えて早香は妹のことを語る。

「極きわめて稀に起こる事故。妹は、体を、『辻斬りジャック』の『遺産レガシー』に奪うばわれた」

「……そんなことが起こるのか？　いや、実際に起こったのか」

　早香の語る『普通の妹』と、京耶の知っている『辻斬りジャック』の齟齬もそれならば説明がつく。

　肉体が同じで中身が違う。

『遺産』とは伝説、伝でん承しよう、逸いつ話わ、そういったものがこの世界から喪うしなわれた成れの果て。

　基本的には力を与えるものではあるが、霊としての性質も残ってはいる。

　力を与えるが、宿主が弱れば主導権を乗っ取ってしまうのだろう。

「名前は山やま城しろ美み佳か、苗字は違うけど、間違いなく血の繋つながった妹」

「山城」

　そういえば、この擬似『遺産』の名前は山城道場だったか。

「山城道場は祖父がやっていた。私の剣も祖父に習った。小学生の頃からずっと学校帰りに道場へ来て、祖父と稽古をして、夕ごはんは祖父と妹と一緒に食べてた……私の好きな時間」

　ほんの少し、早香の口元に切なげな笑みが浮かんだ。

　水に沈んでいく花のような微笑だ。

「祖父が死んで、妹は私の最後の、大事な、家族」

「そうか」

　両親のことを聞くほど、京耶も愚おろかではない。

「だから、私は美佳を助ける。守もり部べ京耶、私に協力して欲しい」

　家族を助けたい、何て真まっ直すぐな理由だろうか。

「話はわかった、協力もする。だが何な故ぜ俺だけなんだ。瑠る璃り子こに事情を説明した方が」

「それは当然の疑問……そもそも、妹を助けるには危険で不確実な方法と、安全で確実な方法がある」

　ぴっ、と早はや香かは指を二本立てた。

「一つは危険を伴う方法、通称は『憑き物落とし』、無力化して、無む理り矢や理り『遺産レガシー』を引き剥がす。ただし全部剥がれるとは限らず、後遺症が残る可能性も高い」

「なるほど、安全な方法は？」

「肉体を奪うばった『遺産』の願望を満たす。そうすると自然に力関係が逆転して肉体の主導権がプレイヤーに戻って来る」

「『憑き物落とし』に引っ掛ければ、『成仏させる』ってところか」

「そう、私は安全で確実な手段を取りたいと思っている」

　大事な妹に関わることだ、そうしたいと思うのは当然だろうと京きよう耶やは納得し。

　眉間に深い皺しわを寄せた。

「待て、『辻斬りジャック』の願望、だと？」

　一八〇〇年台、ロンドン、イーストエンド。

　世界初の劇場型犯罪、女殺しの腸荒らし、連続猟奇殺人犯。

「『辻斬りジャック』の願望がそれであるなら、私がそうなる」

「正気か」

「本気」

　半ばの感嘆と、半ばの予感を込めて京耶は彼女を見た。

　如月きさらぎ早香は凛りん、と真っ直ぐな刃のような瞳で京耶を見詰めていた。

　何一つ、嘘うその見えない眼まな差ざしだった。

　白の胴衣に蘇芳色の袴、ぴんと伸ばした背筋。今にも落ちそうな牡丹の花のようだ。

　痛いほどに彼女が真剣であると伝わって来る。

　妹のために死ぬ覚悟すらある、だから、だからか──

「俺に協力を求めた理由は、それか」

「そう、セフィロト社は会社の危険が伴う『憑き物落とし』しか考えていない。そちらの方が会社のリスクが低い。プレイヤー一人の問題ならどうとでも隠蔽できる」

「最悪、闇から闇へか」

「やりかねないと、私は考えている」

　早香は小さく頷うなずいた。

「私たち『十席』はそもそも、こういう事態の為にいる。『遺産』に肉体を奪われたプレイヤーの捕獲。『原げん罪ざい刻こく印いん』を悪用するプレイヤーの捕獲。『死神』って呼ばれている何だかよくわからない相手の調査とかもしているけど、基本的に『ゲーム』に関するトラブルを解決する仕事。だから、合理的に考えたら会社の方針は正しい」

　けれど、ということなのだろう。

「ふむ……」

　はっきりと言おう、京きよう耶やは彼女が気に入った。

　性別どうこうを抜きにして、バロックにも瑠る璃り子こにも、『辻斬りジャック』は言うまでもなくあのキョウコにもないものを彼女に感じた。

　真っ当であること、というか、真まっ直すぐであること、というか。

　人間的なものだ。

「『辻斬りジャック』が妹であることは、誰にも話してない」

「わかった、俺も誰にも言わない」

「私が、美み佳かを助ける。私に協力して欲しい」

「わかった、協力する。俺も、おまえの妹のために何かをさせてくれ」

　京耶は実際に『辻斬りジャック』と会話をしている。

　ジャックの望みがその逸いつ話わ通りである可能性も充分に高いだろう。

　そうでない可能性もある、彼女が冗談のような本気さで言った言葉を覚えている。

『殺人鬼だけど、ボクのトモダチになってくれますか？』

　祈るように京耶は思った。

　どうか、俺が『辻斬りジャック』を憎むことがありませんように。

　殺意を宿し、死神となり、剣を振るうことがありませんように。

　黄金瞳の見せた未来が、現実になりませんように。

「ありがとう、守もり部べ京耶」

　すっ、と早はや香かが立ち上がった。

　片側だけの三つ編み、白い胴衣に蘇芳の袴、凛りんとした空気と真っ直ぐな眼まな差ざし。

　右手を京耶に向けて差し出す。

　京耶は立ち上がり、その手を握った。

　剣士にしては柔やわらかく、剣士らしくしなかやな手をしていた。

「今日はとても楽しかった」

「俺もだよ。これからどうするんだ」

「妹の携帯電話が動いてないかチェックして、日課の見回りに行く」

「何だそれは」

「妹の携帯電話はＧＰＳに加入しているから。電源が入ってれば場所がわかる」

「おお……いや、電源が入ってないからずっと見つからないのか」

「うん、ずっと電源を入れてないみたい」

　冷静に考えて、殺人鬼がわざわざ携帯電話の電源を入れて電話する必要もないだろう。

「だから見回りもしている。ひょっとしたら『辻斬りジャック』に会えるかもしれない」

「効率が悪いというか、それは流石に無意味過ぎないか？」

「わかってる。けど、何も出来ないのが辛い」

「……そうか」

「うん」

　寂しげに、早はや香かは頷うなずいた。

「三、四日もすれば次の罠が出来るから大人しくしてろと瑠る璃り子こは言うけれど、瑠璃子が正しいのも理解してるけど、動いている方が気が紛まぎれるから」

　握る彼女の手は、僅わずかに震えていた。

　殆ほとんど無意味な行動しか出来ない自分が悔しいのか、妹が心配なのか、その両方か。

　京きよう耶やは思わず言ってしまった。

「俺も見回りに付き合おうか」

「良いの？」

「万が一ジャックを見つけたとして、二人いた方が良いだろ」

　それに一人で歩き回るよりは気も紛れるだろう。

　クールを気取っているくせにお人好しの自分が嫌になる。

　バロックもさぞ不機嫌になるだろう。

　しかしもう決めたことだ。

『たった一人の妹を救いたい』──そんな早香の願いを、叶えてやりたいと。

　思ってしまったから。










第四話　《生命の樹》結社セフイロト



「セフィロトは、神を『因果操作能力者』であると定義する」

　今を遡る事約一年前、《光輝の間》と呼ばれるこの世のどこにもない場所にて。

　楠くすの木き瑠る璃り子こは天使と対たい峙じした。

　部屋に閉じ篭り、死んだように過ごしていた彼女に届いた招待状がここに導いた。

　名前とは裏腹に《光輝の間》は暗闇に閉ざされている。

　巨大な円卓が置かれ、その最奥に座すセフィロトの姿も見えない。

　ただ、その圧倒的な存在感と声だけがある。

「それが私に、何の関係があるのかしらね」

　瑠璃子の声は苛立ちも顕あらわで、硝子がらす瓶びんに閉じ込められた火のようだ。

　対照的にセフィロトは、オルゴールのように静かで感情の篭らぬ声で問う。

「楠木瑠璃子よ、『因果操作能力者』を汝は知るか」

「知らないわよ」

　乱暴に吐き捨てながらも、彼女は律儀に答えた。

「要するに、過去と未来を操って『何でも出来る』ってことでしょう。ええそんなものがいるならば、確かに神と呼ぶしかないでしょうね」

「然り。その認識は正しい。『因果操作能力者』は神に等しい」

　闇の奥で何かが頷うなずく気配がした。

　これは天使の匂いか、穏やかな香の匂いが《光輝の間》を漂っている。

「故にセフィロトは、これを『偽神計画』、あるいは『レガシー・オブ・タナトス』と名付けた」

　瑠璃子が名前と同じ色の瞳を細め、見えない闇の奥を睨んだ。

『レガシー・オブ・タナトス』、直訳するならば『死の遺産』、そして。

「……『ゲーム』？」

「然り。告げよう楠木瑠璃子」

　短い間を置き、オルゴールの声は告げた。

「汝らが『ゲーム』と呼ぶものは全て──偽りである」

「そう。何となく、そんな気はしていたわ」

　思ったより平然と、瑠璃子はその言葉を受け入れた。

「然り。セフィロトに敵対し、我が手足たる『十席』の悉くを打ち滅ぼした汝であれば気付いていても不思議はない。汝らが『ゲーム』と呼ぶそれは全て、セフィロトが『因果操作能力者』となる為の儀式である」

　ぎゅっ、瑠る璃り子こは無意識のうちに唇くちびるを噛んでいた。

　艶かしいほどに赤い唇が裂け、端からつぅ、と血が流れる。

　厳密に言えば打ち滅ぼしたのは彼女ではない、だが今更それを語る意味もない。

「『ゲーム』に勝者は存在しない、全てのプレイヤーはセフィロトの駒であり、また犠牲である。セフィロトは若く強き魂と無数の『遺産レガシー』を犠牲として必要としている」

「まるで詐欺師のやり口ね、天使さま」

　皮肉の色を隠しもせずに瑠璃子は罵った。

『ゲーム』自体あるいは賞品で何も知らないプレイヤーたちを取り込み、プレイヤーたち自身に『遺産』を集めさせ、最後は生贄として使い潰つぶす。

『遺産』という『何でも出来るエネルギー』を使って、『何でも出来る神さま』になる。

『何でも出来る神さま』になるため、『何でも出来るエネルギー』を使う。

　バロックは伏せたが、神を作るほど大量のエーテルを方向付けるには生贄が必ひつ須すだ。魂によるレールを作る必要があるとでも言えば良いか。大量の水を狙った場所に流すために道を作るようなものだ。

　そこまでやるからこそ、『ゲーム』は儀式であり。

　そもそも儀式には生贄がつきものだ。

「然り。これはセフィロトによる詐術であり策略である」

　あっさりとセフィロトは認めた。

「故に勝者は存在しない。だが、敗者もまた存在しないのだ」

　闇の奥から、瑠璃子は視線を感じた。

「セフィロトの目的は人間全ての救済である」

　オルゴールの音は響く、心落ち着かせる穏やかな香りが漂う。

　瑠璃子の心にはまるで届かない。

「犠牲は礎である。僅わずか数百の犠牲で、人間は未来永劫の救済を得る。セフィロトがある限り人間は全ての苦しみより解き放たれる」

「そう」

　何でも出来る神さまになって、人間を救い続ける。

　苦しみのない世界が訪れる。

　だが瑠璃子の心にはまるで響かない。響かない理由を理解している。

『全てを壊してやる、神め！　神め！　神め！　苦しみのない世界など許せるものか！』

　太陽を直視した残像のように、彼女の心には彼の叫びが残っている。

　セフィロトが天使ならば、彼は悪鬼か、悪魔か。

　彼女の記憶から一秒ごとに、ボロボロと崩れ消えて行く名前を胸中で──

「『喪■者』■部■■」

　瑠る璃り子この心を読んだように、闇の奥から天使が囁ささやいた。

　彼女の顔から全ての表情が消え、瑠璃色の瞳だけが爛と輝いた。

　既に瑠璃子はその名前を正しく認識できない、擦すり切れたビデオテープのように彼の顔もまともに思い出せない。

　いつか、自分も彼の事を忘れてしまうのだろうと瑠璃子は心のどこかで諦めていた。

　だが……

「生まれついての反逆者、死神の業を背負う者、かの者には堕天使の加護がある」

　だが。

「かの者は『因果』を喪そう失しつした。しかし、かの者が完全なる消滅を果たす前に堕天使はかの者を見つけ出すだろう。そして再びセフィロトの前に立ち塞がる」

　だが！

「楠くすの木き瑠璃子、汝は選ばれし者ではない」

　瑠璃子は笑った。

「つまり、私はまた、あの人に会えるのね」

　とても静かな、穏やかな、優しい微笑ほほえみだった。

「あの人は、私に何も言わなかった」

　彼は何も残さなかったが、彼女の胸には燃える氷に似た想いが残った。

「何も言わずに行ってしまった」

　愛あいに満ちた、愛だけが満ちた微笑を浮かべて彼女は闇の奥に告げる。

「良いわ、心以外の全てを貴方にあげる」



　──だから、私に復讐を与えなさい──



　もう二度と、忘れられることのないように、守もり部べ京きよう耶やに自分自身を刻み込む。

　呪いのように、憎悪のように、あるいは愛のように。

　その三つは全て、同じものだと理解した上で、刻み込む。

「契約は結ばれた──楠木瑠璃子、汝は今より『私』の傍そばにあれ」

　まるで契約の証あかしであるように、闇の奥、セフィロトの背に翼が生えた。

　大いなる二対四枚の白い翼。

　雪のように、瑠璃子に降り注ぐ。

　超常の『ゲーム』を作り上げたのは、『ゲーム』に見せかけた魔術儀式を行うのは。

　文字通り、人間ではなかった。

　瑠璃子が目を開け、長い黒髪をかき上げた、追憶から現実へと意識が戻る。

「報告書を読んで貰もらえればわかるけどオフ会はある意味成功、プレイヤーへのサービスにはなったんじゃないかしら。『辻斬りジャック』は逃がしたわ」

　名前とは裏腹な、闇に包まれた《光輝の間》。

　瑠る璃り子こは円卓の一番手前に座り、闇の奥へ──セフィロトに報告していた。

　学校帰りの彼女は白いセーラー服姿だ。

　セフィロトの姿は相変わらず闇に隠れて見えないが、闇の奥から二対四枚の白い翼が伸びて存在を示していた。

『十席』の地位はあくまで等しい、だが実際は『十席』の中にも知る者と知らぬ者がいる。前者の代表例は瑠璃子だ。直接セフィロトの姿を見たのも、その背にある純白の翼を知るのも瑠璃子を除けばセフィロトの側近である『執事』と呼ばれる者だけだ。

　後者の代表は、早はや香かだろうか。彼女はあくまで純粋に剣士としてトラブルに対応し細かい事情は全く知ろうとしていない。興味がないのだろう──単に、本当に難しいことが苦手だから関わりたくないだけかもしれない。

「然り。報告は了解している」

　事実上の失敗にも、セフィロトはオルゴールめいた感情の混ざらぬ声で頷うなずいた。

「この程度の遅滞ならば、何の問題もない」

「そうね、どのみち三、四日後にはヒカリータウン用のシギントが完成するわ。そうなれば市街のどこにいたところで『辻斬りジャック』を発見できる」

　シギントとはリアルタイムの通信傍受システムのことだ。

　要するに、セフィロト社はヒカリータウンユーザーの端末に盗聴器を仕掛けようとしていると思えば問題ないだろう。

　ヒカリータウンのユーザーは凡そ、日ひ雁かり市しの学生全て。それだけの数の携帯端末が全て盗聴器になれば相当の情報量だ。

　この際、ユーザーのプライバシーは全く問題にされていない。

「タイミング的に丁ちよう度ど良かったわね。どのみち、仕掛けておくつもりだったのだから」

「然り」

「『辻斬りジャック』の件は早晩片付くでしょうし、終わったら『死神』に戻らせてもらうわよ。今はどうなってるのかしら」

「第四席を臨時に任命している」

「……まあ、そうなるわよね」

　瑠璃子は唇くちびるに指を当て、小さく首を振った。

　セフィロトの手足にして、セフィロト社の裏側で働くエージェント『十席』。

　現状は半分の五人しかおらず、一人は引きこもり、一人は入院、瑠璃子と早香の二人が『辻斬りジャック』を担当している。と、なれば消去法だ。

「第四席は独自調査で『死神』について何かを掴つかんでいたらしい。張り切っていた」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　ふん、と鼻を鳴らす。

「まあ良いわ、最後に二つほど確認しておくけれど。『辻斬りジャック』の肉体は早はや香かの妹よ。本当に『処理』してしまって良いのね」

「然り。必要な犠牲の一つだ」

「あらそう、じゃあ二つ目。外部協力者を使うことにしたわ」

「報告書にはなかった事実だ。セフィロトは改めて問おう、外部協力者とは」

「守もり部べ京きよう耶や」

　にっ、と瑠る璃り子こは意地悪く笑った。

　珍しく闇の奥からは沈黙が返って来た。

「別に問題はないでしょう」

「……然り。『喪失者アウト・オブ・オーダー』がゲームプレイヤーであり続ける限り、ゲームマスターたるセフィロトには勝てない」

「よく言うわ。一年前はゲーム盤を引っくり返されたくせに」

「二度はない」

　ばさり、白い翼が一度虚空を打った。

　白い羽根が雪のように舞って散る。

　無む垢くに、無垢に、白い羽根。

「ふふっ……ふふふふふふふ、あははははははははははは！」

　急に瑠璃子の奥底から哄笑が込み上げて来た。

　壊れたように彼女は笑い、笑い、笑い、雪が溶けるように哄笑は闇に消える。

「二度目はあるわ。きっとある。きっともう一度貴方の計画は破壊される。だって私はその為に、必要もないのに京耶を巻き込んでいるんですもの」

　瑠璃色の瞳は闇の奥を、白い翼の根元をぞっとするほど冷たく見据える。

　邪眼のように、じっと見詰めている。

「みんなみんな、滅んでしまえば良いのに」

「無意味だ。セフィロトが全てを救う。救いを求めぬ汝すらも」

「知ってるわ。だから私、貴方が嫌いよ」

　しゃらり、長い黒髪を揺らして瑠璃子は天使に背を向けた。

「『私』は──おまえが嫌いではない」

　セフィロトの言葉を彼女は聞かず、《光輝の間》を出た。



　パタンと瑠璃子はドアを閉めた。ドアには『会議室』とプレートが掛かっている。

　ここはセフィロト社ビルの四階、先程まで瑠る璃り子このいた《光輝の間》へは背後のドアを介して繋つながっていた。

　普通にドアを開ければ、セフィロト社の人間も普通に利用する会議室がある。特殊な手順を踏ふんでドアを開けることで初めて《光輝の間》に繋がる仕組みだ。

「お疲れさまでございます、楠くすの木きさま」

　ドアの傍らにいた老人が、穏やかな声で言った。

「お疲れさま『執事』、でも、わざわざドアの隣で待っていることはないでしょうに」

　瑠璃子が彼の方を向く。

　老人は『執事』という呼こ称しようどおりの姿をしていた。しかし、あまり老人らしくはない。

　歳は六十を越えているらしいが、身長一八〇センチを超える肉体は未だに頑健さを維持し背筋はぴんと伸びている。

　真っ白な髪はオールバックになでつけ、毛ほどの乱れもなく第二の皮膚であるかのように燕尾服を着用していた。

　常に物腰穏やかなこの老人は、執事としてセフィロト個人に仕える側近だ。

　瑠璃子以外には殆ほとんど唯一と言って良いセフィロトの正体を知る人物でもある。

「いいえ、常に主の傍そばに控ひかえるのは世話係として当然でございます」

　礼儀正しい笑みを浮かべ、執事はまたも丁寧に頭を下げた。

　自分の半分にも満たない年齢の瑠璃子に対してすら、執事の態度は変わらない。

「ではわたくしはこれで失礼致します」

　瑠璃子と入れ違いに執事が会議室のドアを開け、《光輝の間》へと入って行った。

「んー、っ！」

　一つ背伸びをして、瑠璃子も歩き出した。

　時刻を見ると随分遅くなっていた。放課後に一度、海の見える公園に行き、それからセフィロト社にやって来たせいだろう。

「今日の夕食は何にしようかしらね」

　そんなことを考えながら、エレベーターで一階まで降りロビーに足を踏み入れた。

　瞬間だった。

「るっりこセンパァァアアアアアアアアイ！」

　横合いからタックルが飛んで来た。

　完璧なタイミング、完璧な不意打ち、瑠璃子がエレベーターから完全に体を出した、まさにその時を狙い澄ましてそれは行われた。

「あら」

　慌てず騒がず、瑠璃子は一歩下がった。

　閉まりかけていたエレベーターのドアに挟まれたが、問題はない。

　瑠る璃り子この眼前を、長い金髪をなびかせながら一人の少女が通り過ぎていった。

「げふはぁ！」

　勢い余ってリノリウム張りの床に顔面から突っ込み、少女らしい可愛かわいらしさの欠片かけらもないカエルめいた呻うめき声ごえを上げた。

「ううううー、は、鼻が痛いぃ……」

「貴方もこりない人ね」

「無論ですよ！　彩あや乃のの胸はセンパイへの熱く滾る想いで満ちてますから！」

　打った鼻を掌てのひらで押さえながら、ぴょこんと彼女は立ち上がる。

　ふわりとツーテールに結んだ金髪を揺らして瑠璃子の方へと振り返る。

　子猫のような笑みを浮かべた愛あいらしい顔立ち、瑠璃子とお揃いの白いセーラー服。

　背丈はバロックと同じ程度で、プロポーションは少し上。

　只今中学三年生のセフィロト社アルバイト、天あま野の彩乃が彼女の名前。

「ということで結婚してください！」

　やっぱり、どこかちょっと変わった女の子である。

　びしりとサムズアップしてのプロポーズ。

　瑠璃子はにこりと彼女に微笑ほほえみかけ、実に容赦なく切り捨てる。

「彩乃、寝言は寝て言いなさい」

「いやーん、センパイつめたーい」

　しかし彩乃は全くめげず、瑠璃子にじゃれつこうとする。

　具体的には腕に抱きつこうとした。

　瑠璃子がやっぱり避けるので、彩乃は瑠璃子の周りをぐるぐる回ることになる。

「センパイセンパイ、センパイってばー」

「ああもう、鬱陶しいわね」

　顔立ちは子猫だが、中身は子犬だ。

　金色のツーテールがそれこそ本物の尻尾のようにぐるぐる揺れている。

　さて、ここはセフィロト社のロビー、それもエレベーター前だ。

　セフィロト社には瑠璃子のような『十席』以外にも、表のソフトウェア業務、つまりヒカリータウンに関わっている一般人が頻繁に出入りしている。

　二人が何者かを知らない一般人はロビーでじゃれている（ようにしか見えない）瑠璃子と彩乃の姿にぎょっとして遠巻きに視線を送る。

　先に耐えられなくなり、諦めたのは瑠璃子だった。

「……もう、好きになさい」

「はーい」

　ぎゅーっと彩乃は瑠璃子の腕に抱きつく。すると案外すぐに満足したのかあっさりと腕を放して瑠る璃り子こに向き直った。

「ところでセンパイ。執事さんから聞いたんですけど明日と明後日はアルバイトお休みなんですよね？」

「ええ、まあ……そうね」

　何な故ぜか目をきらっきら輝かせて問う彩あや乃のに、瑠璃子は若干警戒しながら頷うなずいた。

「だったら！」

「だ、だったら？」

　ずずいっ、と彩乃が顔を寄せて来る。瑠璃子が逃げるように顔を仰け反らせる。

「一緒にごはんしませんか！　そして明日の放課後一緒にショッピング行きましょうよ。最近は学校とアルバイトばっかりでしたし、久しぶりに息抜きってことで」

「あら、悪くないわね」

　白いセーラー服に包まれた彩乃の肩を押すようにして遠ざけながら瑠璃子は頷いた。

「ですよねですよね！　じゃ、決まりってことで！　イェイ！」

「彩乃と一緒だと余計に疲れる気もするのだけれど」

「うわっ、センパイひどーい。泣きますよ？　泣いちゃいますよ？」

「冗談よ。正直、貴方の鬱陶しさに慣れて来たわ」

「おおっと、好感度あっぷですね！」

「マイナスがゼロに近付いただけよ」

「都合の悪いことは一切聞こえません！　さあセンパイ、レッツ夕ごはんですよ」

　おーっ、と一人で拳を突き上げ、彩乃がるんたったと歩き出す。

「全く、元気な子ね」

　赤い唇くちびるに柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべて、瑠璃子も進み、彩乃に追いついた。

　ビルの外はもうすっかり陽が沈んで暗くなっていた。

「センパイはなに食べたいですか？　パスタ？　定食？　もつ焼き？」

「最後は無駄に渋いわね」

　金色のツーテール、白いリボンで結んだ長い黒髪が夜の空気に揺れていた。

　姉妹のように、二人は並んで夜の市街を歩いて行く。

「ところで、貴方ちゃんと学校は行っているの？」

「ハッハッハー、何を仰いますか。この彩乃、今をときめく素敵な不登校児ですよ！」

　楽しげな空気が瑠璃子と彩乃を包み、そこに戦士としての瑠璃子はいなかった。

　仕方のないことではあるが、瑠璃子は一つ思い違いをしていた。

　三、四日後には新しい罠を用意して『辻斬りジャック』の事件を終わらせる。

　それはつまり、その間に相手が意味のある行動を起こさないという前提だ。

　計画に影響しない、無意味な辻斬りを繰り返すだろう程度にしか考えていなかった。

　間違えてはいない、今までの行動パターンを見ればそう考えるのも無理はない。

　まさか『辻斬りジャック』が、恋に似た想いに囚われているとは思いもしなかった。



「わたしのために『はじめまして』、あなたたちのために『ごきげんよう』」

《深淵の樹クリフオト》の間と呼ばれるこの世の何ど処こにもない場所で彼女は言った。

　黒い少女──キョウコ。あるいは『死神』と呼ばれる存在。

　床に擦すれるほど長い髪も、身に纏まとう衣装の一切までも全てが黒く。

　赤いのは唇くちびるだけ、白いのは肌だけ。

　慈じ愛あいの微笑ほほえみを浮かべて、自らの足元に傅く者たちを見下ろしている。

　電気椅子を連想させる不吉な玉座に腰掛けて見下ろしている。

「メシアよ。新たに『我々』となる者たちを連れて参りました」

　八名ほどの傅く者たち、最もキョウコに近い男が言った。

　男の腕には『一日一善の会』と書かれた腕わん章しようが巻かれ、顔にはデスマスクを張り付けたような、非人間的なまでに穏やかな微笑みを浮かべていた。

　見る者が見ればすぐにわかっただろう。

　彼はケイオスヒューマン、キョウコに救われ、人間を辞めた存在である。

　後ろに控ひかえる者たちは年齢性別共にばらばらではあるが、一様に恍惚の表情でキョウコを見上げている。

　まだ、彼らは人間であった。彼らは望んでここに来た。

　広さは八畳程度、チェス盤めいた白黒模様の床と壁。

「ようこそ、救いを求める者たちよ」

　ここで、人間でなくなるために。

「全ての苦しむ人々を、わたしは決して見捨てない」

　音もなく、不吉の玉座からキョウコは立ち上がった。

　長すぎるほどに長い黒髪が伸びた、市松模様の床を壁を覆おおい隠すように広がり。

　八人の傅く者たちを包み込んだ。

　包み込む黒髪の中からは、法悦に似た甘い声が響き、やがてそれも消える。

　残ったのは、一塊の黒い泥のような何かだけだ。

「さあ、これであなたたちは『一つ』になりました」

　慈愛の微笑みで、慈母の声で、キョウコは泥に語りかける。

「行ってらっしゃい。今度は、救われるのでなく救うために。救済を求める人の元へ」

　泥がぶるぶると震えて、ぱっくりと口を開く。

『はい、われらが、メシア、われわれは、すくう、みんな、ひとつに、なる』

　八人が同時に声を発しているような、異様な響きの声だった。

　キョウコが小さく頷うなずくと、黒い泥は床に染み込むようにして消えて行った。

　彼らは現実世界に戻り、キョウコによる救済を求める者たちを探す。

　こうして『彼ら』──ケイオスヒューマンは増殖する。

　無論、ここに来るのは『彼ら』とその候補者だけでもない。

　たんっ、と彼女が上から落ちて来た。

　実際は五十センチ程度の高さにいきなり出現した。

　片手で頭のシルクハットを、片手でピンクのワンピースの裾を押さえ、古びたコートを大きく膨らませながら危なげなく着地する。

「キョウコ！　キョウヤへのプレゼント、凄すごいの思いついたよ！」

　子どものように目を輝かせて、彼女──『辻斬りジャック』が叫んだ。

「おめでとうございます。どんなプレゼントに決めたんですか？」

「うんっ、やっぱり『敵』かな！」

「『敵』ですか？」

「うんっ！」

　ジャックは嬉しげに、ぱたぱたとコートの裾を揺らしてキョウコの傍そばまで進む。

「とにかくたくさん、いーっぱいの『敵』！」

　大きく両手で円を描えがくようにして、彼女は言った。

「みんなみんな、この町の全部がキョウヤの『敵』になるぐらい！」

「京きよう耶やさん、喜びますかね」

　少し不思議そうにキョウコが小首を傾げた。

　無限の確信を持って、『辻斬りジャック』が笑った。

「喜ぶよ。だって、キョウヤはボクと同じだもん」

『辻斬りジャック』──殺人鬼。

　守もり部べ京耶──皆殺しの《影男シヤドウマン》、死神。

「照れ屋さんだから口だと否定してるけど、キョウヤは人殺しが大好きだよ。自分の命を狙ってくる相手なら殺す言い訳も出来るでしょ。それで実際に殺したらあっという間に素直になるよきっと。うん、絶対、ボクにはわかる。だってキョウヤのことだから！」

　一切の迷いがない純粋な子どもの目をして、ジャックは言う。

　本心から、彼女はそれを京耶が喜ぶと思っている。

　彼女は、京耶のたがを外させ、『人を殺してはいけない』という倫理によって守られている最後の一線を壊す気だ。

　言い方を変えよう。

　京耶を、死神として、覚醒させるつもりだ。

　そうすれば自分の同類になり、トモダチになれると信じている。

「ボクはキョウヤを──『みんなの敵』にしてあげたい！」

　無邪気な願いに、キョウコは優しく微笑ほほえんで答えた。

「良いですね。やりましょう」

『因果律の死神』、『原初の混沌へ還すモノバロツク・ブデイスト』、人を救い願いを叶えるソレは、ジャックの思考に含まれている異常さなど指摘せずただ微笑みと共に受け入れる。

　彼女の脳内には既に、日ひ雁かり市し全部を巻き込んで京きよう耶やの『敵』を用意するためのシナリオが組み上がっていた。

　この日雁市には、それを為なすにうってつけの装置がある。

『ゲーム』と、そして、ケイオス。

『ゲーム』が仮想現実を形成する。

　ケイオスは『ゲーム』を媒介として人間を侵食し、人間を媒介に現実を侵食する。

　この二つの力があれば、ジャックの願いは叶うだろう。

　守もり部べ京耶を『全プレイヤーの敵』として設定した、新しい『ゲーム』への改造。

　問題が一つだけあったが、それを解決できる存在にも心当たりがあった。

「ボクは、キョウヤと二人で一緒に、たくさん殺して、たくさん遊ぶんだ！」

　幼子は無邪気に、楽しい未来を夢想する。

「『辻斬りジャック』さん、少しお使いを頼めますか」

「うん？　良いよ、誰か殺すの？」

「いいえ、天使を──」

　そして『死神』は幼子の願いを叶えるため。

「天使を一人、連れて来て欲しいんです」

　闇の中から手を伸ばす。










第五話　辻斬りジャックイーストエンド



「さあ京きよう耶やよ放課後だ、家に帰ろうではないか！」

「……悪いが、用事がある」

「むっ、またかい。これで三日連続じゃないか」

「埋め合わせはする。今日も少し遅くなると思う」

「そろそろ理由を話してくれても良いと思うのだがね」

「話すなと言われているから聞くな」

「わかったわかった、キミは本当に仕方のないやつだよ」

「悪いな」

「良いとも、では、如月きさらぎ早はや香かによろしくな」

「ああ…………ああ！」

「くくっ、キミは隠し事が下手だな」

　京耶をやり込めた夕暮れの住宅街、バロックが大きなエコバッグと通学カバンを片手に帰り道を歩いていた。

　久しぶりに天気の良い日で、空は鮮やかな夕焼け色に染まっていた。

　この時間帯と天候には珍しく、同年代の学生や子ども連れの主婦の姿はない。

　茜あかね色いろに照らされた彼女の銀髪はきらきらと輝き、六月の風で揺れていた。

　空と同じように赤い瞳、合わせたように赤いブレザー、短めのスカートから伸びた足にはガーターベルト吊りのニーソックス。

　腕には『私は京耶の嫁』と、恥ずかしげもなく宣言した腕わん章しようをつけている。

「ククク、京耶め。キミは家に帰り夕食のテーブルで戦慄することになるぞ」

　悪い顔をしていた。にやり、という感じの悪巧みをしている顔だ。

　これはこれで愛あい嬌きようがあり可愛かわいらしいが、とにかくそのような表情を浮かべている。

　足取りは心なしか軽く、彼女がその悪巧みを楽しんでいるのは明らかだ。

　赤い瞳は時折、通学カバンと一緒に持っているエコバッグに向けられる。

「確かに、私はキミが早香と二人きりで何かしているのを許した。だが、怒っていないとは一言も言わなかったぞ」

　理不尽である。

　もし京耶がいたら、あの眉間に皺しわを寄せた険しい表情で「ぬう」とか呻うめいただろう。

「恐れよ京耶。本日の夕食はメニューを急遽変更してキミが好きなハンバーグである。しかもチーズと目玉焼きを乗せた超ハンバーグ」

　最高である。

　もし京きよう耶やがいたら、あの眉間に皺しわを寄せた険しい表情で「ぬう」とか呻うめいただろう。

「だが、キミはテーブルに着き気付くのだ。キミの皿だけは空っぽで、つけあわせのほうれん草とニンジンの炒め物しかないことに！」

　悪魔のような所業を詠いながら、バロックは邪悪に微笑ほほえむ。

　ふと、その弾む足が止まり小さな唇くちびるに人差し指を当てて何事か考え込む。

「……さすがに空っぽは可哀想だな。うむっ、ハーフサイズぐらいで許してやろう」

　見事に甘ったるい妥だ協きようを果たし、バロックは満足そうに頷うなずいた。

「そういうことだ。私は夕食を作る必要がある。用事があるならさっさと済ませろ」

　バロックが、振り返った。

　ふわり、リボンで纏めた銀色のツーテールが空になびいた。

　赤い瞳が、その女の姿を捉えた。

「なあ、『辻斬りジャック』よ」

　夕ゆう陽ひを遮さえぎり顔に影を落とすシルクハット、シャギーの入ったショートカットに何か異様な壊れた水晶玉めいた輝きを宿す瞳。

　ピンクの少女趣味なワンピースの上に、古びたコートを羽織り。

　その右手には、玩具おもちやのようにぴかぴかと輝く大振りのナイフ。

「ファンタスティック。さすが天使さまって感じかな」

『辻斬りジャック』──早はや香かの妹の肉体を乗っ取ったそれは、道化師のようにふざけた笑みを浮かべてナイフを掌てのひらでくるくると回していた。

「ねえ天使のおねーさん、ちょっと用事があるから一緒に来てくれないかな」

「断る」

　冷然としてバロックは告げる。

「確かに私は天使の如ごとく愛あいらしい少女だが、夕食の準備をする必要があってね」

「ええええええ、い、良いじゃんちょっとぐらい夕食の準備なんて遅れたって！」

「私にとっては良くない。すぐに終わらない用事なら日を改めてくれ」

　しっしっ、と彼女は犬でも追い払うように手を振った。

「っくううう……」

　ジャックは唇を噛んで泣きそうな子どものように唸うなる。

「天使のくせになんて冷たい奴やつだ。傷つくだろ、優しくしろよぅ……」

「うるさい奴だな。さっさと消えたまえよ」

「ううううううううああああああああ！」

　情緒不安定な彼女はあっという間に涙目になり、悔しげに地団太を踏ふむ。

「嫌だ嫌だ嫌だ！　じゃあ無む理り矢や理り聞かせてやる！　おまえを殺してボクの話を聞かせてやる！　そうだ最初からそうすれば良かった。ボクを無視する奴やつは全部殺すんだああああ！」

　ぎろり、ぎらつく目がバロックを睨んだ。

　反射的にバロックは身構え、ジャックは右手のナイフを空に掲げた。

「幻象空間演算！　展開！　顕けん現げん！」

『辻斬りジャック』の世界がこの世界を塗り替える。

　万色のペンキを無秩序にぶちまけながら見事な絵画を描えがくように。

　夕暮れの住宅街が、真夜中の霧の街に塗り替えられている。

「ちっ、面倒な」

　水の中に放り込まれたような浮ふ遊ゆう感かん。銀色の髪がゆらりと浮かぶ。

　バロックは、塗り替えられたジャックの世界に取り込まれた。



『辻斬りジャック』の世界──記憶の中のロンドン、伝でん承しようの中のイーストエンド。

　石畳の道、石造りの建物、煙のように薄い霧と腐肉のような嫌な臭いが漂っている。

　シルクハットのショートヘア、古びたコートにピンクのワンピース……違う。

　古びたコートの下が、ピンクの、チャイナドレスだ。

　それもミニ丈のチャイナドレスだ。

「ようこそ、ボクの世界へ！」

　右手にはぴかぴかのナイフを握ったまま、ジャックは両腕を大きく広げた。

　機嫌が直っているのは自分のフィールドに相手を引き込んだ安心感からだろうか。

「ふむ、イーストエンドか、確かに当時は移民が色々とやっていたが……」

　バロックの方もチャイナドレス姿になっていた。

　長い銀髪はお団子に纏められ、幼さを残した体を包むチャイナドレスは燃えるように鮮やかな赤色だ。

　こちらの丈もしっかりとミニで太股の半ばまでしかない。胸が控えめで凹凸がないボディラインがチャイナドレスで浮かび上がっていた。

「残念だな。京きよう耶やも一緒ならば大喜びだっただろうに、見せる相手のいないオシャレは空しいものだ」

　バロックは殆ほとんどジャックを無視してチャイナドレス姿の自分の姿を眺め。

「ログアウト」

「ちょ！　なにいきなり帰ろうとしてんのさ！」

「むっ、コマンドが通用しないな」

　問答無用で帰ろうとしたバロックだが、それは叶わなかった。

「まだボクを無視するのか！　ボクの話を聞かないのか！　おい、ボクを見ろ！」

　となれば、彼女が知っている現実世界への帰還方法は少ない。

　バロックは宣言し、その名を呼び、その力を纏まとう。

「『幻象武装コネクト・果てなる赤色アルケミスト・ウロボロス』」

　熟しすぎた果実が裂けるように、両の掌てのひらに十字型の傷が開いた。

「兵装練成」

　傷に血が滲にじむ、蛇のようにのたうちながら這い出ずる。

　右の手には赤い刀、左の手には赤い銃。

　果てなる赤色──賢者の石を溶かした彼女の血が、武器を象かたどった。

「来るが良い、殺人鬼。私が殺してやる」

　右手の刀、切っ先を『辻斬りジャック』に突きつけ彼女は微笑ほほえんだ。

「やっとボクを見やがったと思ったら、そんな酷いことを言うなんて、酷い奴やつだ！　キミはなんて酷い奴なんだ！　この外道！」

　ジャックは涙目だった。というか、もう半分以上泣いていた。

「殺人鬼に外道呼ばわりとはね、私も大したものだな」

　罵倒に対して何の痛痒も見せず、バロックは飄々と肩をすくめた。

　ジャックは未だに涙目でぷるぷると震えている。古びたコートとミニのピンクのチャイナドレスに包まれた体全部が子どもみたいに震えている。

　僅わずかに顔を伏せたせいで頭の上に乗せたシルクハットが傾いていた。

「うるさい、おまえなんか大嫌いだっ！」

　顔を上げた彼女は涙をボロボロと零しながら叫ぶ。

　同時に、霧が満ちた。

　一メートル先も見えないような濃密な霧、腐臭の、血臭の満ちた霧。

　バロックが赤い瞳を細め、霧を払うように右の刃を振るう。

　霧は揺れど晴れず、バロックの銀の髪が僅かに揺れただけ。

　ミニ丈のチャイナドレスに覆おおわれていない、肌に、霧の嫌な冷たさが触れていた。

『辻斬りジャック』の気配は、霧の中にない。

　だが逃げたのでもないと、バロックは理解している。

「霧……霧か、私なら、どんな手品を仕込むか……」

　京きよう耶やから『辻斬りジャック』の手の内は聞いていた。

『辻斬りジャック』のランクは高く見積もっても三、なら、まだ何かがあるはずだ。

　だがあれで全部ではないだろう。

　霧に組み合わせて有効な『遺産レガシー』はどんなものだろう。

　霧の特徴は何だ。

　霧……気象現象……事故の原因……目隠し……空気中の水分……温度と湿度……

　閃き。

　赤いチャイナドレス、ミニ丈、露出した肌、感じた嫌な『冷たさ』！

「ずたずたに、切り裂いてやる！」

「そういうことか！」

　霧の中に、僅わずかな乱れ、線形の細い細い糸のような歪ゆがみ。

　数は六、それが連続四度、合計二十四。

　軌道は無数。

　直線を描えがくもの、右の曲線、左の曲線、上から下に落下、下から上へ昇るもの。

「──せっ！」

　集中せねば見落とすだろう『線』を右の刀で切り払い、左の銃本体で叩き落とす。

　薄い薄い硝子がらすが砕けるような音が十九。

　五つ逃した。

　かすり傷が四つ、一つでチャイナドレスの胸元が裂けた。

　へそから首の方へ縦に布地が裂け、乳房と乳房の間『罅ひび割われたハート』の刻こく印いんが覗のぞく。

　深手が一つ、左の前腕、血が流れる。流れた血が凍り傷口に張り付いている。

　左手で、銃器の精密な操作は難しい。

「ううううう、避けたな！　本当に嫌な奴やつだっ！」

「氷のナイフ、いや、手裏剣、フリスビーの類と思った方が良さそうだな。『辻斬りジャック』をメインに冷気系の『遺産レガシー』を補助に組み合わせてるのか」

　霧の向こうから、拗ねた子どものようなジャックの声がする。

　相変わらず気配は感じられない、声も微妙な反響を繰り返し出所がわからない。

　バロックは冷静だ。追い詰められた、という態度ではない。

「しかし残念だったな『辻斬りジャック』よ。キミの『遺産』は私と相性が悪いぞ」

「ふぅん、そうなんだ──じゃあ、どうにかしてみせろよぅぅぅぅぅぅううう！」

　氷の薄刃、今度は六枚を連続六度、しかも先程より更に速い。

「赤翼練成」

　どうせ使えぬ左の銃が血に還元される。

　チャイナドレスの背中が裂ける、真っ白な背中に赤い天使の如き翼が生える。

　羽ばたき、巻き起こる突風。

　霧の中に紛れた『線』を、周囲の霧ごと吹き飛ばした。

　偽りのイーストエンドに染み付いた嫌な臭いごと、『辻斬りジャック』の霧が散る。

「……風か、確かに、ボクの霧の弱点だ」

　霧の向こう、悔しげに唇くちびるを噛んだジャックが立っていた。

　先程の突風のせいだろう、頭の上のシルクハットがどこかへ飛び、古びたコートとピンクのチャイナドレスの裾がばさばさと揺れていた。

　八つ当たりのように、彼女は指と指の間で保持していた氷の刃を石畳に叩きつける。

　氷の刃は糸の細さを持った掌てのひらほどのサイズの円盤だ。

　石畳にぶつかり、硝子がらすに似た音を立てて砕け散った。

　ひゃはっ──奇怪な声で、狂った道化師のような顔でジャックが笑う。

「で、まさか、その程度で、ボクに勝ったつもりじゃないだろうなあああああああ」

「何を言ってるんだ、キミは」

　バロックが小首を傾げた。

　お団子に結んだ銀の髪、心底どうでもよさそうな赤い瞳、へそから胸まで大きく裂けて白い肌と『罅ひび割われたハート』の刻こく印いんを覗のぞかせたチャイナドレス。

　背中に生えた赤い翼が、もう一度、大きく羽ばたき風を起こした。

「もう、終わっているとも」

　右手に握っていた筈はずの刀が、ない。

「え？」

　ぐさり、ジャックの胸に刃が生えた。

　背中から刺さった刃が体を貫通して、刃が生えたのだ。

　痛い、とか、何な故ぜ、とか、ジャックはそういう顔をしていなかった。

「ファンタスティック！」

　手品を見た子どもそのままの、嬉うれしい喜びに満ちた顔をしている。

「ねえ、これどうやったのさ」

「風と一緒に投げた、くるくる回って、キミの背中にぐっさりさ」

「へえ」

　ジャックが首を曲げて、背中側を見る。

「あ、刀の形が変わってる。ふぅん、なるほどブーメランみたいにしたんだ。そっか、元はキミの血だから形を変えるぐらいは簡単か」

　しきりに感心しているジャックだったが、その足元が急にぐらっと傾いた。

「変だな、足に力が入らないよ」

　そのまま、石畳の上に倒れた。

　自身の流した血の中で、倒れたジャックが立ち上がろうともがいている。

「ボクはまだ、全然遊び足りない、トモダチと、遊ぶんだ……遊ぶ」

「誰もが満足して死ねるわけではない、誰もが全力を尽くして死ねるわけでもない、無駄に無為に無意味に死ぬ者の方が圧倒的に多い」

　凍った炎の眼まな差ざしでジャックを見下ろし、バロックはかつりかつりと石畳の上を歩く。

「まあ、私はアレと違って人間の生き死になど興味はないがね」

　背中の翼とジャックに刺さった刀を解除、ドレスを修復し右手に新しく銃を作る。

「とりあえず、さようなら」

　銃声が響いた。

　銃弾は呑み込まれた。

　イーストエンドの石畳から忽然と湧いた黒い泥の盾がジャックを守った。

「わたしのために『ごきげんよう』、あなたのために『お久しぶり』」

　淡々とした声と共に、それは泥の中から姿を現した。

　足先に触れるほど長く伸びた黒髪、軍人のような黒い帽子、右目を隠す黒い眼帯。

　赤いのは唇くちびるだけ、白いのは肌だけ。

　チャイナドレスも、左目も、靴も、全てが黒い。

　バロックと同じほどに小柄な体に、バロックを遥かに凌駕するほど成長した胸。

　バロックは、それの名前を呼んだ。

「五月ぶりじゃないか『因果律の死神』、『名もなき暗黒タブラ・ラサ』にして『原初の混沌へ還すモノバロツク・ブテイスト』、意思を持つケイオス」

「どうせなら、キョウコと呼んでください」

　キョウコは彼女に向けて、柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべた。

　そのまま長い黒髪に手を入れ、ごそごそと探して取り出したのはシルクハット。

　ご丁寧なことに、キョウコは跪き倒れたジャックの頭にシルクハットを乗せてやった。

















「大事な帽子は、大切にしてあげないといけませんよ」

「ありがと……でも、その前に、ボク、死にそうなんだけど」

「それはいけませんね、林檎を食べますか」

「いや、それより、早く、治して……」

「冗談です、すぐ治してあげます」

　キョウコがジャックの体を貫通した傷口に、右手を添えた。

　軽く傷口を撫でる、それだけでジャックの傷が塞がった。

　もう少し細かく、バロックの目にした光景を告げるならば。

　傷口に触れたキョウコの右手から、黒い泥のようなものが湧き、それが傷口を埋めた。

　後には背中部分に穴の開いたコートと、穴から覗のぞく傷一つない背中が残った。

「はい、もう大丈夫ですよ」

「ふー、ありがとキョウコ。助かったよー」

　キョウコは静かに、ジャックはぴょこんとジャンプするように石畳から立ち上がる。

「で、私はもう帰っても良いのかい」

　バロックは面倒くさそうに、右手に作った血の銃を消した。

　キョウコの背中は隙だらけで、その気になれば何十発でも銃弾を叩き込めただろう。

　だが、恐らくそれには何の意味もない。

　バロックにもわからないことがある。例えば、目の前の『死神』の殺し方だ。

　そもそもキョウコは何なのか。

『ゲーム』を触媒に人間に介かい入にゆうし、人間を触媒にして現実に介入するこれは、何だ。

「まだですよ、バロックさん」

　キョウコは黒い瞳で彼女を見詰め、人差し指を唇くちびるに当てて不思議そうに首を傾げた。

「そもそも、私はお話がしたいからバロックさんを連れて来て貰もらったのに、どうして二人が戦っていたんですか？」

「あれ？　そーいえば、ボクはなんでこの女と戦ってたんだっけ？」

　コートの汚れを掌てのひらでぱんぱんと払っていたジャックも、キョウコと同じような仕草で唇に指を当て首を傾げた。

「うむ、私もさっぱり記憶にないな」

　バロックは肩をすくめ、すっとぼけた。交戦の原因は、思い切り彼女の挑発である。

　はっきり言って、彼女にとって現在の最優先事項は夕食の準備である。

　しかし、それでもここで登場したキョウコには興味がある。

　少々、夕食の準備を遅らせることになっても話に付き合う意味はありそうだ。

「しかし妙な繋つながりだな。そこのジャックは、キミと組んでいたのか？」

「私が彼女に協力しているんです。彼女がそう願ったから」

　未だに首をかしげて自問自答しているジャックに代わり、キョウコが答えた。

　ごそごそと、黒い軍帽に似た帽子を被る黒髪の中に手を入れ、取り出したビラをバロックに差し出す。

「直接関係はありませんが、こういうサークルも作りました。良かったらどうぞ」

「……『一日一善の会』？　ボランティアサークル？　悪いが、興味はないね」

　赤い瞳を細め、受け取ったビラを一読したバロックはキョウコに突き返した。

　返されたビラを黒髪の中に戻しながら、キョウコはくすりと微笑ほほえむ。

「そう答えると思いました。先月結成したわりには結構有名なサークルなんですけどね。日ひ雁かり高校にも会員がいますよ」

「わからないね、キミのような『死神』が何でそんなものを作る」

「知ってますか、ただの、普通の、どこにでもいる平凡な人って、実は凄すごいんですよ？」

　黒い瞳は恐ろしく静かで、彼女の言葉もまた恐ろしく静かだった。

　白いのは肌だけ、赤いのは唇くちびるだけ、黒い帽子と、右目を隠す黒い眼帯、黒一色の衣服。

　静かな、穏やかな、真っ黒な、微笑みを彼女はバロックへ向ける。

　ふっ、とバロックは鼻で笑った。

　銀色の、今はお団子に結んだ髪の下、赤い瞳が熱く輝く。

　瞳と同じく燃えるように赤いチャイナドレスの腰に手をあて、薄い胸を誇示するように大きくふんぞり返って宣言した。

「知らん！　ぶっちゃけ私は京きよう耶やと限られた人間にしか興味はない！」

　なかなかに最低な発言であるが、キョウコは感心したように小さな拍手を送る。

　拍手の音がちょっと小さすぎるので、わざわざ口でも言った。

「ぱちぱちぱち、です。さすがバロックさん。私も京耶さんは好きですよ」

「あっ、ボクもボクも、キョウヤ好きー」

　ぶんぶんと両手を挙げてジャックもアピールした。

　と、思い出したようにバロックを指差す。

「そういえばさキョウコ、言われたとおりに連れて来たけど。この人、全然天使っぽくないよ？　ボク連れて来る人を間違えてないよね？」

「失礼だな、天使のように愛あいらしいこの私を捕まえて」

「それ天使じゃないってことじゃんか」

「いえ、間違えてませんよ。バロックさんは天使です」

　銀色の少女の赤い瞳を見詰めて、暗闇色の彼女は言う。

「高次元よりの使者、《生命の樹セフイロト》と共に在るもの、神聖にして絶対不可侵なる純白、人類の救済者、永遠存在、エーテル生命体──呼び名は様々ですが本質は同じ、上の世界からやって来たものとしての『天使』」

「ほえ？」

　ジャックは小首を傾げた。

「ほう、ならばキミは何と呼ぶべきかな」

　バロックは腕組みをして不敵に笑った。

「下より昇り来たるもの、《深淵の樹クリフオト》と共に在るもの、全ての命が生まれる原初の混沌、因果律の死神、名もなき暗黒タブラ・ラサ、原初の混沌へ還すモノバロツク・ブデイスト──名前すらないキミは、下方世界からの侵略者でしかないキミは、何者のつもりだ」

「ほえ？」

　ジャックが深く首を傾げた。

「何だ、バロックさん。わたしのこともちゃんと知っていたんですね」

　くすりとキョウコは笑う。

「当たり前だ。キミの言葉が正しいなら、私がキミを知らない理由があると思うか」

「ねーねー、ボクわからないんだけど。キョウコがどうしたの？　イイヒトだよ？」

　ちらと不思議そうな『辻斬りジャック』を見てバロックは肩をすくめた。

「どうしたもこうしたも、こいつは人の形をしているだけで人間じゃないぞ」

「え、そうなの！」

「はい、人間じゃありませんよ」

「ふあー、ボク全然知らなかったよ。でも、人間は中身じゃないし気にしなくて良いと思うよ。どうせ中に詰まってるのは内臓だけだしね」

「ありがとうございます」

　ひょっとして慰めているつもりなのだろうか、実に微妙な台詞せりふである。

　それに平然と礼を言えるキョウコもなかなかのものだ。

「じゃあ天使のおねーさん。キョウコって何なの？」

「何で私がそんなこと説明してやる必要があるんだい」

「……ぶー、良いじゃんかぁ、ボクだけわかんないの、何かやだ」

　頬ほおを膨らませる仕草はまるで子どもだ。はっきり言えば精神すらも子どもで、そもそも肉体が借り物である以上、本当に彼女が子どもである可能性すら存在するが。

「まあ、良いだろう」

　また泣かれて襲い掛かられては帰りが遅くなる、とバロックは判断した。

　右目を眼帯で隠したキョウコは穏やかに微笑ほほえんだまま二人のやり取りを見ている以上、止める気も自分で語る気もないようだ。

「命はどこからやって来るか」

「はい、コウノトリさんが運んでくるっ！」

「そういう意味じゃないから、ちょっとキミは黙ってろ」

「え！」

　凄すごく驚いた顔をしているジャック、多分というか確実に本気でそう思っている。

　いきなり出だしで躓いたが、バロックは咳払いをして改めた。

「まったく……原初の海という場所がこの世界の一つ下の階層に存在する。全ての生命が果てた先に行き着く高次の海の対極、全ての命が生まれる場所だ」

「へー」

　わかっているのかわかっていないのか、さっぱりわからない顔でジャックは頷うなずく。

「生命がこの世界で形を持つ前、人が人に、鳥が鳥に、花が花になる前。全てはただの黒い『泥』として原初の混沌を満たしていた」

　すっ、とバロックがキョウコを指差す。

「キミはそこからやって来た『泥』だ。『泥』が『誰か』とくっついた『何か』だ。ふん、本来意思もなくただ侵食するだけの『泥』が意思を持つとは思わなかった」

「あ、思い出した！」

　ぽん、と掌てのひらを打ちジャックが大声で叫んだ。

「教会で聞いたことがあるよ、あれだよね『神は土から最初の人であるアダムを造った』。うん、ちゃんと覚えてるボクって結構凄いな」

「……まあ、キミの実物が活動していた時代なら教会に行かない人間の方が珍しいか。厳密には違うけれど、その解釈も間違いではないね」

「違うけど……間違いじゃない？　どういうこと？」

「さてね」

　説明は終わりとばかりに、バロックは話を投げた。

　代わりにキョウコがフォローをする。

「良いんですよ『辻斬りジャック』さん。気にするほどでもない些細な違いです」

「わかった。キョウコが言うなら気にしないよ」

　あっさりとジャックは悩むことを止めた。全く子どもめいている。

　彼女が殺人鬼でなければ、微笑ほほえましいとすら思えたかもしれない。

「そうそう忘れてました。バロックさんを連れて来てくれてありがとうございます。これ約束のものです」

「わーい、ありがとうっ！」

　キョウコは地面に擦すれるほど長い黒髪から小さなメモを取り出しジャックに渡す。

　ジャックはメモを受け取ると、嬉しそうにくるくると踊りだした。

「何だい、それは」

「京きよう耶やさんの携帯電話の番号とメールアドレスです」

「これで、いつでもキョウヤと連絡が出来るねっ！」

　バロックは凄く微妙な顔をした、怒るか呆あきれるか迷っているような顔だ。ジャックの方は、そのままスキップしてバロックとキョウコの周りをぐるぐると回っている。

　頭の上のシルクハットがぽんぽん跳ねて、古いコートとピンクのチャイナドレスの裾が揺れている。ご機嫌な子どもそのままだ。

　ぴたっと足を止めた。

「ボク、早速、ボクのカワイイ写真をキョウヤに送って来るよ！」

　勢い込んだ彼女を止めるように、

「『辻斬りジャック』さん、ついでに一つ頼みごとをしても良いですか」

「えー、またー？　良いけどさー」

「後でお駄賃あげます」

「何でも言ってよキョウコ！」

　丸っきり、お母さんと娘のやり取りである。

「最近、セフィロトの犬が会の周りを嗅ぎまわっているので、消してください」

「オッケー、急いだ方が良い？」

「はい、プレゼントの邪魔になりそうですから」

「うんっ、そういうことなら急いでやっとくね、じゃ、バイバイ！」

　元気に両手を振ったジャックの姿が光の粒に還元されて消える。『遺産レガシー』内部から外部へは電波が通じないのでログアウトしたのだろう。

「……って、待ちたまえよ！　私が帰れないじゃないか！」

　何とも言えないキョウコとジャックのやり取りを、何とも言えない顔で眺めていたバロックが慌てて叫んだ。

「大丈夫ですよ。お話が終わったら、わたしが送り届けてあげます」

「ううむ、キミは信用し難いが最終手段としては覚えておこう」

　キョウコが穏やかな微笑を浮かべてフォローをする。

　苦いものを食べたように唇くちびるをひん曲げ、バロックはすごーく嫌そうに頷うなずいた。

「さて」

　表情を消し、赤いチャイナドレスの腰に手をあて彼女は話題を変える。

「話を聞こうか原初の混沌」

「そうですね、彼方の天使」

　黒の帽子を被り、右目を眼帯で覆おおうキョウコの顔。

　穏やかな微笑ほほえみを浮かべたまま、彼女は小さく頷いた。

「『辻斬りジャック』さんの願いを叶えるので、手伝ってくれませんか」

「嫌だ」

「『京きよう耶やさんとトモダチになりたい』、それがあの人の願いです」

　間髪を入れないバロックの拒絶を無視して彼女は言った。

　ほう、とバロックは少し興味を抱いたように声を漏らす。

「殺人鬼がトモダチとはね、何の冗談だと思うところだが……」

　あの子どもじみた雰囲気を見ていると、満更嘘うそでもないように思えた。

「もっと言えば、彼女は京きよう耶やさんを壊してしまいたいんですよ。誰かを殺させて、殺人鬼である彼女とすらトモダチになれる死神のような存在にしてしまいたい」

「残念だが、京耶は人を殺すつもりはないそうだよ。『ゲーム』の中ですら人を殺すことを好んでいない……好んでいないだけだがね」

「だから、『辻斬りジャック』さんは殺すしかない状況に追い込めば良いと思ってます。その状況作りをわたしたちはお手伝いしているんです」

「何をするつもりだい」

　バロックの瞳が鋭さを宿し敵意に輝く。

　キョウコはあくまで穏やかに微笑ほほえみ、その眼まな差ざしを受け止める。

「セフィロト社の天使を倒して『ゲーム』を乗っ取ります。手伝ってください」

「ほう」

　感嘆に似た驚きの声をバロックは上げた。

「ルールを変えた、新しい『ゲーム』、いいえ新しい世界と呼ぶほうが正しいかもしれません。京耶さんは世界の敵、誰もが憎み、殺そうとする──そんな状況で、京耶さんはいつまで人を殺さずにいられると思いますか」

「そうか、それは、何というか……」

　くつくつと、喉の奥を鳴らすようにバロックが笑った。

　顔を伏せているために、どんな表情をしているのかはわからない。

　笑いと共に赤いチャイナドレスに包まれた肩が上下し、お団子から零れた数本の銀髪が揺れていた。

「面白い計画だ。だがどうやって実行するつもりだい」

「セフィロト社の保有しているエーテルと『ゲーム』のシステムがあれば可能です。高次元低層に望んだ世界を作成する擬似『遺産レガシー』、携帯電話さえあれば高次元へのアクセスを可能にする『原げん罪ざい刻こく印いん』に『遺産接続プログラム』──『京耶さんが世界の敵になった世界』を作り、魔術師でもないただの人間を刻こく印いんとプログラムの力で送り込む。セフィロト社の天使は面白いものを作りました」

「なるほど、だが、勝算はあるのかい」

「はい」

　まだバロックの肩は震えていた。キョウコは頷うなずいた。

　石畳を擦するほど長い黒髪は殆ほとんど動かず、彼女の慈じ愛あいの微笑は崩れない。

「零です」

　実にあっさりキョウコは言ってのけた。

　単純な戦力比で見るならば、キョウコ側が零というのは奇妙な話だ。

　セフィロト社は一年前のダメージから未だに立ち直れていない。証左に一年前は経験豊富な人員で占めていた『十席』も、現状は平均年齢十八歳足らずの若者だらけだ。それも半分しか埋まっておらずマンパワーが絶望的に不足している。

　翻って、キョウコはどうか。

　積極的な活動を開始して一月少々だが、ケイオスヒューマンは加速度的に増加を続けている。それも当然だ、救いたいと行動する人間より、救われたくないと反逆する人間より、救われたいと願う人間は圧倒的に多い。

　キョウコに救われ黒い泥──ケイオスヒューマンとなった者たちが、また新しく救われたいと願うものを連れて来る連鎖が起きている。

　では、何がセフィロト社とケイオスヒューマンの戦力比を覆すのか。

　セフィロト社の『天使』──二対四枚、純白の翼を持つセフィロト本人だ。

　セフィロトが存在する故に、セフィロト社は脆弱でも許されている。

「全ての生命は『天使』を殺せない。わたしも、そしてわたしに従うケイオスヒューマンたちもまた生命である故に『天使』は殺せない」

「だが逆に、天使も『泥』を倒せない。純粋な生命の塊である『泥』を殺しきれない。数百年に一度、何かの拍子にこちらへやって来ては世界を塗り潰つぶそうとする『泥』を下方世界へ押し返すのは天使の役目だが、殺せはしない」

「まるで予定調和です」

　彼女は一度言葉を切り。

「『泥』に天使は殺せない──でも、天使にならば天使を殺せる。セフィロト社の天使を殺す天使がわたしたちの味方をしてくれればわたしたちの計画は成功する」

『死神』が、『歪ゆがみ』という名前の少女にそう言った。

　くつくつと、顔を伏せたまま天使は笑っている。

「そんな話を、私が引き受けるとでも思っているのかい。私とキミは根本的に相容れない存在だ。ましてや『辻斬りジャック』など私にはどうでも良い」

「はい、引き受けると確信しています」

「その通りだ──」

　バロックが、顔を上げた。

　お団子に纏めていた紐が切れて落ち、長い銀色の髪がぶわりと大きく広がる。

「誰もが京きよう耶やを憎む世界ならば」

　名前に相応ふさわしい『歪んだ』笑顔が、幼さを残す少女の顔に浮かんでいた。

「その世界では、私だけが京耶の味方であり続けるということだろう」

　恋する乙女の赤い瞳、天使の羽の銀の髪、悪魔の如ごとく邪悪に酷薄に吊り上った唇くちびる。

　歓喜を込めて、バロックは哄笑する。

「愛いとしい人よ、私はずっとキミの傍そばにいよう」

　背筋を反そらし、肩を震わせ銀の髪を激しく揺らし、熱を込めて歓喜を詠う。

　声にならない声で、心の中で、魂の叫びを上げる。

「だから今度は、私のことも愛してくれ！」

　もはや彼女の頭の中には、京きよう耶やと二人きりの未来想像図しかない。

　普段の冷静さなど、その夢のように幸福な想像の前に消し飛んだ。

「良いだろう、その計画に私も乗ろう！　セフィロトは私が殺す。だから作りたまえよ、京耶が世界の敵になる世界を！」

　他の全てはあっさりと投げ捨てられた。

　バロックは理解している。彼女の想いは未だに片想いに過ぎない。

　京耶は誰も愛してはいない。彼女を近くに置き、大切にしても愛してはいない。

　愛してはいないその証左に。

　京耶は何一つとしてバロックを知らない、知ろうとしない。バロックの内側には決して踏ふみ込もうとしない。

『歪ゆがみ』という名前が、本当の名前であるかすら聞こうとはしない。

　彼女の過去を何一つ聞こうとしない。

「良かった。私たち、今回はとても仲良くできそうですね」

　暗闇色をした少女はどこまでも静かに、そして無む垢くに微笑ほほえむ。

　銀色の少女は歪んだ笑顔で微笑み返す。

「今回に限れば、仲良くできるだろうともさ」

　キョウコが右手を差し出し、バロックはその手を握り返した。

　瞬間、地を擦するほど長いキョウコの黒髪が蠢き、バロックの足に絡み付いた。

　黒髪は泥のようにバロックの足元に広がり、沼のように彼女の足首までを呑み込む。

「何のつもりだい？」

　問いの答えは返って来なかった。

　キョウコはただ無垢に微笑み続けていた。

　ずぶり──と、バロックが黒い泥の中に引きずり込まれ。

　黒い泥は石畳の上を広がり続け、何もかもを呑み込んでいく。

　最後は真っ暗な闇の中、真っ黒なキョウコすらも呑み込んで。

　後には、何も残らなかった。










第六話　少女のいない夜ガール・ノツト・ガール



「見回りお疲れ様、京きよう耶や」

「お疲れ早はや香か、見回りといってもお互いに何もしていないが」

「最初から、偶然『辻斬りジャック』に会える期待なんてしてない」

「ああ悪い、皮肉のつもりはなかったんだ」

「気にしてない。私の感傷であることは自覚してる」

「……妹、助かると良いな」

「助けるから、大丈夫」

「そうか」

「ん、また明日そろそろ、瑠る璃り子こから連絡が来る頃だと思う」

「新しい罠がどうのって言ってたな、確か……今日で三日目か」

「ん、瑠璃子は不思議なところが多いけれど仕事は確実」

「不思議って……まあ良いか、帰るなら途中まで送ってくぜ」

「大丈夫、私は結構強い」

「そういう問題じゃ……あー、家がそっちの方向なんだよ」

「じゃあ、お願い」

　多分、早香は京耶の台詞せりふが嘘うそだと──いつものカッコつけたがる病が発症したのだと──気付いていただろうが何も言わずに頷うなずいた。

　ここ数日の日課となった早香との見回りを終えて、京耶と早香は並んで夜道を歩く。

　アスファルトの道、等間隔に並んだ街灯、夜空は生憎と曇り気味だった。

　他た愛あいのない雑談を交わしながら歩いていたが、ふと、それが途切れるときもある。

「京耶、結婚してるの？」

　その隙間を見計らったように、いきなり早香が言ってきた。

「お嫁さん、いるの？」

「よ、嫁？　あ、ああ、いや、バロックは別に嫁じゃない……ぞ？」

　何な故ぜそんなことを聞かれるのかわからず、京耶は戸惑いがちに答える。

　隣を歩く早香は、じっと澄んだ眼まな差ざしで京耶を見上げていた。当然のように、その右手は刃を仕込んだ番傘を握っている。

「そうなの？」

「ああ……ちょっと同居してて、家事をやってくれて、世話を焼かれているぐらい？」

「ヒモ？」

「それは絶対に違う！」

　早はや香かが片側だけの三つ編みを揺らして小首を傾げ、京きよう耶やは間髪入れず否定する。

　しかし実際、バロックとの関係をどう説明すれば良いのだろうか。

「気になる。興味津々」

　言葉だけではなく、早香の眼まな差ざしからもそれが伝わった。

　結局、京耶は諦めて素直に話すことにした。

「実はな」

　眉間に皺しわを寄せた険しくも真剣な表情で早香を見詰め返して口を開く。

「記憶喪そう失しつなんだ、最近の何ヶ月分かしかまともに記憶がないんだよ」

「そう」

　冗談のようにも聞こえる話だったが、早香は真面目な顔で頷うなずいた。

「バロックは、何だろうな、記憶を喪うしなう前の俺の友人、だったらしい。それが縁で色々と面倒を見てくれている」

　ファーストコンタクトやらは随分と珍しい方法だったし実情は違うが、京耶の理解としてはそんなものだ。

「瑠る璃り子ことは、どこで知り合ったの？」

「妙に聞きたがるな」

「迷惑なら、やめる」

「そういう言い方をされると困るな…………あー、恋人、だったらしい」

　流石に言い辛い。早香も少しびっくりしたように目を見開いている。

　右手にも力が入ったのか、仕込み番傘がカチカチと僅わずかに音を立てた。

「バロックと、瑠璃子……二股？」

「それも絶対に違う！」

　力の限り京耶は否定した。これを肯定したらどんな恐ろしいことになっていたか。

　全く無関係な話だが、早香の居合いならば人間の首ぐらいは簡単に落とせるだろう。

　はあ、と京耶が疲れた溜ため息いきを漏らし雲に覆おおわれた夜空を見上げた。

　先程よりも黒雲は濃くなっていた、これは一雨来るかもしれない。

「二人のこと、好きなの？」

「嫌いじゃないさ」

「……」

「…………よく、わからん」

　京耶の偽りのない本音だった。

　相手の中に踏ふみ込むことも出来ず、遠ざかることも出来ず宙ぶらりんだ。

　視線を早香に戻すと、早香はまだじっと京耶を見上げていた。

「ありがとう、大体わかった」

「そうか、で、これは何か意味があったのか？」

「ん。何となく、知りたかっただけ」

　丁ちよう度ど、そのとき、分かれ道に着いて早はや香かが足を止めた。

「ここまでで良い。ありがとう」

「わかった。気をつけてな」

「ん、気をつける……そうだ、最後に京きよう耶や、手を出して欲しい」

「はい？　ええと、こうか？」

「違う、もっと正面に突き出して」

「ふむ？」

　言われるままに、京耶は広げた掌てのひらを早香の前に突き出した。

　早香は包帯をぐるぐる巻きにした、指の動かない手を京耶の掌にくっつける。

「ん、思ったとおり」

「何がだよ」

　一人で納得したように頷うなずく早香に京耶は怪訝そうな顔をした。

「京耶の掌、大きいね」

　歳相応に、剣士ではない一人の少女のように、野菊のように可か憐れんに早香が微笑ほほえんだ。

　初めて見るタイプの、可憐な、少しはにかんだ、微笑みだった。

「じゃあ、また明日──バイバイ」

　くるりと背中を向けて、早香は逃げるように駆け出した。

　片側だけの三つ編みがぴょこぴょこと揺れて、どうしてか少し嬉しそうに見えた。

　不意を突かれて、不覚にも早香の笑顔に見とれていた京耶は彼女の姿が完全に見えなくなって何となく自分の掌を見た。

　早香と合わせた掌、思ったよりも小さい、女の子の手だった。

「……帰るか」

　京耶も踵を返して家路を歩き出す。

　あえて見回りの事を思い出す。

　早香も自覚しているが、日ひ雁かり市しのどこかにいる『辻斬りジャック』をノーヒントで見つけられるわけもない。だからこれは、ただの感傷に過ぎない。

　こんな無駄なことをしている間に何か他に出来ることがあるのではないか、そういう気分にならないと言えば嘘うそだ。

　もやもやとした胸中を映したように、夜空は暗かった。

　分厚い黒雲に覆おおわれ、星も月も全てその向こう。今にも雨が降ってきそうな夜だ。

『殺人鬼だけど、ボクのトモダチになってくれますか？』

　大したことではないが、『辻斬りジャック』の戯言が妙に頭に残っていた。

　殺人鬼の願いにしてはあまりにも冗談めいている。

「……ん」

　考え事をしているうちに家が見えて来た。ぽうっと、家の灯りが外に漏れていた。

　京きよう耶やはいつものようにドアを開けて、声をかける。

「ただいま」

「おかえりなさい、京耶」

　想定よりも大人びて、落ち着いた声が返って来た。出迎えた彼女は白いセーラー服を着て、長い黒髪と瑠璃色の瞳、艶かしく赤い唇くちびるをしている。

「…………瑠る璃り子こ？」

「悪いとは思ったけれど、勝手に上がらせて貰もらったわ」

　と、彼女は指先で摘まんで持ち上げ、目の高さで京耶の家の鍵を軽く振った。

「こんな時間まで、貴方何をしていたのよ。バロックもいないし」

　京耶は眉間に皺しわを寄せた。バロックが家にいない？

「変だな。バロックからは連絡もなかったぞ」

「あら、ついに愛あい想そが尽きて出て行ったのかしら」

　嬉しそうに瑠璃色の瞳を細め、悪戯っぽく彼女は笑った。

　京耶の眉間の皺が深くなり、思わず嫌そうな顔をする。

　すぐにむっつりと無表情を装うが、瑠璃子はますます可笑しそうに笑う。

「安心なさい。あの子に捨てられたら私が拾ってあげるわ」

　冗談めかして瑠璃子は言うが、京耶は背筋にぞくりと来るものを感じた。

「ん、ごほん……ところで、どうしておまえが家の鍵を持ってるんだ」

「貴方に貰ったのよ。貴方は覚えていないでしょうけどね」

　薮蛇であった。

　妙に機嫌の良さそうな瑠璃子の声が、背筋にぞくぞく来る。

　彼女の台詞せりふが真実なら、それは京耶が因果と記憶を喪うしなう前の話だろう。

　つまり、瑠璃子が京耶の恋人であった頃だ。

「でも困ったわね。バロックがいないなんて」

「あっ、ああ。瑠璃子は何かあいつに用事があったのか？」

「例の『辻斬りジャック』よ、そろそろどうにかなりそうだから、色々と打ち合わせでもしようと思っていたの。まさか家にいないとは思わなかったわ」

「確かに、珍しいな……」

　京耶は妙にそわそわとして落ち着かない自分に気付いていた。

「まあ、そのうち帰って来るわよ。急にアイスが食べたくなってコンビニへ行きました、なんてよくあることじゃない」

「そうだな、あいつの場合はプリンシェイクを飲みたくなってだろうが」

　別段、心配することもないかと京きよう耶やは頷うなずいた。

「ところで貴方。夕食はとったの？」

「まだだ」

「なら折せつ角かくだし、私が作ってあげるわ」

「いや、そこまで甘える訳にもな。バロックが帰って来るまで待つよ」

「ふぅん」

　にこりと瑠る璃り子こが微笑ほほえんだ。

「私の手料理は食べたくないと言うのね」

「そ、そういうつもりもないんだが……」

「じゃあ問題ないわね」

「……そうだな」

　妙にぐいぐいと来る瑠璃子に押され、京耶は頷いた。

「なら早速始めましょうか、楽しみに待ってなさい」

　くるり、返事も待たずに瑠璃子は背中を向けて小走りにキッチンへと向かった。

　白いセーラー服の背中に、リボンで結んだ長い黒髪が尻尾のように揺れている。

　殆ほとんどスキップでもしているような、軽い足取りだ。

「何なんだ、あいつは」

　ここにバロックがいれば。

『くっ、私のいない隙に京耶の胃袋をぐっとゲットし嫁の座を奪うばい取るつもりだな！』

　ぐらいは言ってくれたかもしれない。

　京耶は首を傾げて瑠璃子を見送り、とりあえず手を洗った。

　荷物を二階の自室に置き制服のブレザーを脱ぎ、瑠璃子のいるキッチンへ向かう。

　キッチンはリビングに隣接しているのでまずリビングに行った。

　フローリングの床、リビングの隅ではキョウヤが子犬のくせに猫みたいに丸くなって眠っていた。ひょっとしてバロックを待ちくたびれて眠ってしまったのだろうか。

　京耶とは妙に相性が悪い子犬であるが、寝ている姿はぬいぐるみのように可愛かわいらしい。

　起こさないように足音を立てず、キッチンに入った。

　瑠璃子は流し台でトントントンッと手際よくキャベツを千切りにしている。

　ガスコンロの上にはフライパンと小さな鍋。フライパンからはパチパチと油の弾はじける音がしている。

　全体的に慣れた手つきをしている。料理そのものに慣れているのに加え、京耶の家のキッチンで料理をすることに慣れているのだろう。

　記憶を喪うしなう前の彼女が恋人だったという話が、急に真実味を帯びて来た。

　それに気付かないふりをするように、京きよう耶やは小さく首を振る。

「瑠る璃り子こ、何か手伝おうか」

「あら」

　少し意外そうに、瑠璃子が京耶の方へ振り返った。

　瑠璃色の瞳と赤い唇くちびるに、からかうような笑みが浮かんでいた。

　料理中の彼女は白いセーラー服の上に真っ白なエプロンをつけている。バロックが使っているものでサイズが少々小さいのかたゆんと膨らんだ胸元が窮屈そうだ。

「じゃあ、お皿を並べてくれるかしら。私は食べて来たから一人分で良いわ」

「わかった。ところで何を作ってるんだ」

「から揚げよ、後はキャベツの千切りに豆腐のお味噌汁」

「そうか」

「好きよね、から揚げ」

「嫌いではない」

「後は、ハンバーグにトンカツ、カレーだったかしら。貴方の好物ってわかりやすくてとても好きよ」

「……そうか」

　京耶は眉間に皺しわが寄り、厳しい表情を作る。

「嫌いではない。だが、好物というわけでもない」

「あらそうなの？　じゃあ何が好物なのかしら」

　くすくすと唇に指を当てて彼女は笑っている。

　京耶の目が泳ぎ、何かを探すようにキッチンを彷徨さまよった。

「…………ち、筑前煮」

「ぷっ……ふふ、ふっ」

　耐えかねたように、瑠璃子が吹き出した。

　背を曲げ肩を震わせ、お腹を抱えるようにして必死で笑いを堪えている。

　我慢しなければ大声で笑い出してしまいそうなのだろう。

　京耶は眉間に皺を寄せたまま、奥歯を強く噛んで唇を引き締めた。

　ぷいと顔を背け何も言わずに食器棚から皿を取り出し始める。

　そのうち、瑠璃子が我慢できずに笑い出したことは置いておこう。



　多少のアクシデントはあったが瑠璃子お手製の夕食が完成し、リビングのテーブルで随分と遅い京耶の夕食が始まった。

　京耶とエプロンを外した瑠璃子が向かい合うようにして座っている。

　メニューはキャベツの千切りを添えたから揚げに、豆腐の味噌汁。

　温かい味噌汁は思わずほっとするような、懐かしい匂いがする。

　寝ていた子犬のキョウヤも匂いにつられたみたいに起きて来た。

「ワン、ワンワンッ！」

　瑠る璃り子このことが一目で気に入ったのか、キョウヤは彼女の足元にちょこんと座ってつぶらな瞳で見上げている。

「貴方は食べちゃ駄目よ。体に悪いから」

　瑠璃子は身を屈めて、キョウヤの小さな鼻をつんと指先で突いた。

　身を屈めた時に白いセーラー服の大きく膨らんだ胸元がむぎゅっと餅をこねたみたいに形を変えた。

「ワフー」

　これまたキョウヤは素直に言うことを聞いてリビングの隅──キョウヤの定位置に戻るとドッグフードを食べ始めた。

　一連の流れを見ていた京きよう耶やは、何か釈然としないものを感じた。

「さあ京耶、冷める前に食べなさいな」

「ああ、いただきます」

　ぱちんと手を合わせて、京耶は箸を手に取った。

　早速、から揚げに手を伸ばした。作りたてでまだ熱い、少し焦げているが気にせず食べる。さくり、と強めに揚がった衣の歯触りが心地良い。

「美う味まいな」

　醤油を多めにした、和風の味付けが特に良かった。

「そう」

「ああ、美味い」

　もっくもっくとから揚げを食べて、ごはんを食べてキャベツをつまみ味噌汁を飲む。

　食が進む、気がつくと半分以上食べていた。

　ふと気付くと、瑠璃子がテーブルに両肘をついてこちらを見詰めていた。

　笑顔を浮かべている。赤い唇くちびるを緩めた穏やかな、木漏れ日のような笑顔だ。

　京耶が食事をしていると、バロックも時折こんな笑顔を浮かべることがある。

　味噌汁をまた一口飲み、京耶は言う。

「何だよ、じっと見て」

「別に、何でもないわ」

　言葉は素っ気無いが、声は優しい。

　そうか、と頷うなずいて京耶は食事を再開する、ふりをして、眉間に皺しわを寄せて何か気の利いた会話でもするべきだろうかと必死に考えた。

　あるいは、こういう場面では黙っていた方がクールだろうか？

　などと馬ば鹿かなことを考えていると、向こうの方が喋しやべりだした。

「どうということのない話なのだけれど」

「へっ？　こほん……ああ」

　うっかり出た変な声を抑えて、努めてクールに京きよう耶やは言う。

「貴方って、ごはんが美味しいと無口になるのよね。最初に何回か『美う味まいな』とか言ったきり黙々と食事を続けるの」

「……そうだったのか」

「昔から、そうだったわ」

　一瞬、瑠る璃り子この名前と同じ色の瞳に懐かしむような光が浮かんだ。

「意外に、子どもっぽい奴やつなんだな」

「ええ、貴方に似ているわ」

　瑠璃子の恋人──因果と記憶を喪うしなう前の守もり部べ京耶自身。

　今こうして瑠璃子の手料理を食べている京耶は何一つ覚えていない。

　思い出も真実も彼女の中にしかなく、京耶は何一つ彼女に告げるべき言葉を持たない。

「ごめんなさい。昔の話はするべきじゃなかったわね」

「いや、構わない」

「そう」

「だが瑠璃子、そう見られていると、食べ難いんだが」

「私のことは気にしなくて良いわよ」

「気になるんだ」

「ご馳走してあげているんだから、それぐらい我慢なさいな」

「食材は俺の家にあったやつだろ」

「あら、生の鶏肉を食べたかった？」

「ぬう」

　言い負かされたような気がして、京耶は顔をしかめた。

　何が楽しいのか、瑠璃子はくすりと笑う。

「好きよ京耶」

「なっ！」

「貴方が美味しそうにごはんを食べている姿が、とても好き」

「貴様……」

　思わず赤くなりかけた顔を、京耶は掌てのひらで隠す。

　何が楽しいのか、瑠璃子は穏やかな笑顔で京耶を見詰めている。

　深く静かな呼吸を一度、厳しい表情を取り戻した京耶が止まっていた箸を再び動かす。

　やはり美う味まい。色々と葛藤はあったが、美味い料理の前では棚上げにも出来る。

　瑠る璃り子こが幸せそうに見詰めているのも気にならない、わけではないが気にしない。

　箸は動き続け、京きよう耶やの腹は膨らみ、皿には欠片かけらも残さずきれいに食べ終えた。

「ごちそうさま」

　掌てのひらを合わせて、京耶は言った。

「おそまつさま、はい、お茶よ」

　絶妙のタイミングで差し出された湯飲みを受け取り、熱いお茶を一息に飲み干した。

　ふー、と京耶が思わず年寄りくさくも心地良い溜ため息いきを漏らす。

「美味かった」

　空になった湯飲みをテーブルに置こうとして、手が滑った。

　ごとっ、と重たい音がしてフローリングの床に落ちた湯飲みは幸い割れずに転がる。

「おっと、いか──」

　落とした湯飲みを拾おうと体を傾けた、バランスが崩れる力が抜ける体が落ちる。

「な……ん、だ…………」

　フローリングの床で京耶は立ち上がろうとする、手足が痺れてまともに動かない。

　ぐりぐりとまだ動く背中を使って辛かろうじて仰向けの形まで持って行った。

　顔に影がかかる。足音もなく近付いた影──瑠璃子。

「ああ駄目ね、あの子がいないと思ったら我慢できなくなったわ」

　あの夕食に薬が混ざっていたのか、京耶は気付くが今更どうにもならない。

　京耶の頭のすぐ傍そばに立ち、こちらを見詰めている。

　京耶は瑠璃子を見上げた、見詰めた、見てしまった。

　彼女の瞳は深い井戸の底のように、濁った暗闇を湛えていた。

　きっと影になっているせいだ。自分に言い聞かせる。無意味だと気付いている。

「る、るり、こ」

　口が上手く動かない。彼女は微動だにせず京耶を見下ろし。

　にぃ。

　と、デスマスクめいて冷たく微笑ほほえんだ。

「私は復讐の為に生きている」

　煮え滾る何かを無む理り矢や理りに抑え込んでいるような声だった。

「貴方が憎い。私を置いて行った貴方が憎い。私を忘れた貴方が憎い。私ではなくあの子を選んだ貴方が憎い」

　凍りついた微笑みと、炎が混ざった囁ささやき。

　彼女の中で暴風のようにきっと、憎悪は荒れ狂っている。

「な…………に、を……」

　ろくに動かない舌を震わせ、何かを言おうとした。

　だがもう瑠る璃り子こは言葉など求めてはいないのだろう。

「安心して、私はちゃんと理解してるわ。貴方は何も悪くない」

　でも──と彼女が囁ささやく。

「貴方を許せない」

　しゅるり、衣きぬ擦ずれの音がした。

　白いセーラー服の胸元で彼女がスカーフを解いた音だった。

　スカーフはふわりと舞い京きよう耶やの体の上に落ちた。

　ぽすり、続いて瑠璃子のスカートが彼女の足元に落ちた。

「や…………め」

「嫌よ」

　言葉と一緒に白いセーラー服が脱ぎ捨てられる。

　京耶の体は殆ほとんど動かない、目だけを辛かろうじて動かして彼女を見上げる。

　彼女は黒髪を結んだ白いリボンを解く、しゃらりと彼女の長い黒髪は扇のように白い背中の上を広がって行く。

「私を見なさい」

　楠くすの木き瑠璃子。

　長い黒髪に、名前と同じ瑠璃色の──今は酷く暗い──瞳、生々しく艶かしく赤い唇くちびる。

　白い肌、豊かな胸と腰を覆おおう下着、脇腹には『朧』の文字。

　太股に、小型拳銃を収めたホルスター。

「もう二度と私を忘れないよう、貴方の心に刻み込んであげる」

　彼女は倒れた京耶の胸に座り込み、顔を寄せて吐息も触れるほどの距離で囁いた。

　答えを求めず、彼女はその赤い唇で京耶の口を塞いだ。

　痺れた舌に、ひどく熱いものが絡みつく。

　床に横たわる京耶の体に、寂しげな蛇のように彼女の体が絡みつく。

　肌と肌が、肉と肉が、魂と魂が、溶けて混ざり合うように。

　瑠璃子の存在を近く強く感じる。

　瑠璃子の何かが流れ込んで来る。

　それはどろどろに溶けたチョコレートに似てどす黒く、流れる溶岩に似てどす赤い。

「ッッッッッッッ──────！」

　声にならない悲鳴を京耶は上げた。

　体の内側から、否、神経系に溶けた鉛を流し込まれるような激痛。

「わかる京耶」

　ぐわんぐわんと鐘のように、京耶の中で瑠璃子の声が響く。

「これが私の憎しみよ」

　これが私の愛あいよ──同時に、そんな声も聞こえた。

「見えるでしょう、感じるでしょう、受け取って私の想いを」

　流れ込む愛憎の熱量が増し、彼女の声が甘さを帯びる。

　喜びだ。歓喜の鮮やかなイエローが、目の前で明滅する。

「私の全部を、貴方に伝えてあげる」

　京きよう耶やにはもはや認識できなかったが、瑠る璃り子この脇腹の『朧』の文字、自身の首の後ろにある『ロールシャッハ』──二人の原げん罪ざい刻こく印いんが淡く輝いていた。

　京耶と瑠璃子の魂が、繋つながっていた。

　強く強く、鎖のように刻印が二人を結び付けていた。

　まさに文字通り、瑠璃子の想いが京耶に直接流れ込み続ける──

「愛してるわ京耶、どれだけ憎んでも足りないぐらいに」

『貴方の為なら何でもしてあげる。私の全部を貴方にあげる』

「あの子がしてあげたこと、私もしてあげる」

『あの子よりもっと深く、熱く、上手にしてあげる』

「だから私を愛して」

『だから私を憎んで』

















「貴方の中を、全部私だけで埋め尽くして」

『二度と私の事を忘れないで』

「好きよ京きよう耶や」

『大嫌い』

　瑠る璃り子この叫びが聞こえる。

「ねえ、私を愛あいして！」

　瑠璃子の細い腕が伸びて、白い指が京耶の首筋を絞める。

　ぎりぎりと、強くなったり弱くなったり、迷うように締め付ける。

　彼女の名前と同じ色の瞳から、ぼろぼろと涙が零れ落ちて行く。

　泣きながら、愛を求めて、首を絞める。

　その姿が、京耶にはどうしようもなく悲しく見えた。

　けれど京耶は彼女を愛していない。何も知らない。

　彼女の恋人だった男を、京耶は知らない。

　だから余計に、悲しく見えた。

　どうしようもなく、悲しかった。



　…………誰にも気付かれず、二階では京耶の携帯電話が鳴っていた。

　壁にかけたブレザーのポケットに放り込まれたまま、無機質なコール音を響かせる。

　ディスプレイには『如月きさらぎ早はや香か』の名前が明滅し、コール音、コール音、コール音、携帯電話の簡易留守番電話機能が動き出した。

『私、早香。信じられないかもしれないけど『辻斬りジャック』を見つけた。私は行きます。地図は添え付けたから、京耶も気付いたら来て欲しい……お願い。私、一人は少し…………不安だから』

　早香の声は消えた。携帯電話は『着信あり』の表示をディスプレイに残して沈黙した。



　──早香は最新式の携帯電話を置いた。

　本物の山やま城しろ道場は教室程度のサイズで、控えめに言って古びていた。はっきりと言えばボロい。目立たない位置ではあるが床板に穴が開いていた。

　一年前の彼女の祖父の死以来、この道場に足を踏ふみ入れたのは早香と妹の美み佳かだけだ。

　見回りを終えての夜稽古、妹の身を案じその不安をごまかすように木刀を振っていた。

　片側三つ編みに白い胴衣と蘇芳色の袴姿で右腕に重みを感じるまで素振りを続ける。

　木刀を置き、手ぬぐいで軽く汗を拭き、セフィロト社『十席』としての習慣で道場内にも置いていた携帯電話を手に取った。

『辻斬りジャック』の出現以来習慣と化している、見回りと同じぐらいに無意味なＧＰＳ機能の確認を行う。

　今まで妹の携帯電話から反応が返って来ることはなかった。

　だから今夜もさしたる期待はなく、早はや香かはＧＰＳを起動した。

　まさか、『辻斬りジャック』が京きよう耶やの連絡先を知りメールを送ろうとしていたなんて思いもしなかった。

「──！」

　反応があった。頭の中が真っ白になりそうな程に様々な思考が駆け巡る。

　このまま道場を飛び出し妹の元に向かいたいという欲求を抑え付け、早香はまず妹の救出に協力してくれると約束した京耶に電話をかけた。

　留守電になりメッセージを残し、地図データも添え付ける。

　これで良い。後詰が出来た。これで遠慮なく、何も考えず、妹の元に走れる。

「美み佳か！」

　妹の名前を叫び、彼女は道場の扉を蹴り飛ばすように飛び出した。

　道場から母屋に移動し玄関へ向かう、途中で傘立てから仕込み杖になっている番傘を引き抜き携帯電話と一緒に右手に握り締めた。

　母屋の引き戸も蹴り飛ばし、道路に飛び出た。

　外は暗い、月はない、星もない、代わりに分厚い黒雲が空を覆おおい雨を降らしている。

　水溜りを蹴散らしながら、右手の番傘をさしもせずに彼女は駆かける。

　ＧＰＳが示した場所は遠い、駅に近い、飲み屋などが集まっている一角だ。

　急がねば、相手が携帯電話の電源をオフにする可能性もある。

　雨が彼女を打つ。その冷たさを彼女は意識しない。

　白い胴衣が蘇芳色の袴が水を吸い、あるいは地面から跳ねた水で汚れる。

　彼女は気にしない。人通りが多い道を傘もささずに走る彼女は通行人の注目を集めたがそれも気にしていない。

　それほど急ぎながらも、他人と全くぶつからず走れるのは剣士の鋭さあってだろう。

　辿り着いた。

　表通りと表通りに挟まれた裏通り、二つのビルの間、ビルとビルの最上階あたりに双方を繋つなぐ通路が渡され、丁ちよう度ど屋根のようになっている場所。

　そこで、『辻斬りジャック』は。

「いえーい……んー、上手く撮れないなー」

　携帯電話のカメラで、自分撮りに悪戦苦闘していた。

　早香はぎりぎり屋根の外、ジャックまでは三歩の距離。

　ジャックの行動が馬ば鹿か馬ば鹿かしいと、気を抜くほど彼女は愚おろかではない。

「美佳！」

　しかし、妹の名前を呼んでしまう程度には愚おろかだ。

　案の定、彼女は言った。

「誰だって？　ボクの名前は『辻斬りジャック』だよおねーさん」

　シャギーを入れたショートカットにシルクハット、古びたロングコートに乙女趣味なピンクのワンピース。

「あっ、でも丁ちよう度ど良かった。ねえ、おねーさんさ、携帯電話で上手に写真を撮る方法って知らないかな。ボクのカワイイ写真がなかなか撮れないんだよ」

　道化師のようにふざけた笑顔、玩具おもちやのようにピカピカ光るナイフ。

　その足元に、一つ死体が転がっていた。

『ゲーム』ではなく、現実で、誰かが死んでいた。

　流れ出た血は、コンクリの地面でどす黒い水溜りのようになっている。

　暗くて誰が死んでいるのかわからない、男なのか女なのかもわからない。

　わからない。わからない。わからない。わからない──

　早はや香かは自分の呼吸が乱れるのを感じた、心臓が意味もなく激しく脈打ち胃から何か酸いものが込み上げて来る。

「……ってあれ、おねーさん、聞いてる？」

　機嫌良さそうに語っていたジャックが、怪訝そうに小首を傾かしげていた。

『辻斬りジャック』は一滴の返り血も浴びていなかった。

　相当な剣速がなければ不可能な技だと、早香は祖父に教えられた知識で知っている。

「わかった！」

　小首を傾げて何か考えていたジャックが、ぱぁんと掌てのひらを打ち会心の笑みを浮かべる。

「わかったよ、おねーさん、この死体にびっくりしてるんだ！」

　早香は図星を突かれた。

　はぁはぁ、と荒い呼吸だけが漏れて声が出ない。

『ゲーム』の中でなら何度も人を斬ったことがある。現実と何ら違わぬリアリティだと実際に人を斬ったことがない彼女でも思う手応えがあった。

　しかし、死体はない。『ゲーム』の中に死体はない。重傷を負えばすぐさま現実世界へと戻され傷一つない自分の体に戻れるからだ。

「ダメだなーおねーさん。『ゲーム』だけで人を殺した気になってちゃ。やっぱりバランスが大事だよ」

　ナイフの柄で持ち上げるようにしてシルクハットを支え、ジャックはうんうん、と満足そうに深く頷うなずいている。

「やっぱり、人ぐらい殺しておくべきだと思わない？　ねえ、おねーさん。ねえってば、おねーさん？」

　本物の死体を間近にすることが、ここまで衝撃的だとは早はや香か自身意外だった。

　見たくない、けど死体に目が行く。暗い、良く見えない、だが漠然と見えてしまう。

　胸を刺され、首筋を抉えぐられた死体。

　落ち着け落ち着け、と彼女の脳裏で何かが燻ぶる。

「おーい、おねーさーん。ねえってば、何で無視するのさあ」

　斬り殺された無残な死体ぐらい見たことがある、どこで見たのだろうか。

　上手く思い出せない、水で滲にじんでしまった絵のように思い出せない。

　祖父だ、早香の祖父、剣士。「おれぁ、今日死ぬかもしれん」笑いながら酒を飲んで、刀を手に出かけて、心配になった早香がこっそり、ついて行った。

「おねーさんってば！」

　霧のかかったような映像が脳裏を過ぎる。切れた糸が繋つながるように何かを思い出す。

　夕焼けの赤色の中。

　刀を手にした祖父と相対する男、青年、自分と同じぐらい。

　死神のような目をした、暗闇色の男が、剣を抜く。

　斬り合いが起こる。刃が祖父を切り裂く。死ぬ、死ぬ、死ぬ、死ぬ。

　殺した男の顔、顔は、顔は──目が合った。死神の目を見てしまった。何もない。

　虚無を塗り固めたような瞳、眉間に皺しわを寄せた気難しい顔立ち。

　彼女は死神の顔を知っていた。

　死神は京きよう耶やの顔をしていた。

　京耶の顔をした死神が血塗れた剣を彼女に向けた。

「ボクを無視するなああああああああああああああ！」

　死神の剣が振り下ろされる。

「うわああああああああああああああああああああああああああ！」

　鬼の形相で叫んだジャック以上に声を張り上げた早香。

　わけもわからず、体が動いていた。

　得意の居合いもなにもない、右手の携帯電話を放り出して、右手で番傘を握り締めて。

　無茶苦茶な動きで番傘を振り回した、すっぽ抜けた。

「うわっ！」

　ジャックが驚きの声をあげ、すっぽ抜けて飛んで来た番傘をナイフで切り払った。

　古びたコートが揺れ、シルクハットが頭から落ちる。

「あああああああああああああ！」

　雄叫びを上げ早香は動いていた。剣士として積んだ修練が無意識に動かしていた。

　すっぽ抜けた番傘は仕込み刀だ。彼女の手にはまだ鋭く真まっ直すぐな刃が残っている。

　蘇芳の袴をはいた足が地面を踏ふみしめる、白い胴衣を揺らし、右手の刃を振り上げる。

　振り上げ、大上段からジャックに向けて振り下ろした。

　当たれば刃の方もへし折れるだろう、凄まじい力の篭った、速い一撃だ。

　ざしゅり、と。

　早はや香かの刀は届かなかった。

　明暗を分けたのは取り乱した剣士と普通の殺人鬼の差か、あるいは、相手が妹の体であることを思い出したのか。

　早香の刀が振り下ろされるより早く、ジャックのナイフは早香の肉を刺していた。

「……あ、あ…………ああ」

　炎が衰えて消えるように、彼女の叫びは小さな声になって消える。

　振り上げた右手から力が抜け、仕込み刀が地面に落ちる。

　かららんと刃が落ちるのに続いて、彼女の体も倒れて行った。

「…………助け、て」

　誰に向けたのかわからない言葉は、誰にも聞こえない程に小さく夜の空気に溶けるようにして消えて行く。

「うーん。うっかり殺しちゃったけど、良かったのかな？　びっみょーに、見覚えがあるようなないような？」

　ジャックは何か興味深いものでも見るように倒れた彼女をしげしげと眺めている。

　早香の頬ほおに、濡れた片側だけの三つ編みが涙のように張り付いていた。

「んー、これは普通に助からない感じだぞ」

『辻斬りジャック』がしゃがみ込んで、早香の傷を見た。

「なーんか気になるけど、ま、良いや！」

　ナイフを古びたコートの内側に収め、シルクハットを被り直す。

　にへらっ、と急に緩んだ笑みを浮かべた。

「ボクの写真、キョウヤ喜んでくれるかな。喜んでくれるよね。楽しみだなあ、もうすぐプレゼントも完成するし」

　ご機嫌に、ジャックはまるで踊るようにくるりとその場で一回転。

　頭のシルクハットは手で押さえ、コートの裾がふわりと揺れた。

「さって、帰ろうかな──幻象空間演算開始」

　呟つぶやきと共に、ジャックと早香の体が光に包まれ、光と共にその姿は消えた。

　後に残ったのは、石ころのように忘れ去られた死体だけ。

　ビルとビルを繋つなぐ廊下の下で、雨にも触れられることなく、何もなく、死体だけ。



「絶望の匂いがする、わたしが救うべき匂いがする──」










第七話　夜明けの招待状ミツドナイト・ラピスラズリ



　とうに昇り始めた朝日が、リビングに差し込んでいた。

「まだ、痺れが残ってるな」

　金色の右目を歪ゆがめるように顔をしかめ、京きよう耶やが体を起こした。

　床の上であぐらをかき、掌てのひらを開閉したり腕を回したりと体の調子を確かめる。

　痺れ薬が麻酔の効果も発揮したか、一晩固い床の上にいたが体に痛みはない。

　無意識に触れた、首の後ろの『ロールシャッハ』の原げん罪ざい刻こく印いん。

　流し込まれた瑠る璃り子この感情のことを思い出す。

　その証あかしのように、首には絞められた痕が残っていた。

　壁にかかった時計を見た。午前十時前、学校は遅刻確定だ。

　食卓の上には昨夜の夕食の、京耶が平らげた皿が残ったままだ。

　子犬のキョウヤは定位置であるリビングの隅で餌皿に新しく盛られたドッグフードを元気良く食べている。

「わおん？」

　キョウヤと目が合った。普段なら間違いなく険悪な声で唸うなってくるのだろうが、今朝は珍しくそうならず、むしろ何だか同情的な『おまえも大変だな』とでも言いそうな目を向けドッグフードに戻った。少し、京耶とキョウヤの心の距離が縮んだかもしれない。

「まさかな」

　犬に同情された男は疲れた体を床から引き剥がすように立ち上がり、もう一度体の感触を確かめるように大きく伸びをした。

「まずは着替え……いや、顔でも洗うか」

「どうせなら、シャワーでも浴びなさいな」

　言葉と共にリビングのドアが開いて彼女が姿を見せた。

「……瑠璃子」

「ワンッ！」

　京耶はどんな顔をして彼女の顔を見れば良いのかわからず、結局、いつもの眉間に皺しわを寄せた厳しい表情を浮かべた。

　キョウヤの方は嬉しそうに瑠璃子の足元まで行き尻尾を振ってぐるぐる回っている。

　彼女は瑠璃色の瞳を細めて、小さく微笑ほほえんだ。

「気持ち良かったわよ」

　シャワーを浴びてきたばかりなのだろう、リボンを結ばず背中に流した長い髪は湿り気を帯びて普段より深い黒色をしていた。

　そして丈の短いワンピースのように京きよう耶やのカッターシャツを着ている。

「それと服を借りたわ」

　襟えり元もとのボタンを一つ開けて覗のぞく首筋から肩のライン、胸の谷間、すらりと伸びた足。

　マシュマロで作った林檎のように豊かな胸が二つ、カッターシャツの生地を押し上げボタンの隙間からも肌が覗いていた。

　湯上がりで火照った肌は僅わずかな桃色を帯び、実に目のやり場に困る格好だ。

「そうか」

　眉間に皺しわを寄せたまま京耶は頷うなずき、さり気なく目線を逸そらした。

　心の中を丸ごと全部、曝け出したというのに平然としている瑠る璃り子こが理解できない。

「ふふっ」

　そんな京耶の心境すら読みきっているように、瑠璃子が艶かしく赤い唇くちびるを吊り上げた。

「朝ごはんはどうするの？　良ければ、私が作ってあげましょうか」

「いらない」

「あら、今度は何も混ぜたりしないわよ」

「違う、食欲がないんだ」

「本当にー？」

　瑠璃子はわざわざ前屈みになって、京耶の顔を覗のぞき込こむ。

　京耶は首を曲げて瑠璃色の視線から逃げる。

　食欲がないのは本当だ。胃の辺りに重たいものがたまっている感じがする。

「なら、夜明けの珈琲はいかが？」

「それもいらん。まったく、貴様もバロックと同じことを言う──」

　失言だと、自分で理解した。

　瑠璃子の目から光が消えた。昨夜見せた深い井戸の底のように暗い瞳に変わる。

　しかし、それもほんの一瞬、すぐに元に戻った。

「馬ば鹿かな人ね、こんな時に別の女の名前を呼ぶなんて」

　ふわり、黒髪を揺らして彼女は京耶に抱きつく。

　ぎゅっ、とカッターシャツ一枚だけで遮さえぎられた柔やわらかな膨らみを押し付け、蛇が絡むように両腕を京耶の首筋に回し、体全体でべったりと抱きついた。

　彼女の長い黒髪は、白く温かな肌は、石せつ鹸けんの清潔な香りがする。

　半ば生理的な反応とはいえ、京耶はこんな状況でも体を熱く顔を赤くする己を呪う。

　彼女の胸は豊満で柔らかく、シャツの布地越しに嫌でもその感触が伝わってしまう。

「そうだ、バロックだ！」

　思わず声を上げた、昨夜から帰って来ない。

「連絡はなかったわ」

　正面から首筋に絡めた瑠る璃り子この両腕、掌てのひら、指先が京きよう耶やの背中を撫でる。

　首筋にある『ロールシャッハ』の原げん罪ざい刻こく印いんを羽箒のように細い指先がくすぐっていた。

　京耶の眉間の皺しわが深くなる。どうやって瑠璃子に対処するべきなのかわからない、死神が宿るほど磨き上げられた剣の業もこんな場面では何の役にも立たない。

　結果として瑠璃子を睨むようになっているが、肝かん心じんの瑠璃子は微笑ほほえみを浮かべたまま平然と京耶の背中を撫でている。

　誰か助けてくれと叫んで逃げたい気分だ。

　こんなことならば、もっと他人とのコミュニケーション能力を磨いておくべきだった。

　手遅れにも程がある後悔だ。

「さすがに、妙ね。何の連絡もなしに一晩空けるような子じゃないもの」

　本当に、何事もなかったかのように瑠璃子はバロックを気にしている。

「そうだな……」

　京耶は今更になり早はや香かの気持ちを実感として理解した。自分にとって大切な人間がいなくなれば、それが非効率的で無意味だと理解していても探しに行きたくなる。

　何もしないでいると、落ち着かない。

　ぐっ、と少しばかり瑠璃子が首筋に回す腕に力が篭った。

　京耶の背中に、瑠璃子の指先が爪を立てた。

「駄目よ。理解しているなら、無駄なことをするのは止しなさい」

「わかってる」

　石せつ鹸けんの香りを吸い込みながら、京耶は深い呼吸をして心を落ち着かせる。

　今、何の情報もなく飛び出すのは感傷でしかない。

「わかってるさ……」

　強く、京耶は奥歯を噛み締めた。

「ねえ京耶」

　囁ささやくように瑠璃子が言う。

「貴方、凄すごく汗臭いわよ」

「おまえのせいだよ！」

「ふふっ」

　理由は不明だが、瑠璃子はくすりと楽しそうな声を出した。

　京耶は少し気が抜けて、ふう、と肩の力も抜いた。

「……シャワー、浴びて来る」

「行ってらっしゃいな。ねえ、珈琲とトーストぐらいは食べられるわよね？」

「食欲がない」

「ダメよ、朝ごはんはきちんと食べなさい」

　するりと、瑠る璃り子こが京きよう耶やの首筋に回していた腕を解いた。

　そのままあっさりと背を向けて、カッターシャツ一枚だけの瑠璃子はキッチンの方へと行ってしまった。

　自然と込み上げて来た溜ため息いきを一つ、京耶は素直にシャワーを浴びに行った。



　熱いシャワーを浴びて浴室を出る。アイロンのかけられたカッターシャツにスラックス等の着替えが用意されていた。瑠璃子が気を利かせてくれたのだろう。

　京耶は着替え、半ば習慣的に二階の自室に戻りブレザーを羽織りネクタイを締めた。

　時間的にはとっくに遅刻だが、いつもの制服姿になると再びリビングへ。

「良いタイミングね。トースト、焼けたわよ」

　丁ちよう度ど、瑠璃子がトーストと珈琲をテーブルの上に置いているところだった。

　皿に載せたトースト一枚、バターのパック、マグカップに淹れた珈琲は二人分だ。

　彼女の方もカッターシャツ一枚の姿から白いセーラー服に着替え終わっていた。

「あ、ああ」

　曖あい昧まいに頷うなずく京耶。普段はバロックがしていることを瑠璃子がしている。

　バロックと瑠璃子が入れ替わったような、とは言いすぎだろうか。

　京耶は奇妙な気分で食卓に座り、瑠璃子もその正面に腰を下ろした。

「食べないの？」

「いや、食べる。いただきます」

　さして空腹ではなかったが、トーストにバターを塗り口に運ぶ。

　食べながら、京耶は珈琲を一口飲んだ。

「やっぱり、珈琲はブラックで飲むのね」

　自分の珈琲に砂糖とミルクを入れながら瑠璃子が独り言のように言った。

　京耶は表情を変えまいとしたが、金色の右目がぴくりと動いてしまった。

　幸い瑠璃子は気付いた様子もなく、カフェオレ色の珈琲を唇くちびるに運んでいる。

　艶かしく赤い唇が、白いカップの縁に触れて赤い月のようだ。

　静かにマグカップをテーブルの上に戻し、彼女は言う。

「バロックのことだけれど。どこか、あの子がよく行く場所とかあるかしら」

「……学校？」

「それなら、今頃連絡の一つも入っていそうだけど」

「そうだな、後は友だち……いるのかあいつに？」

　帰って来ないバロックの手がかりは驚くほど少ない。

　京耶は早々に暗澹たる気分になる。人探しの何と面倒なことか。

「そうね、セフィロト社の力を使えば……」

『辻斬りジャック』用に、ヒカリータウンユーザーの端末に忍び込ませることになっているシギントを使えば手がかり程度は手に入るかもしれない。

　不意に、無機質な電子音が響いた。

「私の電話みたい、少し、失礼するわ」

　瑠る璃り子こが横を向き、ポケットから携帯電話を取り出した。

「もしもし……落ち着きなさい彩あや乃の、大変じゃわからないわ。最初から話して」

　京きよう耶やはふと思い出し、ブレザーのポケットに突っ込んだままになっている自分の携帯電話を取り出した。冷静に考えれば、バロックからの連絡は固定電話でなくこちらに入っている可能性が高い。

　丸一晩放置した携帯には着信、留守電と、メールが届いていた。

　京耶は安堵の息を吐いた。バロックが京耶に電話をかけたが繋つながらず、仕方なくメールを送った。そんな希望的観測を抱いたからだ。

　しかし、希望的観測は所しよ詮せん希望である。

　着信は早はや香かからで、若干の落胆を味わいながら京耶は留守電を再生した。

　そして、酷く険しい顔をした。

　どういう方法かはともかく、早香が『辻斬りジャック』を見つけ、挑んだ。

　決着はどうなった。

　逸はやる気持ちを抑えながら、京耶はメールの方を見る。

　見知らぬアドレス、『かわいいボクの写真だよ』というふざけたタイトルだ。

「ボク……まさか」

　メールを開いた。添え付け画像がある。京耶の予想通りの人物が映っている。

　サービスショットのつもりか、ピンクのワンピースの襟えり元もとを指先で少し開け、見えそうで見えない胸元を演出、悪戯っぽくウインクをしていた。

『辻斬りジャック』からのメールだった。

　慌てて本文を開く。

『キョウヤ！　ボクとデートしよう！』

　テンションの高い書き出しだった。

　思わず、京耶は眉間に皺しわを寄せた。

　メールの続き。

『キミのためにとっておきのプレゼントも用意したんだ。え？　それは何だって？　そーれーはー、ひ・み・つ♡

　でも、きっとキョウヤは気に入ってくれると思うよ。ボクとっても頑張ったんだ。

　キョウコって凄すごく良い人がボクに協力してくれてさ。

　あ、絶対来てね、来てくれないとボク泣くからね。

　わざわざキョウヤに電話して五時間ぐらい泣くから、五時間だよ、五時間もあったらおなかがすいちゃうでしょ。そんなの大変でしょ？　だから絶対来てね。

　勿もち論ろん、キョウヤ一人でだよ、折せつ角かくのデートだもん。

　待ち合わせはー、うーん、今日の十二時でどうかな、場所は──』

　メールを読み終えた後も、京きよう耶やはしばらくディスプレイを睨んでいた。

　さらりと文面の中に登場した『キョウコ』の名前、『辻斬りジャック』が用意したプレゼント、嫌な予感しかしない。

　深読みのしすぎ、裏の読みすぎ、論理の飛躍だと自覚しながらも──京耶はプレゼントの文字に、いなくなったバロックを関連付けずにはいられない。

　殺人鬼のプレゼント、そこには猟奇的で残酷なイメージが付きまとう。

　全て京耶の考えすぎであって欲しいと、むしろ強く望む。

　携帯電話を握り締める京耶の手に、思わず強い力が篭った。

　そしてもう一つ、最悪なことがある。『辻斬りジャック』のメールのタイムスタンプは早はや香かの着信よりも遥かに後であるということだ。

　早香がどうなったのか、想像するのは難しくない。

　京耶の耳に、電話中の瑠る璃り子この焦った声が届く。

「『死神』を追わせていた『第四席』の死体？　死因は？　刃物？　ナイフね。まだあるの……早香が行方不明ですって！　落ち着きなさい彩あや乃の、すぐそっちに行くわ」

　通話を終えた瑠璃子は頭を抱えた。

「ああもう何なのよ。バロックはいなくなる、『第四席』が死ぬ、早香も行方不明！」

　彼女はすぐに気を取り直したように、京耶の方を向き直った。

「悪いけれど、一度会社に顔を出して来るわ」

「ああ」

　早香は『辻斬りジャック』の元に向かうという留守電を残した、その後に『辻斬りジャック』からのメールが届いた。

　瑠璃子によれば早香は現在行方不明である。

「……無事だと良いな」

　その可能性が恐ろしく低いことを理解していながら、京耶は言った。

「……そうね」

　じっ、と瑠璃子は何十秒も京耶を見詰めて頷うなずいた。

　ゆっくりとした動きで、スカートの下に隠した小型拳銃を抜き、突きつける。

「何か、隠してるでしょう」

「隠してない、けど、嫌な予感がする」

　京きよう耶やはゆっくりとした動きで、『辻斬りジャック』から届いたメールを見せた。

　瑠る璃り子この銃口は京耶の額をむいたまま、瑠璃色の瞳だけを動かしてメールを読んだ。

　読み進むごとに瑠璃子の瞳は鋭く細められる。

「バロックが何らかの理由で、『辻斬りジャック』、もしくはキョウコに拉致された可能性はどれぐらいあると思う」

「考えすぎよ。根拠薄弱にも程があるわ」

「俺もそうだと思いたい。けど、早はや香かとの約束があるからどっちにしろ行かないとな」

「約束？」

「妹を助けてくれって頼まれたんだよ。一応、引き受けたからな」

「そう、早香とそんな約束をしていたのね」

　ふっ、と儚げな笑みを口元に浮かべて瑠璃子は銃を下ろした。

　次の瞬間。

　テーブルの上に身を乗り出して京耶の首を絞めた。

「グッ──」

　喉を絞められ京耶が呻うめく。

　瑠璃子の指は首筋に強く食い込み爪が刺さりそうな程だった。

「良いわ。許してあげる。今度はちゃんと私に話してくれたから」

　恐ろしく静かな声で、暗闇を宿した双眸でじっと見詰めて彼女は囁ささやいた。

　その暗い双眸は現在ではなく過去を見ているように思えた。

　一年前の京耶が、何も言わず瑠璃子を捨てたその過去を。

「く……あっ」

　苦痛に顔を歪ゆがめた京耶が、意味を持たない声を漏らす。

「先に行くわ」

　瑠璃子が手を離す、小型拳銃を太股に戻し、席を立つ。

　何事もなかったかのように長い黒髪をかき上げてリビングを出て行こうとする。

　げほんと京耶は激しい咳をし、長い黒髪の揺れる白いセーラー服の背中に声をかけた。

「瑠璃子……気をつけてな」

「貴方こそ」

　瑠璃子は立ち止まった。しかし、振り返らなかった。

「ちゃんと帰って来なさい。でないと私、貴方の後を追うわよ。地獄の底までだって、追いかけてあげるわ」

　冗談のような言葉を、少しの冗談も混ざらない声で言い、瑠璃子は出て行った。

　玄関のドアが閉まる音がして、京耶は瑠璃子に絞められた首を撫でた。

「くぅーん？」

　京きよう耶やとキョウヤだけが残された家、不思議そうな声でキョウヤが鳴いた。

「バロックがいないと、静かだな」

「わんっ」

「瑠る璃り子こがいたから、あんまり気にならなかったけどな」

「わぅ……」

　それきり一人と一匹は黙り込んだ。チクタクと時計の針だけが進んでいた。

「俺も行って来る、おまえはどうする？」

　京耶は、リビングの隅にいるキョウヤの方を向いて問う。

　キョウヤは京耶の視線を受け止め、子犬のくせに子猫のようにぐるりと丸くなった。

「留守番か」

　きっと、キョウヤはバロックが必ず帰って来ると信じているのだろう。

　京耶は『辻斬りジャック』の招待状をもう一度確認して席を立った。

『辻斬りジャック』の元へ向かう。

　早はや香かと交わした約束を守るために。

　他には何一つ、出来ることはなく、守れるものも京耶にはなかった。










第八話　堕天使たちワンサイド・ラブ



「悪いな、待たせたか？」

「ううん、ボクもさっき来たところさ」

「本当は？」

「えへへー、二時間前から待ってたよ！　キョウヤは遅刻だね」

「待ち合わせ時刻の十五分前に到着して遅刻扱いとは斬新だ」

　午前十一時四十五分。

　京耶と『辻斬りジャック』は、日ひ雁かり高校の屋上にいた。

　午前最後の授業中の学校は酷くしんと静まり返っていた。

　今日は六月のわりには天気の良い日で、屋上は少し暑いぐらいだ。

「もー、キョウヤはダメだなー、デートって言えば、こういうやり取りが必ひつ須すなんだよ」

　いつかのバロックのように、転落防止用フェンスの上に腰掛けた彼女は足をぶらぶらと振りながら言う。

　シャギーの入ったショートカットに黒のシルクハット。ピンクのワンピースの上に着た古いコートの裾が足と一緒に揺れている。

　慎み深く、右手でシルクハットを、左手を股の間に入れてスカートを押さえていた。

「そうか、そういうものか」

　いまいち理解できないように、眉間に皺しわを寄せた京きよう耶やが曖あい昧まいに頷うなずく。

「うんっ、そういうものだよ」

『辻斬りジャック』は無む垢くな少女のように微笑ほほえんだ。

　とても、殺人鬼には見えない微笑みだった。

　支離滅裂で何を考えているのか理解できない殺人鬼には見えない微笑みだった。

「バロック、という名前に心当たりはあるか？」

「えーと、誰？」

　きょとんと、ジャックは首を傾げた。

　キョウヤは表情こそ変えなかったが、内心で安堵した。

　杞憂は杞憂に終わったのだ。

「なら、如月きさらぎ早はや香かは」

「んー、あ、ひょっとして片側三つ編みの女の人？　それなら昨日殺したよ」

　無垢な笑顔を浮かべたまま彼女は言った。

「……そうか」

　概ね予想通り、こちらの杞憂は杞憂で終わってくれなかった。

　だが覚悟は決まった。バロックの不在は一旦棚上げするしかない。

　早香との約束を守る。

　どんな代償を支払うことになろうと『辻斬りジャック』──山やま城しろ美み佳かを救ってみせる。

　それが、如月早香にしてやれる唯一つの事だ。

「何が望みだ、『辻斬りジャック』」

「あれ、言わなかった？」

　ジャックは少し驚いたような顔をして、ぴょこんとフェンスの上から飛び降りた。

　片手でシルクハット、片手でスカートを押さえたまま、ばさりと翼のように古いコートを羽ばたかせ危なげもなく落ちてくる。

「ボクはね、キョウヤのトモダチになりたいんだ！」

　ふわり、着地と同時にワンピースとコートの裾が膨らみ、すぐに萎んだ。

「……は？」

　その言葉は、確かに覚えていた。

　しかし……まさか、本当に、殺人鬼の願いが、そんなことでありえるのか。

　京耶は殆ほとんど頭痛を堪えているように顔を歪ゆがめた。

「それ、本気で言ってるのか？」

「だって、ボクが殺人鬼だから誰もトモダチになってくれないんだもん」

「まあ、普通はそうだろ」

「うんっ！　自慢じゃないけどボクって一人もトモダチいないからね！」

　何な故ぜか自慢するように、古びたコートの腰に手をあてえっへんと胸を張る。

「でも、キョウヤならボクのトモダチになってくれると思ったんだ」

「俺がぁ」

「ボクは殺人鬼でキョウヤは皆殺しの《影男シヤドウマン》だよ」

　えへっ、とはにかんで少女が笑う。

「お似合いだと思わない？」

「…………一緒にするな、殺人鬼」

　仮面舞踏会の時と同じように、しかし仮面舞踏会の時よりは弱く、京きよう耶やは拒絶した。

『辻斬りジャック』は、あの夜のように泣きはしなかった。

「キョウヤは照れ屋さんだね」

　妙に大人びた態度でくすりと、口元に手を当てる。

「でも大丈夫、ボクはわかってるから」

　すっ、と音もなく彼女は京耶のすぐ傍そばまでやって来た。

　こんな場面でなければ、相手がジャックでなければドキドキするだろうほどに近く、殆ほとんどキスをするように彼女は顔を近付ける。

「キョウヤの為に用意したプレゼント、受け取って欲しいな」

　子どものような彼女の瞳は硝子がらす球だまのように透き通り、きっと京耶のことなど何一つ理解してはいなかった。

「ボクのプレゼント、新しい『ゲーム』が出来る姿を一緒に眺めようよ」

　彼女は無邪気に京耶の手を握り、フェンスの方へと引っ張って行く。

　その気になれば、この瞬間にでも彼女の喉首を掻っ切ることは出来ただろう。

「あ、ああ？」

　彼女側が主導権を握っているカップルのように、京耶は戸惑いながら手を引かれる。

　シルクハットのつばで上手く影を作り、彼女は晴天の空を見上げた。

　京耶も掌てのひらで影を作り同じように空を見上げる。

　空にはまさに、中天に達しようとしている太陽が輝いていた。

「始まるよ」

　それが合図であったように──太陽が黒く染まり、地震が起きた。

「なんだ！」

　京耶が叫ぶ、足元の静まり返った校舎からも悲鳴が上がる。

　そう強い地震ではない、しかし、地面ごと空へ引っ張られているような奇妙な地震だ。

　揺れも治まらず、校舎の悲鳴はまるで拷問でも受けているように激しくなる。

　思わず耳を塞ぎたくなるような悲鳴が無数に──恐らくは学校にいる人の数だけ響く。

　否、校舎の向こう、学校の外、たまたま道を歩いていたサラリーマンも老人も、子連れの母親も、みんな、地面に転がり苦しみもがいている。

「何だよこれ！　何が起きてるんだ！」

　京きよう耶やは思わずフェンスを握る手に力を込め、目を見開いてその光景を睨んだ。

　隣の『辻斬りジャック』は子どものように無邪気に笑って京耶に語る。

「この街の全部を新しい『ゲーム』の世界にね、連れて行ってるんだよ」

「な、何を言ってるんだおまえは」

「アハハ、さっきから『ナニ』ばっかりだねキョウヤ」

　玩具おもちや箱を開ける直前のように、ジャックの瞳は輝いていた。

「えーとね、キョウコが言うにはさ。あの黒い太陽が街中の人に原げん罪ざい刻こく印いんを施してるらしいよ。この地震は街中全部を再現した擬似『遺産レガシー』を作ってるからだってさ」

「おい、何だよそれ。大丈夫なのか！　ああくそ、また何を使っちまった」

　軽いパニックを起こしているせいで普段より京耶の口調には余裕がない。京耶は思い出している、己が原罪刻印を施されたときの脊せき髄ずいに電流を流し込まれるような苦痛を。

　幸い、京耶の場合は短時間で終わった。だが、校舎から聞こえる悲鳴は激しくなるばかり、視線の先で道に倒れた人々はもがき苦しみ続けるばかり。

「ん、大丈夫だよ。二、三割ぐらいかな。多分、適応できなくて死んじゃうらしいよ」

　ジャックはあっさりと言った。

　京耶は思わず彼女を見た。

　その視線をどう解釈したのか。

「めっ」

　ジャックは京耶をたしなめるように、お姉さんぶって言う。

「ダメだよキョウヤ、数が減っちゃうぐらい我慢しないと。たった二割か三割なんだし」

　こいつは何を言っているんだ──京耶は叫びたい気分だった。

　人口の二割から三割の死者を『たった』と形容できるのは流石に殺人鬼の感覚か。

　どうしてそんな犠牲が必要になるのか。

「楽しみだな。新しい『ゲーム』の世界はね、みーんな、キョウヤの敵なんだよ。みーんな、キョウヤを殺そうとするんだ。キョウヤを憎んでる！　ねえ、これなら照れ屋のキョウヤでも人を殺すでしょ？　殺せるよね？　ボクと一緒だよね！」

　ジャックが笑顔を浮かべている、満面の、太陽のような笑顔を浮かべている。

「おまえは……おまえは…………」

「新しい『ゲーム』の世界で、ボクと一緒に沢山殺して遊ぼうね」

　彼女の笑顔は、子どものように無む垢くで無邪気だ。

　ああ、つまり、『辻斬りジャック』はこう言っているのだ。

　この現状を引き起こしたのは、守もり部べ京きよう耶や──おまえだと。

　目の前が白くなる、裏腹に頭の中は覚めて行く。

「今から、これを止める方法はないのか」

「なんで？　止める必要なんてないじゃん、だから止める方法なんてないよ」

「そうか……そうだな、そうだろうなあ」

　止める方法はない、ああそうだろう。

　京耶にだって皆目見当がつかない。何をすれば良いのかわからない。

　どうしようもない。『たった』二割、三割の人間が京耶のせいで死ぬ。

　死ぬのだ。何も出来ず。

「どうしたのキョウヤ？　凄すごく怖い顔してるよ？　ね、ボク、何か悪いことした？　キョウヤに喜んで貰もらおうと思って頑張ったんだよ……」

　どれだけ暗い表情だったのか、ジャックが心配そうに京耶の顔を覗のぞき込こんでいた。

　うるうると涙が浮かんだ、本当に心配そうな、欠片かけらほどの邪気もない顔だった。

　無知で無垢で愚おろかな、幼子の顔だった。

「いや……」

　京耶は今まで、『辻斬りジャック』のことなど真面目に考えた事がなかった。

　いかれた殺人鬼、如月きさらぎ早はや香かの妹の肉体を乗っ取った何か。

　今になって思う。もう、手遅れになってしまって思う。

　誰も、彼女に、当たり前のことを教えなかったのだ。

　誰も、彼女に、当たり前のことを教えることはできなかった。

　彼女は殺人鬼だ。

　教える前に、教わる前に、殺し殺される。

　それが出来たのは、彼女の同類で、その当たり前を知る京耶だけだ。

　如月早香と約束したように、山やま城しろ美み佳かを救おう。

　同類であるならば『辻斬りジャック』を救おう。

「『辻斬りジャック』──俺は、おまえの、死神トモダチになるよ」

　この惨劇を招いた責任、と、逃げるのは卑怯だ。

　つまり俺は、犠牲になった『たった』二割、三割の名も知れない人間を諦め。

　たった一人の殺人鬼を選んで救おうとするのだ。

「──え」

　ぽかん、と一瞬彼女は大きく口を開いて驚き、

「うんっ！　ボクとキョウヤはトモダチだよ！」

　太陽のような笑みを浮かべて、何度も何度も頷うなずいた。

「ずっとトモダチでいようね、ずっとだよ！」

　もう独りぼっちじゃないと、はしゃいだ声で彼女は喜ぶ。

　京きよう耶やは静かに、殺意を滾らせる。

「友達として教えておくぞ『辻斬りジャック』──人を殺すのは、いけないことだ」

　いっそ優しいほどの笑みを浮かべて、四指を伸ばした貫手を繰り出した。

　狙いは首筋、刃の有無など問題とせず当たれば必殺の一撃。

「う、うわっ。な、何するのキョウヤ！」

　流石に殺人鬼だ。困惑しながらもジャックはしっかりと反応し、古びたコートの内側から取り出したぴかぴかのナイフでキョウヤの貫手を迎え撃つ。

「人殺しはいけないことだよ、ボクだってそんなこと知ってるよ！」

「いいや、おまえは知らない。おまえはこれから知るんだ」

　くんっ！　手首を曲げ、指の腹でナイフの腹を押した。

「友達を殺す、その感触を」

　ジャックの腕がナイフごと外に押し流され、無防備な胴体が曝け出される。

　すかさず京耶はがら空きの腹部に膝蹴りを叩き込んだ。

「そんなの嫌だ！」

　殺人鬼は蹴られながら後ろに跳び、叫び、逃げた。

「幻象空間演算開始──」

「遅いんだよ！」

　追いかけて跳び、京耶は『辻斬りジャック』の手首を掴つかんだ。

　ジャックが逃亡しようと開いた幻象空間に、京耶も巻き込まれ共に現実から消えた。



　そして──二人が消えて、苦悶の叫びが木霊し続ける屋上に。

「わたしのために『ごきげんよう』、全ての人に『さようなら』」

　漆しつ黒こくの少女が舞い降りた。

　黒い軍帽、黒い眼帯、黒く床を擦するほどに黒い髪。

　肌と唇くちびる以外の全てが黒で構成された小さな少女。

　六月の生温い風は、彼女の長すぎる髪を弱く撫でるだけ。

「さあ」

　静かに右目を隠す黒い眼帯を外せば、その下には京耶と同じ黄金瞳が。

　風に揺れぬ長い黒髪が蠢き、彼女自身の体に絡み付く。

「憎悪と恐怖を撒き散らし」

　黒髪は鋼の如ごとく、兜となり、鎧よろいとなり、剣となり、彼女の肉体に装着される。

　輝く右の黄金瞳、全身を覆おおう黒鎧よろい、その腰には無ぶ骨こつな黒の剣。

　皆殺しの《影男シヤドウマン》と呼ばれる噂話の登場人物、京きよう耶やの役柄。

「死神の時間を始めましょう」

　声だけは少女のまま、彼女もまた皆殺しの《影男シヤドウマン》を演ずる。



　──セフィロト社ビル四階廊下。

　瑠る璃り子こは火炎放射器のトリガーを引き絞り、ゾンビのように迫り来るケイオスヒューマンの一群を焼き払う。

　稼げた時間は十秒ほどか、焼き払われたケイオスヒューマンたちはどろりと黒い『泥』に形を変えてぷるぷる蠢いたかと思うとまた人の形に戻った。

　ケイオスヒューマン──老若男女が揃っていながら全て同じ顔に見えてしまう不気味なほどに穏やかな笑みを浮かべた者たち。

　生命の根源である黒い『泥』からなるものたち。

　彼らは何も言わず、ただ不気味に微笑ほほえんだままゆっくりと、着実に迫って来る。

　セフィロト社は、ケイオスヒューマンの襲撃を受けていた。

「銃弾は通用しない、手榴弾はもう尽きた。燃料は残り少し……勝ち目が無いわね」

　襲撃は丁ちよう度ど、瑠璃子が一階のロビーに到着し彩あや乃のと合流した直後に起きた。

















　最初は何人かのケイオスヒューマンが入って来た。そして瑠る璃り子こたちの他にロビーにいた普通のサラリーマンをぱくりと呑み込んだ。元が『泥』である故に体を変形させることも可能なのだろう、体全体を左右に割ったような巨大な口で、呑み込んだのだ。

　彩あや乃のが悲鳴を上げ、瑠璃子が即座に動いた。

　最悪の事態に備えてセフィロト社がスポンサーから調達してきた武装を引っ張り出しての撤退戦を開始。

　だが肝かん心じんの武装も、地上一階からここまでの撤退戦で残り僅わずかになっていた。

　白いセーラー服姿の瑠璃子が太股のホルスターに隠し持つ小型拳銃、両手で抱えている火炎放射器。これで全部だ。

　おまけに、彼女の後ろには非戦闘員が一人と負傷者が一人いる。

「しっかりして下さい執事さん！　もう会議室の前ですから！」

「くっ……申し訳ありません、彩乃さま」

　数メートル後方、彩乃に肩を貸された執事が左足を引き摺りながら進んでいる。

　執事の負傷は、合流の際に彩乃を庇って負った名誉の負傷だ。

「本当に、もうギリギリね」

　ちらと瑠璃子は背後を見た。会議室のドアの前に彩乃と執事が到着した。

　同時にケイオスヒューマンが突然勢いを増して突っ込んで来た。

「ちっ！」

　瑠璃子は火炎放射器のトリガーを全力で絞る。残っていた燃料全部を炎に変えてケイオスヒューマンの群れにぶちまける。これで何十秒か稼げた。

「こいつはおまけよ！」

　ついでに、火炎放射器本体も投げつけ太股のホルスターから小型拳銃を抜く。

「楠くすの木きさま、ドアを開けました。お早く！」

「わかったわ！」

　殆ほとんど無意味だと理解しながら拳銃弾を二発撃ち込み、背を向け駆け出した。

　廊下を駆け抜ける。何人ものケイオスヒューマンが彼女の背中を追い手を伸ばす。

　ドアまであと三歩。

　体を半分出した彩乃が瑠璃子の入室と同時にドアを閉められるよう待機している。

　駆かける足、長い黒髪がなびく。

　ケイオスヒューマンの手は怪物の触手めいて伸び、なびく瑠璃子の黒髪を掴つかもうと──

「センパイ！」

　彩乃が大きく手を伸ばした、瑠璃子が反射的にその手を掴んだ。

　ぐいっと彩乃がその手を引く、瑠璃子がブレーキを考えず床を蹴る。

　なびく黒髪を、ケイオスヒューマンの手が一瞬掠めて取り逃す。

「ドアを閉めます！」

　彩あや乃のの上に倒れこむように瑠る璃り子こが入室し、間髪入れず執事がドアを閉めた。

　会議室のドアを通じ、《光輝の間》へ逃げ込んだ三人は息を吐く。

「危ないところだったわ、ありがとう」

　瑠璃子は殆ほとんど押し倒すような形になった彩乃に礼を言い、立ち上がった。

「いいい、い、えいえいえ。センパイこそ無事で何よりですよ」

　顔を真っ赤にした彩乃も立ち上がり不思議そうに周囲を眺めた。

　名前とは裏腹に暗い部屋、あるのは巨大な円卓だけ。闇に包まれたこの部屋に壁や天てん井じようがあるのかすら定かではない。

「そうね、ここなら絶対に安心だけれど……どうしたものかしら」

　空間的に隔絶され、特定の手順を踏ふまねばあの会議室のドアから《光輝の間》に繋つながることはない。ケイオスヒューマンが侵入クラツキングする心配はない。

　彩乃は不思議そうな顔をして、円卓と暗闇の部屋を眺めている。

「……ここ、会議室ですよね？　こんな場所ありましたか？」

「はい、彩乃お嬢さま。お嬢さまならばよくご存知の筈はずです」

　落ち着き払ったバリトンボイス、片足を捻った執事はうやうやしく彼女に頭を下げた。

「へ？　お嬢さま？」

　きょとんとする彩乃、瑠璃子は円卓の手近な席に座り静かな冷たい声で呼ぶ。

「そろそろ交代しなさい。あなたの出番よ、セフィロト」

　スイッチが切り替わるように、彩乃の幼い顔から表情が消えた。

　びくん、と一度体が震え彼女の背に二対四枚の白い翼が生えた。

「『幻象武装コネクト・天使血晶エンジエライズ』──」

　オルゴールのような声で言い、彼女は白い翼で一度羽ばたく。

　風に揺れる金色の髪、小柄な体を包む白いセーラー服、表情の消えた端正な顔はどこか作り物めいた雰囲気を放っている。

　彼女の白い翼が大きく広がり、両手を天に向け掲げた。

「光あれ──」

　言葉と共に《光輝の間》は文字通り、光に包まれた。

　セフィロトを中心に一瞬大きく膨れ上がった光はすぐに落ち着き、今は天井付近に浮かんで室内灯のように部屋を照らしている。

　闇が払われた《光輝の間》を瑠璃子は初めて見た。

　円卓を中心に、教室を四つ正方形に並べた程度の広さがある。

　円卓の前には何の支えもなくドアが立ち、四方の壁と天井、そして床は全て白い大理石に似た素材で作られていた。

　そして全ての壁に床に天てん井じように、何か奇怪な文字が刻み込まれ微かすかに輝いている。

　その輝きは、心臓の鼓動のような規則的な明滅を繰り返していた。

　瑠る璃り子こは魔法陣を連想した。部屋自体が一つの魔法陣であるように思えた。

「さて……これからどうするの天使さま」

　長い黒髪をかきあげて、円卓に座る瑠璃子は足を組みながらそう言った。

　不遜な態度にも取れるが、彼女の顔には安堵のようなものが浮かんでいる。

「篭城するならここは最高よ。ドアを開けない限り絶対安全。それだけだけど」

「然り、『泥』は全てセフィロトが押し返す」

　純白の翼を翻し、セフィロトはドアの方へ向き直った。

　自然に執事と瑠璃子の視線もドアに集まる。

　開かないはずのドアが、向こう側からゆっくりと開いて行く。

「そう、天使とは神聖にして絶対不可侵なる純白」

　開くドアの向こうからやって来る姿、瑠璃子の聞き覚えのある声がする。

「ケイオスと化し人間の形を喪うしなった『泥』であれ、人間に天使は殺せない」

　緩ゆるいウェーブのかかった銀色の髪。

「天使は誰も愛あいさない」

　ピジョンブラッドの輝く瞳。

















「天使の使命は『人間』の救済であり、『個人』の救済ではないからだ」

　人形めいて白い肌、人形めいて小さな体、人形めいて長い手足。

「天使を殺せるのは天使だけ。故に私がキミを殺す」

　開いたドアの向こうにケイオスヒューマンを背負って現れた彼女は。

　見慣れた赤い制服を着て、堂々と薄い胸を張り、不敵に笑う。

「哀れな女だ。永遠でありながら、何一つ手にすることは出来ない」

　彼女は『歪ゆがみ』という名前を持つ少女。

「バロック！」

　瑠璃子が叫び、彼女は呪文のように囁ささやいた。

「『幻象武装コネクト・天使血晶エンジエライズ』」

　赤い制服が弾はじけ飛び、真紅のドレスに再構成される。

　肩口から胸元、へそまでが顕あらわな大胆にして優雅なドレス。

　大きく開いた背中から、二対四枚、赤と黒の翼が生えた。

　瑠璃子はそれと似た現象を何度も見ている。

　瑠璃子はバロックのその姿を、良く似た姿を何度も見たことがある。

「それは『ゲーム』の、貴方の『遺産レガシー』の力……」

　何な故ぜそれを現実世界で使えるのか。

「逆だよ。『ゲーム』の中で、現実の私を再現したんだ」

　冗談めかして、赤い瞳でウインクを一つ、悪戯な笑みを浮かべて瑠る璃り子こを見る。

「知ってたかい、実は私は天使なんだ」

　何度も彼女が口にした冗談は、冗談でも何でもなく。

　赤と黒の翼を背負い赤いドレスを纏まとうバロックは、日常風景のように軽く手を振る。

「だが勘違いしないでくれたまえよ、私たちは《生命の樹セフイロト》と共にこの世界へ降りて来た高次元よりの使いであって聖書の天使ではない。そこを誤解するとおかしくなる。他の神話のように既に絶滅した存在と同じにされては困る──それにしても瑠璃子、こんなところで実に奇遇じゃないか」

「ふざけないで、貴方こんな所で何をしてるのよ！」

　思わず瑠璃子は席を立ち詰め寄りそうになる。それを遮さえぎりセフィロトは手を伸ばす。

「行くな楠くすの木き瑠璃子よ。あれはセフィロトにこそ近き者だ」

　そしてセフィロトが一歩だけ、バロックへと近付いた。

「天使に時間の概念は無意味だが、あえて言おう、久しいな我が妹にして姉なる存在よ」

「ああ、実に久しぶりじゃないか我が妹にして姉なる存在」

　親しみを微塵も感じさせない、冷え切った挨拶を二人は交わす。

　バロックとセフィロト、二対四枚の翼を背に生やした二人。

　バロックの翼は鮮せん血けつの赤と裏切りの黒。

　セフィロトの翼は高潔の純白。

　赤黒の天使と純白の天使が対たい峙じする。

「今更、汝が何を企む」

「うむっ。キミの『ゲーム』と溜め込んだエーテルを奪うばいに来た」

「その為に、汝はケイオスと手を組んだか」

「いやいや、私はキョウコの罠にはまり『泥』に取り込まれ哀れにも洗脳されてキミと戦わされているんだよ。くくっ、驚きの展開だな」

　まるで誠意のない口調だった。

「忌々しい堕天使め」

　オルゴールの声は告げ、表情のない瞳がじっとバロックを見据えていた。

　面と向かって罵倒されたバロックは僅わずかも気にした様子はなく不敵に微笑ほほえんだままだ。

「そうだとも、私は堕天使だ。『人間』への愛あいを捨て、たった一人を愛すると決めた私はもはや絶対不可侵の純白ではありえない」

　悠々と、まるで誘うように彼女は両腕を広げた。

「だが、堕ちるのも悪くないぞ。今の私はとても愛に満ち溢れている。どれだけ愛を注いでもまだ足りない、もっともっと愛したくてたまらない！」

　一瞬、二人の間に沈黙が訪れた。

　純白の、赤と黒の翼が羽ばたき《光輝の間》に風が吹いた。

　砂糖菓子のような銀髪が、輝ける金の髪が、しゃらしゃらと黒い髪が、風に揺れる。

「キミと最後に共闘したのは、何百年ぶりかな」

「百七十二年前だ」

「じゃあ、こうしてキミとやり合うのは、何百年ぶりだろうな」

「二百十八年前に一度、機会があった」

　二対四枚、それぞれの背にある翼が部屋の端に届きそうなほど大きく広がり。

　戦いが始まった。

　轟──二対四枚、赤と黒の翼が刃のように《光輝の間》を薙なぎ払はらう。

　轟──二対四枚、白と灰色の翼が受け止める。

　激突の余波が強い衝撃となり、暴風が吹き荒れ、羽が舞い散る。

「きゃっ！」

「楠くすの木きさま、お嬢さまの後ろへ！」

　風の勢いに瑠る璃り子こが転びかけ、執事は転がるようにしてセフィロトの背後に隠れる。

「え、ええ！」

　バロックとセフィロトから目を離さぬまま、瑠璃子もセフィロトの背に、その翼の後ろに隠れるように移動した。

　瑠る璃り子こと執事、二人の人間を余所に二人の天使は一歩も動かず翼の攻防を繰り返す。

　翼の刃で切り結び、羽根の矢で打ち合い、あるいは翼を盾に防御する。

　翼による攻撃範はん囲いは広く、《光輝の間》は戦いの余波に巻き込まれて傷を負う。

　壁も床も天てん井じようも、無数の斬ざん撃げきで傷を負い、流れ矢によって穴が開く。

　ドアの向こうのケイオスヒューマンたちは天使同士の戦いを恐れるように一歩も動けずあの張り付いたような顔でこちらを見ている。

　天使たちの攻撃が激しすぎて、瑠璃子と執事はまともに動けない。特に足を怪我した執事は地面に伏せているのが精一杯だ。

　しかし、二人に傷はない。

　セフィロトの背後、瑠璃子と執事の傍そばだけは翼が撒き散らす破壊から免れていた。

　それ故に、セフィロトが劣勢だと瑠璃子はすぐに理解した。

　セフィロトの小さな背中、暴風で激しく揺れる金色のツーテールに白いセーラー服。

　彼女の翼は、背後を守るために度々使われていた。

　二対四枚、赤と黒の翼を縦横無尽に使いこなすバロックと比べてセフィロトは積極性に欠け翼の一枚は殆ほとんど常に瑠璃子と執事の傍にある。

　故に、彼女自身の傷を防ぎきれない。白いセーラー服の一部は裂け、血が滲にじんでいる。

「哀れだなキミは！　誰も愛あいさないくせに、誰も見捨てられない。だからキミは何も手に入れることが出来ない。人間を守るだの救うだの、未だに言い続けている」

「セフィロトは否定する。人間を守るのは天使の義務であり、人間を救うのは天使の使命である。セフィロトは義務も使命も捨てた汝を否定する」

　バロックが哄笑し、セフィロトはオルゴールのように乱れなき声で答える。

　翼と翼はぶつかり合い、羽根と羽根は打ち合い、闘争は途絶えない。

「時代の見えない天使だな。今更人間を救う必要がどこにある。彼らは何千年も、私とキミが足踏みをしている間に立派に成長したじゃないか」

「否いや、未だ世界は苦痛と無意味な死で満ち溢れている」

「キミは人間を信じる心が足りないな。現在は常に過去より素晴らしく、ならば未来は常に現在より素晴らしくなるだろう。進化と希望、それが人間の持つ根本的な力だ」

「それは使命を放棄する理由にはならない」

「そうかい、で、未だに天使たるキミに何が出来た？　気付きたまえよセフィロト、天使は既に時代遅れだ。キミはちょっとばかり珍しい『ゲーム』を作って子どもたちを楽しませただけじゃないか。我々は人間世界の居候だよ」

「それでも──」

　二対四枚の翼以上に、堕天使と天使は言葉をぶつけ合う。

「セフィロトは『人間』を愛あいする、『人間』を救うために何かが出来ると信じている」

「勝手に信じているが良いさ」

　ぐっと、バロックが二対四枚の翼を引き戻し溜めを作る。

　劣勢にあるセフィロトを一気に追い込むつもりか。

「勝手に信じてなさいな」

　バロックのこめかみに、突然、銃口が突きつけられた。

　赤い瞳だけで彼女はその方向を見た。

　何もない空間から、朧霧が晴れるように瑠る璃り子この姿が現あらわれる。

『朧』の楠くすの木き瑠璃子、その刻こく印いん能力は単純にして強力。自身の姿を隠蔽すること。

　自らの姿を隠し、天使たちの攻防の隙間を掻い潜りここに立っている。

　無論無傷ではなく、足に腕に胴に額に血を流していた。

　無傷でもないが致命傷でもなく、銃口を直接接触させた状態で外す訳もない。

「引きなさいバロック、私は友人を殺す気はないの」

「キミは良い人だな。だが、理解が足りない」

　躊躇なく、バロックは瑠璃子の手を握った。

　小型拳銃を持つ手を握り、トリガーにかかった瑠璃子の指を押し込む。

「な、この馬ば鹿か！」

　必然引き金は絞られ、小型拳銃の軽い銃声が響いた。

　銃弾がバロックの頭部を撃ち抜く。

　衝撃にバロックの小さな体が揺れる、銀の髪が、赤いドレスが揺れる。

　でも、それだけだった。

「実感したかい、人間に天使は殺せないとね」

　バロックは平然と傷一つなく、軽く肩をすくめて言った。

「……ええ、信じられないけど、理解はしたわ」

　目を見開き、瑠璃子は名前と同じ色の瞳に恐怖と困惑を浮かべて後ずさる。

　少し寂しげに小さな蕾を緩めて、少し懐かしげにバロックは言う。

「数千年だ。私たちはたった一人の男を愛し続け、争い続けた」

「わからないわ。何を言ってるのか」

「私の堕天と、キミにかかった呪いの話だ。あるいは堕天し損なった天使と今は守もり部べ京きよう耶やと呼ばれている男の話さ」

　守部京耶の名前を聞いたせいだろうか。

　瑠璃子は言い様のない衝動にかられて、再び小型拳銃の引き金を引き絞った。

　残弾全てがバロックの頭部に叩き込まれる。

「思えば随分と長い付き合いだ。冗談のようにいた天使も大半が死んでしまった。本当なら、キミを殺しておくべきなのに」

　だが結果は同じ、何も起こらなかった。

　瑠る璃り子こが何度引き金を引いても、カチカチと音がするだけで銃弾は放たれない。

　哀れみにも似た赤い眼まな差ざしを最後に向けて。

「私は、どうしてもキミを嫌いになれない」

　バロックは銀の髪を揺らして、セフィロトへ向き直った。

「待たせたね」

「構わぬ。楠くすの木き瑠璃子が汝の傍そばにいてはセフィロトも攻撃できない」

「流石は天使だ。あくまで人間を守る」

「当然だ」

「嘘うそ吐つきめ。私の傍にいたのが瑠璃子だから攻撃できなかっただけだろうに」

　くつくつとバロックが笑った。

　一瞬、びくりとセフィロトの肩が震えたように見えたのは気のせいだろうか。

「黙れ。天使は誰も愛あいさない、天使が愛するのは全ての『人間』だけだ」

　乱れることのないオルゴールの声が、僅わずかに煮えていた。

　白い翼が一枚伸びて、瑠璃子の体を掴つかみ自身の背後、執事の隣まで運ぶ。

「ふむ」

　対たい峙じする堕天使と天使。

　二対四枚、二人で八枚、全ての翼が動きを止める。

　闘争の最中に撒き散らされた赤と黒、純白の羽はふわりと雪の如ごとくに降り注ぐ。

　瑠璃子は沈黙し、羽が舞い散る中でただ二人を見守るしかなかった。

「ならば私の愛とキミの愛、どちらが強いか比べてみようじゃないか」

「愛は比べるものではない、だがセフィロトは汝を倒さねばならない」

　二人の天使が右腕を突き出し、背負った翼と同じ色で輝きだした。

　即ちバロックは赤と黒の輝き、セフィロトは純白の光。

「問おう、我が妹にして姉なる存在よ」

「どうした、我が妹にして姉なる存在よ」

「何な故ぜに、守もり部べ京きよう耶やを愛し続けている」

「さあ、多分、それこそ呪いのようなものだろうさ」

　輝きは細長く、二人の掌てのひらで収束し、形を作る。

　バロックの手には身の丈を遥かに凌駕する赤黒色の長刀が。

　セフィロトの手には身の丈を遥かに凌駕する純白の長刀が。

　二人は作り上げた長刀を両手で抱え、砲のように構え、切っ先を相手に向けた。

　バロックは酷く穏やかな表情をしていた。

　セフィロトがどんな表情をしているのか、瑠る璃り子こには見えなかった。

　同時に、二人は祈りの言葉を唱える──



「《謳えクライイング・地に堕ちた天使の名をキリエ・エレイソン──》」

「《謳えクライイング・地に降りた天使の名をキリエ・エレイソン──》」



　赤と黒、そして純白。

　光の奔流が放たれ──《光輝の間》の全てを輝きで覆おおい尽くした。



　そしてこの戦いの決着より僅わずかに後、丁ちよう度ど、正午前。

　中天に達する太陽が黒く染まり、日ひ雁かり市しを地震が襲った。

「それでは、新しい『ゲーム』を始めましょう」










第九話　死神と殺人鬼デイア・フレンド



『警告・ケイオスレガシーによる侵食クラツキングが行われています』

『警告・プレイヤー保護機能停止中。当該レガシー内での戦闘は身体及び精神に多大な被害を及ぼす可能性があります。速やかにログアウトして下さい』



《影男シヤドウマン》と『辻斬りジャック』が、架空のロンドンで殺し合っていた。

　石畳の上、漂う霧、嫌な臭いのするフィールドに鋼の音が響く。

「イヤだ！　やめてよキョウヤ！　ボクはトモダチを殺したくなんてない！」

「寝言は寝て言え殺人鬼。人を殺さない殺人鬼がどこにいる」

　黒い兜の隙間から黄金の単眼を輝かせ、黒の鎧よろいを纏まとった京きよう耶やは黒い剣を振り下ろす。

『辻斬りジャック』はぼろぼろと涙を流しながら、コートの裾を翼のように大きく揺らしながら大きく飛び退きそれを避けた。

「イヤだ！　イヤだイヤだイヤだ！」

　避けるや、ジャックは半ば本能的に刃を翻し反撃する。

　悲しい殺人鬼の本能が、意思とは裏腹にナイフを振るわずにはいられない。

　ビュン、グンッ、ザンッ──首筋、脇腹、手首。

　鎧よろいの隙間を狙い、的確に素早く、ぴかぴかのナイフを振るってしまう。

　シルクハットが頭の上から落っこちて、シャギーの入ったショートカットに古びたコート、ピンクのワンピースが弧を描えがくように大きく揺れる。

　ナイフが振るわれるたびに、ジャックの目から零れた涙がぱっと散る。

「やだやだやだやだぁあああ！　こんなのやだ！」

　駄々っ子のようにジャックが喚く、喚きながらも彼女の肉体は殺人鬼として動く。

　ジャックのナイフが京きよう耶やの剣を防ぎ、再び京耶を殺そうと首筋を抉えぐりに翻る。

　殺人鬼の宿業、あるいは欠陥。

　今まで当たり前のように殺人を犯してきた彼女は気付いていない。

　子どもがケーキを前にすれば堪え切れないように、彼女は殺人を我慢出来ない。

　半ば自動的に、殺意には殺意を返す。

　鏡が光を反射するように、当人が望まなくとも、殺そうとしてしまう。

　京耶と『辻斬りジャック』。

　死神と殺人鬼。

　宿命的な殺人者という意味で二人は似ている。

　違うのは、京耶には『人を殺してはいけない』という当たり前の倫理、ブレーキがあり『辻斬りジャック』にはそれがないというだけのこと。

「助けてキョウヤ！」

「断る」

　京耶の声は冷たく、黒い全身鎧に包まれてどんな感情も見えはしない。

　ただ黄金の単眼が輝き、冴えた殺意を放っている。

　京耶の殺意は北風のように吹きつけ、ジャックの顔が引き攣り歪ゆがんだ。

　怖い、と彼女は思ってしまった──殺意が、彼女の中にふつふつと湧いて来た。

「なんでボクをいじめるんだ！　ボクはただ幸せになりたかっただけなのに！」

　殺人鬼の怒りが、本能が、遠慮のない殺意が爆発した。

　音もなく、視界を奪うばう濃霧が彼らの周囲に満ちる。

　自然な空気の流れに沿って動く濃霧に紛れ、ジャックは姿を、気配を隠す。

「阿あ呆ほ、殺人鬼に幸せになる権利などあってたまるか」

　相手の姿が消え、反響する声で現在位置は掴つかめない。

　それでも京耶の声は落ち着き、黒の剣を無形の位に構えて動かない。

「そんなの知らない！　なんでダメなのさ！」

「駄目なものは駄目だからだ」

　一瞬、霧の中にいるジャックが完全に沈黙した。

　文字通りに、嵐の前の静けさでしかない沈黙だ。

　きっと、彼女の涙も止まってしまっただろう。

「ぅぅぅぅぅぅぅぅぅわかんないわかんないわかんないわかんないわかんない──」

　冷やりと、霧の温度が下がった。

　きらきらと、霧の中に何か輝くものが見えた。

「わかんないからもう、みんな死ンじゃえええええええええええええええええええ！」

　叫びと共に、凍てつく刃が吹き荒れた。

　最初は、たんっ、『辻斬りジャック』が石畳を蹴る音。

　次いで、同じ速度で霧が動き出した。

　霧の中に輝いていたのは彼女がもう一つの『遺産レガシー』で作り上げた氷の刃。

　白い霧は氷の刃を抱いて、ダイヤモンドダストのように突き抜ける。

「来いよ」

　楽しみも遊びもなく、相手をずたずたに切り裂いて殺すだけの技。

　恐らく『辻斬りジャック』の有する手段の中で最も強く、最も嫌な技だろう。

　いかに黒い全身鎧よろいで守られているとは言え、安全ではない。

　氷の刃が鎧の継ぎ目や隙間に当たれば傷を負うし、冷気自体にも危険はある。

　完全回避は不可能だが。

「なら、打ち落とすか」

　氷の刃が、京きよう耶やに迫る。

　京耶は無形の位に構えたまま──

　カッ！

　黄金の瞳を見開き、黒の剣を振り回す。

　カカカカカカカカカッカカカカカカカカカ──

　パリンパリリリリリッリリリリリリリリリ──

　一見無造作に振り回されているように見える黒の剣は、霧の中の僅わずかな輝きを頼りに氷の刃を片端から打ち落とし打ち砕く。

　カッと刃と氷がぶつかる音がして、パリンと氷が砕けて石畳に落ちる。

　何十の氷の刃を叩き落としたか、刃を抱いた霧は通り過ぎ、勢いのまま霧も晴れた。

　防ぎきった、そう思う京耶の視界には架空のロンドン。

「……！」

『辻斬りジャック』の姿がない、先程の一斉攻撃の内にもジャック本体はいなかった。

　なら──霧に紛れて背後を取ったか！

　京耶は反射的に振り返ろうとし、気付いた。

　打ち落とした無数の氷が足元で凍りつき、京きよう耶やの足と石畳を接着している。

　おまけに、『辻斬りジャック』は背後にすらいなかった。

「あああああああああああ！」

　上空。

　ばさばさと古びたコートの裾を蝙蝠の翼めいてなびかせ、ジャックが落ちてくる。

　ナイフの柄と刃を氷で延長し、両手で握り鉈か斧のように振り下ろす。

　兜割り。氷の刃、ジャックの体重、落下速度、全部纏めて京耶の頭に叩き付ける気だ。

「『灼き尽くせオブリタレイト』！」

　首筋に標された『ロールシャッハ』の刻こく印いんが蠢き、京耶を守る鎧よろいの全てが弾はじけ飛んだ。

　強化された身体能力が脚部を固めていた氷を強引に引き剥がし、跳んだ。

「ちょ、えっ、キョウヤええええええええ！」

　黒い剣を構えて全裸で跳躍、下方から砲台で打ち上げられたみたいに突っ込んで来る京耶を見てさすがの殺人鬼も奇妙な声をあげた。

　京耶は厳しく、大真面目な顔をしていた。

　氷で補強したジャックのナイフと、京耶の黒い剣は空中で激突し。

　砕けた氷がキラキラと舞い散った。

「……」

「……わお」

　すたんっ、と二人は石畳の上に着地する。

　互いに背を向けた体勢で、『辻斬りジャック』はくるりと振り返り感嘆の声を上げた。

「今の、凄すごかったねキョウヤ！」

　自分が怒っていたことも忘れて、彼女は子どものように瞳を輝かせている。

『ロールシャッハ』の刻印が標された京耶の背中に向けて、ナイフを握る右手をぶんぶんと振り回している。

「そうか」

　頷うなずき、京耶はゆっくりと振り返り。

　そのままゆっくりと、崩れ落ちた。

「……え？」

　子どものような瞳を真ん丸く見開き、空っぽの右手と京耶の脇腹を交互に見た。

　ナイフを握っている筈はずの右手には何もなく、京耶の脇腹にはナイフの柄が生えていた。

「やるなあ、殺人鬼」

　空中での交錯、ナイフを補強した氷が砕かれ攻撃に失敗したその一瞬。

『辻斬りジャック』の殺人鬼としての本能が自覚すらないままに刃を突き立てたのだ。

　ナイフの刃は肝臓を貫き肺腑を抉えぐり、救いようのない致命傷を京耶に与えていた。

「あ、あああああああああああ！」

　瞳を真ん丸く見開いたまま、ジャックが意味のない叫びを上げる。

　古びたコートに包まれた肩がぷるぷると震え、膝から石畳の上に崩れ落ちる。

　恐らく、殺人鬼は初めて殺人を後悔した。

「ご、ごめんなさい、ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい。ごめんなさい」

　ぼろぼろと涙を零しながら、怯える子どものように彼女は謝罪を繰り返す。

「……」

　黒い剣を杖に、京きよう耶やは立ち上がった。

　脇腹にナイフを刺したまま、傷口の痛みを顔に出さぬよう堪えながら歩いて。

『辻斬りジャック』のすぐ傍そばで、剣を置いて膝をつく。

「気にするな」

　慰めるように、京耶は彼女の頭を撫でた。

　ショートカットの髪は実際に触れると犬の毛のような手触りをしていた。

「でも、でも、でも！　キョウヤ、ボク、でも、殺して、ごめんなさい！」

　ジャックは泣きながら京耶の顔を見上げる。

　京耶は無む理り矢や理りに、彼女の為に笑顔を浮かべた。

「今の気分を覚えとけよ。これが、『人を殺してはいけない』理由だろうさ」

　ゆっくりと噛んで含めるように京耶は言った。

『辻斬りジャック』が自身の胸、心臓の位置を両手で押さえた。

　そこにある痛みを確認するような仕草。

「……うん」

　殺人鬼は小さく頷うなずいた。

　京耶は頷き返し、そして満足したように今度こそ石畳の上に倒れ込んだ。

　もう立ち上がる力はないだろう、死人のように青褪めた顔をしている。

「ごめんね、ごめんねキョウヤ……」

　倒れた京耶の手を、ジャックの両手が包み込むように握る。

「気にするな」

　京耶は痛みを我慢しながら少し笑う。

「他の連中の分は何も言えんが……俺を殺した分は、俺が赦す。だから、あまり泣くな」

　不思議なことに、ジャックはますます泣き出した。

　泣きながら、ますます強く京耶の手を握り締める。

　握り締めて、泣きながら祈るように叫ぶ。

「神さま！　神さまお願いします！　キョウヤを助けてください！」

　当たり前だが、神は何も答えなかった。

　ごほと、京きよう耶やは血の混じった咳をした。

「おいおい、神さまに祈ってる暇があったら……ごほっ、やり直そうぜ」

　すぐに、彼女は何を言われているのか理解した。

「良いの？」

「良いよ」

「……じゃあ」

　彼女は言った。

「ボクは殺人鬼だけど、キョウヤのトモダチでいても良いですか？」

「ああ、こちらこそよろしく」

『辻斬りジャック』と呼ばれた殺人鬼は。

「うんっ！」

　泣きながら、涙を流しながら、少女のように微笑ほほえんだ。

　霞む京耶の視界の中で、彼女の体が淡い光に包み込まれた。

　無数の蛍が飛び立つように、彼女の体から、『何か』が消えて行く。

　光の中で微笑みながら、彼女は何かを言おうとして、結局止めた。

　彼女は泣きながら笑い、全ての光が消え去り。

　スイッチが切れるように目を閉じて、ゆっくりと力を失い倒れて行く。

　京耶のすぐ隣に、寄り添って眠るように彼女の体は力を失い静かに倒れた。

「……」

　寄り添う少女の寝顔は、ひどく安らかだ。

　彼女はもう『辻斬りジャック』と呼ぶべきではないのだろう。

　如月きさらぎ早はや香かの妹──山やま城しろ美み佳かと呼ぶべきだろう。

「早香、おまえとの約束は守ったぞ」

　満足感を抱いて、京耶は呟つぶやく。

　視界は霞み、眠りに落ちる直前のように意識が遠くなる。

　そのくせ痛みだけは消えてくれない。

「くそっ、カッコつけすぎたか……こりゃ、死ぬな」

　視界どころか頭の中までぼやけて来た。

　脳裏に誰かの姿が浮かんでいるのに、誰だかわからない。

　誰かの名前を呼ぼうとするが、それも言葉にならず僅わずかに唇くちびるが震えただけだった。

　死神の出迎えか、石畳の上に足音が響く。

　誰かがこちらにやって来る。視線を向けるがぼやけて誰だかわからない。

　すぐ傍そばまでやって来て、やっとそれが誰かわかった。

　左右非対称の少女だ。

　刃のように鋭い眼まな差ざし、引き締まった体に、すらりと伸びた長い手足。

　左右非対称の片側三つ編み、左腰に差した『浪なみ切きり』、左腕にだけ巻かれた包帯。

　剣士──如月きさらぎ早はや香か。

「生きてたのか」

　心の奥底からの、安堵を込めて京きよう耶やは呟つぶやいた。

「うん、助けられた」

　彼女は膝をつく。

「助ける代わりに京耶を助けるように言われた」

「ああ……よくわからんがとりあえず、妹は無事だ」

「……うん、ありがとう」

　早香は京耶に寄り添い眠る妹を見て、静かに頷うなずいた。

「薬、塗ってあげるね」

　ふと彼女が取り出した瓶には軟膏だろうか、黒くどろどろしたもので満ちていた。

　内臓にまで達している京耶の傷は本来なら即手術、そのまま緊急入院コースだ。

「おいおい……薬でどうにかなる傷じゃないぞ」

　それを言うならば、早香の負傷もそうではあったが。

「人の親切は黙って受け取る」

「がぁっ！」

　言うなり早香が脇腹に刺さったナイフを抜いた。どす黒い血がごぼりと溢れ、京耶は激痛の余りに声を上げる。

　ナイフを捨て、早香は傷口に素早く黒い軟膏を塗りたくった。

「ぁぁぁあ……あ、あ？　あれ？」

　傷は本人がびっくりするような、ちょっと信じられない速度で塞がって行く。

　まるで軟膏がそのまま血肉内臓に変換されているような感じだ。

「……信じられん。治っちまった」

　痛みも消え、京耶はどこかぽかんとした顔で上体を起こした。

　物もの凄すごくあっさりと死の淵から生還してしまった。

「凄いな、どういう薬なんだよこれ」

「うん、凄い。でも材料は『泥』だから使いすぎると自分も『泥』になる」

「最終手段にも程があるだろ！　副作用やばくないかこの薬！」

　思わず叫び、京耶は気付いた。なるほど効果は覿面、叫んでも全く傷が痛まない。

　微妙に不安なものを感じながらも、京耶は立ち上がり早香に礼を言った。

「何にせよ、ありがとう。助かった」

「どういたしまして」

　さり気なく、早はや香かは半歩下がり目線を逸そらした。

　何か、京きよう耶やを避けているような、言い辛そうなそんな態度だ。

　思わず京耶は表情を引き締めた、まだ何かがあるというのか。

「……服を、着て欲しい」

「…………」

　そういえば、『辻斬りジャック』との戦いで鎧よろいをパージしたままだった。

　京耶は落とした黒の剣を持ち、エリゴールの『遺産レガシー』を再起動し再び鎧を装着する。

　黒い兜の隙間に覗のぞく黄金瞳、黒い鎧に黒の剣を手にした《影男シヤドウマン》。

「これで良いか」

　京耶は早香に聞いた。

「ん」

　ヒュン──！

　鞘走りの音と共に、突とつ如じよ早香が居合いを放つ。

　見事な不意打ちではあったが、京耶はそれを悠々と黒い剣で受け止めた。

　迷いの混ざった居合いは、京耶にとって遅すぎた。

　問いかけるように、京耶が黒兜の隙間から黄金瞳を早香に向ける。

　早香の顔は刀と同じように、隠し切れない懊悩で満ちていた。

「守もり部べ京耶。あなたには感謝している。あなたのことを良い人だと思っていた。ううん、今も思っている……でも、でも……でも」

　かたかたと彼女の刀が揺れていた。刃のように鋭い瞳が揺らいでいた。

　どうしようもなく、彼女は苦しんでいた。

「全部、おまえのせいだ！」

　むき出しの怒り、悲しみ、憎しみがぐちゃぐちゃに混ざった叫びだった。

　京耶にはわからない。早香が刀に力を込め、京耶も同じだけ力を込めて押し返す。

　純粋な腕力勝負ならば京耶に分があるが、今重要なのはそれではない。

「何のことだ」

「……死んだ祖父は私の前の『第五席』としてセフィロト社でアルバイトをしていた。『ゲーム』はしていないけれど、半分趣味で用心棒のようなことをしていた……一年前、当時の『十席』が次々に襲われる事件があって、祖父は、その犯人を、見つけたんだ」

　早香と美み佳かの祖父、一年前に斬り合いで殺されたという老人。

　山やま城しろ美佳が『ゲーム』に参加する契機となった出来事。

　そして山城美佳は『辻斬りジャック』に肉体を奪うばわれ。

　如月きさらぎ早香が妹を救うために動き出した。

「思い出した。私は見たんだ。おじいちゃんが殺されるところを」

　早はや香かの記憶。祖父の命を奪うばった死神のような目をした剣士は。

　当時の『十席』を片端から殺して行ったのは。

「おじいちゃんを殺したのは、全部の原因を作ったのは、おまえだ守もり部べ京きよう耶や！」

　早香にとって残酷なことに、京耶にとって笑えることに。

　それが真実であれど、因果を喪うしなった京耶は何も覚えてはいないのだ。

「どうして忘れていたのか自分でも不思議。あんなに、あんなに、あんなに」

　怖かったのに、と彼女は声には出さなかった。

「……」

　早香が京耶のことを思い出せなかったのは当然だ。因果を喪うとはそういうこと、バロックも瑠る璃り子こもほんの二ヶ月前には京耶のことを認識できなかった。

　二人に比べて遥かに繋つながりの弱い早香は完全に京耶のことを忘れ去り、『辻斬りジャック』を介して出会ったが故に思い出してしまった。

「そうか」

　確かに、京耶が全ての原因だ。京耶は何を言うべきなのかわからなかった。

　早香はどうしてか傷ついたような顔をしていた。

「あなたは、悪くない」

　傷ついた顔で、そう言った。

「あなたが記憶を喪っていることは聞いた。祖父のことも多分、覚えてない」

　京耶は静かに頷うなずき無言のまま肯定する。

「だからあなたは悪くない。悪くないって、頭ではわかってるのに」

　ひょっとしたら、彼女は言い訳をして欲しかったのかもしれない。

　どんな言い訳でも彼女は信じてくれただろう、信じて、赦そうとしただろう。

　だが、良くも悪くも守部京耶は器用な男ではない。

「ごめんなさい。妹を助けてくれてありがとう」

　早香は刃を引き、跪いて石畳の上に眠る妹の美み佳かを抱え上げた。

　片側だけの三つ編みを揺らして背を向けて、妹を抱いたまま歩き出した。

「さようなら」

　早香は一度も振り返らずにそう言った。

「さようなら、早香」

　聞こえない程に小さな声で、京耶は呟つぶやいた。

　京耶は正しいことをした。

『辻斬りジャック』を救い、山やま城しろ美佳を救い、如月きさらぎ早香との約束を守った。

　しかし、京耶の喪われた過去は京耶を逃がしはしなかった。

　喪われた過去と向き合う時間がやって来たのだ。










第十話　新世界カルマ



「あにきー、プリンたべたい」

「はいはい、コンビニので良いなら買ってあげますから、まずは家に帰りますよ」

「おお、あにきがやさしい」

「風邪ひきには優しくするものです、覚えておきなさい我が家の家訓ですから」

「おぼえておきます……あれ、あにき、あれなんだろ？」

「あれは……黒い、太陽？」

　病院からの帰り道、兄妹は中天に浮かぶ黒い太陽を見上げた。

　日ひ雁かり市しに暮らす殆ほとんど全ての人間がそうしたように、見上げてしまった。

　直後、地面を持ち上げるような、下から突き上げるような地震が起きた。

「あうっ」

「危ない！」

　反射的に、兄はよろけた妹を抱きしめる。自分もバランスを崩して結局転んでしまったが妹に怪我させることはなく上手く転べた。

　だが、妹は凄まじい苦痛の形相を浮かべていた。

「あぎっ、ぎっ、ぎっ、あに、あにき、いた、いたい」

「ど、どうしたんですか。えっ、な、何か、熱いああがあああああああああ！」

　妹に僅わずか遅れて、兄もまた悲鳴を上げた。

　黒い太陽の発する光が、彼らの体内を焼いていた。

　体の内側に熱湯をぶち込まれたような苦痛の中、脳内に無機質な機械音声が響く。

『洗礼儀式強制執行』

『対象・該がい当とう範はん囲い内に存在する全人間』

『原げん罪ざい刻こく印いんを付ふ与よします』

　声はすぐに消えた。苦痛は消えなかった。

　兄妹だけではない、至いたる所から苦悶の声が聞こえた。

　しかしそれを気にする余裕はなく、兄は苦痛に悲鳴を上げながらも妹を黒い太陽の輝きから守るようにぎゅっと抱きしめていた。

「たすけ、たすけて、お、おにいちゃ、いたい」

「ああああがああ、だ、大丈夫です。兄は、妹を、守るものです。これも、我が家の家訓だから、覚えぐあああああがあああああ」

　身を焼く苦痛の中で、少しでも黒い太陽の光が当たらないよう妹を庇っていた。

　妹もまたぎゅっと目を閉じて必死に兄にしがみついていた。

　地震はいつの間にか終わっていた。苦痛は終わらなかった。

　やがて兄の手の甲に、何か、刻こく印いんのようなものが浮かび上がって来る。

　そしてようやく、苦痛の時間は終わった。

「う……うう、大丈夫ですか」

　兄は最後まで妹の手を離さなかった。

　一見、街は何も変わっていなかった。全てが集団幻覚であったように何も変わらない。

　しかしあれが幻でなかったことを示すものがある、手の甲に残された刻印、黒い太陽の代わりのようにいつのまにか出現していた黒い塔。

　そして──

「……どうしたんですか？　ねえ、返事をしてください！」

　物言わぬ、妹。

「ねえ返事をしてくださいって、ねえ、ちゃんとプリンは買ってあげますから！」

　兄は妹の体を両手で抱えて懸命に声をかける。

　だが返事はなく、その目も唇くちびるも、二度と開かれることはない。

　糸の切れたマリオネットのように、その腕はだらりと力なく垂れ下がっている。

　腕の中で妹の温度が失われて行く。

　その事実が何よりも雄弁に現実を語っていた。

「あああああああああああああ！」

　彼は怒りの咆哮を上げた。

　何な故ぜこんなことになったのか、何故こんな目に合わなければならないのか。

　理不尽を呪うように叫び、叫び、彼は、それに気付いた。

　道の先に、奇妙な男がいる。

　黒い兜の隙間から黄金瞳を覗のぞかせた、黒い全身鎧よろいを纏まとった男。

　妹の亡なき骸がらを抱える兄の脳裏に、ヴィジョンが浮かぶ──冷徹な黄金瞳を輝かせ、地上を蹂躙する黒い『泥』を睥睨する黒い全身鎧の男。

　御伽噺の魔王のような、黒い存在、《影男シヤドウマン》！

　あれだ、あいつだ、あれが黒い太陽を連れて来たのだ。

　あいつこそが、諸悪の根源だ。

　直感的に、そう理解した。

　彼だけではない、黒い太陽の洗礼を生き残った者は誰もがそう理解してしまった。

　その理解と直感は黒い太陽により原げん罪ざい刻こく印いんと共に植えつけられたものだ。

『ゲーム』のストーリーを補強するためだけのものだ。

　しかし、彼らは気付けない。

「あいつが、あいつが、あれが、僕たちの『敵』か！」

　妹の亡なき骸がらを置き、兄は《影男シヤドウマン》に向かって駆け出した。

《影男シヤドウマン》を倒さねばならない、青年は誓う。

　その為の力が自分にあると、彼は理解していた。

　生き残った全ての人間が理解していた。

『幻象武装コネクト・月夜に響く灰色咆哮ムーン・ウルフ！』



　──その日、日ひ雁かり市しには無数のヒーローが生まれた──



「……む？」

　架空のロンドンから帰還した京きよう耶やは、幾いくつもの疑問を抱いた。

　市街のどこからでも見えるほどに巨大な黒い塔が、いつのまにか存在している。

　ログアウトしたはずなのに、未だエリゴールの黒い全身鎧よろいを纏まとっている。

　おまけに、帰還座標が大幅にずれて見覚えのない道路に出てしまった。

　京耶がそれらの疑問に答えを出せるより早く。

「うおおおおおおああああああああ！」

　四方八方から、憎悪と怒りの咆哮が聞こえた。

　何だ、と思うより速く京耶は黒い剣を握っていた。

　人狼、ケンタウロス、ヴァイキング──他にも様々な姿をした者たちが、一様に《影男シヤドウマン》である京耶への怒りと憎しみを宿して襲い掛かって来る。

「何だ！」

　そして一人残らず、京耶に切り伏せられた。

　殆ほとんど反射的に、京耶は襲撃者たちを切り伏せた。

「……な、何だ？」

　襲撃者たちの流した血がアスファルトの上に広がり、大輪の花のように赤く染まる。

　鉄錆のような鼻をつく嫌な臭いが漂う血の花が咲く。

　だが、京耶の黒い全身鎧は傷一つなく、僅わずかに返り血を浴びただけだった。

「おまえの、せいだ……」

　戸惑う京耶の足元から怨嗟の声がする。

　襲撃者の一人、最も生命力の高い人狼だけは深手を負いながらも意識を失ってはいなかった。道路に倒れながらも燃える眼まな差ざしで京耶を睨んでいる。

「《影男シヤドウマン》──おまえは、僕たちの敵だ」

　がくりと、人狼も意識を失い顔を伏せた。

　何が起きているのかわからない。

　ここは現実なのか、それとも『ゲーム』なのか。

「どちらでもあり、どちらでもありません」

　声がした。太陽の下には似合わない、暗闇のような声がした。

「あなたのために『おまちしていました』、わたしのために『愛いとしい人』」

　黒い軍帽、黒い眼帯、地面に擦するほど長い髪。

　赤いのは唇くちびるだけ、白いのは肌だけ。

　背丈に似合わぬ豊満な体を包む軍服も、手袋も、ブーツも、ストッキングも。身に着けている全てが黒く。

　血溜りの中に立とうとも、その黒さを汚されることはなく。

　彼女は京きよう耶やの眼前に現れた。

「キョウコ！」

　京耶が彼女の名前を叫ぶ。キョウコは穏やかな微笑ほほえみを浮かべて貴婦人のように酷く優雅に礼をした。

「ようこそ、『辻斬りジャック』さんが遺した新しい『ゲーム』世界へ」

　彼女は言った。

「この街にいる誰もが京耶さんを憎み、誰もが京耶さんと戦う力を得たこの『ゲーム』世界で、あなたはいつまで壊れずにいられますか」

　挑発的な台詞せりふでありながら、声はあくまで穏やかだった。

　京耶は黒い兜の奥で眉間に皺しわを寄せる。

　トモダチが欲しいと望み『辻斬りジャック』は京耶を自分と同じ領域に引きずり込もうとした。その舞台装置がこの『ゲーム』世界。

　しかし、『辻斬りジャック』は既にない。逆に、彼女が京耶の領域に行ってしまった。

『人を殺してはいけない』という当たり前の倫理を学び、トモダチを得て、消えた。

「皮肉な話だと、思いませんか」

　つい、と彼女は少し背伸びして京耶に顔を近づけた。

　彼女の吐息は林檎の香りがして、穏やかな微笑みはすぐ傍そばにある。

　まるで口付けの直前のようだ。

「ふざけるなよ、貴様。無関係な人間をどれだけ巻き込んだ！」

「だから、日ひ雁かり市しの全部ですよ」

　白く小さな手が京耶の黒い兜をそっと外す。

　眉間に皺を寄せ、唇を噛み締め厳しい顔をした京耶がいる。

「幻象都市とでも名付けましょうか、この場所を」

　住人全てが『プレイヤー』と化した『ゲーム』世界。

「プレイヤーが、この街に悲劇を起こした《影男シヤドウマン》という邪悪と戦う『ゲーム』です」

　皮肉なことに、その設定は嘘うそではない。

『辻斬りジャック』の願いが街を壊し人を殺した。

　そう願わせたのは、京きよう耶やだ。

　そしてそもそも『辻斬りジャック』が現あらわれる原因となったのも京耶だ。

　何一つ嘘はない。

　彼の真意はどこにあれ、彼が全てを引き起こした原因だ。

　だから京耶は、何も言えなくなる。

　苦しげに顔を歪ゆがめてキョウコを睨むが否定も反論も出来ない。

「『人を殺すのはいけないことだ』」

　キョウコが京耶の声を真似てそう言った。

「いつまで、その言葉を守れますか」

　京耶とキョウコの周囲には、意識を失った襲撃者たちが倒れ伏している。

　ここは現実であり、『ゲーム』でもある幻象都市。

「あなたを狙う敵を、いつまで殺さずにいられますか」

「ッ──！」

「この『ゲーム』世界で、死は真実ですよ」

　ぎちりと京耶は奥歯を強く噛み締めた。

　ざわりと、京耶の中で死神が笑った。

　くすくすと、キョウコは楽しげに微笑ほほえんだ。

「貴様ァァァ」

　抑え込んだ怒りの声、黄金瞳は燃えるような熱を帯びている。

「京耶さん」

　平然とその熱を受け止め、ふわりと彼女は京耶の肩に腕を回す。

　黒い軍服に包まれた豊かな胸を押し付けるように、体を寄せる。

　ぞろりと長すぎる黒髪に白い肌。林檎の香り。

「わたしはとてもあなたが愛いとしい。誰も愛そうとはしないあなたが愛しい」

　また少し背伸びをして幼い顔を近づけ、赤い唇くちびるを京耶に捧げた。

　合わさった唇からは、甘い甘い林檎の香りがした。

　そっと離れた唇、肩に回した腕はそのままに彼女は甘く囁ささやく。

「過去も現在も、きっと未来も、あなたの世界は敵しかいない」

　予言のようで、呪いのようで。

「愛しい人。私はずっとあなたを待ちます」

　紛れもない、睦言で。

「あなたの心が折れて、絶望し、救いを求めるその日を待っています」

　彼女はひどく幸せそうに微笑ほほえむのだ。

「そうでしょう──わたしの愛あいする」

「ッラァアアアアアア！」

　キョウコの言葉を遮さえぎるように、その体を突き放し黒い剣を振るった。

　怒りに任せた斬ざん撃げきは何の抵抗もなくキョウコの体を切り裂いた。

　切り裂かれて、何事もなく彼女は立っていた。

「それでは、再会の為に『さようなら』」

　何事もなく、彼女の姿はぼやけて消えて、いなくなる。

「くそっ、くそっ、くそがぁ！」

　苛立ち叫び京きよう耶やの心に残ったのは、恐怖にも似た絶望だけだ。

　足元は血に濡れて、周囲には襲撃者たちが倒れ伏す。

　彼らはまだ生きているのだろうか、自分は人を殺してしまったのだろうか。

　京耶はその結果を知ることを恐れるように、逃げるように歩き出す。

　呪われた旅人のように、逃げ出した。



　気付けば、京耶は自分の家の前にいた。

　殆ほとんど無意識に、誰もが敵となった状況で、安らげる場所を求めたのだろう。

　あるいは安らげる人を求めたのか──京耶は、ドアを開けた。

「おかえりなさいだな、京耶よ」

　何気ない日常が戻ってきたように、銀色の少女が微笑んで彼を出迎えてくれた。

　緩ゆるいウェーブのかかった銀髪をリボンで結んだツーテール、赤い瞳と小さな唇くちびる。

　少し悪戯っぽく可愛かわいらしい顔立ち。小柄で、胸はなく、ニーソックスをはいた脚が凄すごく綺き麗れいだと京耶は知っている。

「驚き、私に感謝したまえ、今日の夕食はキミの好物チーズ乗せハンバーグだぞ！」

　赤いブレザーの上に白いエプロンをつけ、手にはフライ返しを持っていた。

　あまりにも日常なその姿に。

　京耶は、泣きたい気持ちになった。

「ただいま、バロック」

　衝動のままに、京耶は彼女の幼い体を強く、抱きしめた。

　その勢いは激しく力は強く、小さく幼い彼女の体には痛みさえあったかもしれない。

　だけど彼女は優しく、京耶の背中を撫でてくれた。

　全てを赦す天使のように、彼女は優しく京耶を包み込んだ。

「大丈夫だよ京耶。私は何があっても、ずっと、キミの味方だ」

　とても優しい声で彼女は言った。

「ずっとずっと、キミの傍そばにいるよ」

　幸せそうに微笑ほほえんで、彼女は言った。

「ああ……」

　その言葉が、再び京きよう耶やの闘志を燃やす。

　まだやれると、京耶を奮い立たせる。

　この『ゲーム』に打ち勝ってみせる。

　まだ、戦える。










あとがき



『知っているか、当シリーズのアンケートではヒロインに着せたい衣装を募集している。あえて主人公に着せたい衣装とかでも許可しよう。だが間違っても作者に着せたい衣装とか書くんじゃないぞ──以上、あとがきのタイトル』



　ということで葉は村むらです。バロックナイトの二巻です。新キャラが色々出てきて既存キャラが色々やらかす二巻です。

　今回はあとがきが四ページもあるので、ちょっと新キャラの『如月きさらぎ早はや香か』の話でもしようと思います。別にネタバレがどうこうという意味ではないのであとがきから読むタイプの人でも安心です。

　この早香さん、担当編集さんの一押しです。事あるごとに『早香カワイイですね』とさり気なくプッシュして来ます。暗に早香の出番を増やせという要求のような気がしてなりません。しかし、そこは鋼の如き意思を持つワタクシです、たとえ担当編集が相手であれど向こうの圧力に屈することはなく、むしろ自分から全力で屈する勢いで『いいっすね、じゃあ出番増やしときますよ』と全力で媚こびを売らせていただいた！

　読者と担当編集には全力で媚を売れ、満面の笑顔で靴を舐なめろ！

　たまたまこのあとがきを読んでいて『将来は作家になろうかな』とか、ぼんやり考えているそこのキミ、これが生き残るコツだ！　今から靴を舐める練習をしておいて損はないぞペロぺロ！

（注・当あとがきはフィクションであり現実の作者、担当編集には一切関係ありません）



　さて、早々にあとがき用のネタが尽きた（最近あった衝撃的な出来事──猫の集会を目撃した）のでアンケートというか募集した衣装リクエストについて語りましょう。

　相変わらず多数の回答ありがとうございます。欲望にストレートな回答が多く、個人的には大変素晴らしいと思いました。

　厳密に集計した訳ではありませんがリクエスト堂々の一位は。

『巫み女こ服』！

　なるほど、実に良い。

　まず白い胴衣に赤い袴はかまのコントラストが美しい、袴の腰部分両サイドに開いたスリットも何やら奇妙に心惹ひかれるものがあります。

　手の届く遠さと言いましょうか、神社という微妙な距離感も良いですね。神職にあることから与える清純な印象も見逃せません。

　想像してみるに、巫女ロクさん（巫女服バロックさんの略）には寂れ気味の小さな神社が似合いそうです。そして参拝客のいない神社に巫女ロクさんを訪ねて行くと。

『なんだ、また来たのか。キミも暇ひまな奴やつだな』

『時間は有限なのだよ、こんな神社に来るより他にやることがあるだろうに』

『まあ折せつ角かくだ、お茶でも飲んで行きたまえ。特別に羊よう羹かんもつけてあげようじゃないか』

　と、口先はともかく嬉しそうに相手をしてくれるわけです。縁側に座ってお茶でも飲みながらまったりと過ごすのですよ。

　──もうこれが本編で良い気がする──

　実は巫み女こ瑠る璃りさん（巫女服瑠璃子さんの略）編も考えていますが、スペース足りなくなりそうなので血の涙を流してリクエスト紹介に戻りましょう。

『裸柔道着』

　とりあえず、下をはいているのか否かを明確にして頂きたい。個人的にどちらが好きであるかは私の清純なイメージが損なわれてはいけないので黙秘します。

『絆ばん創そう膏こうのみ装着とも考えましたが、大人の事情でイラストが付きにくそうなので、へそ出しホットパンツ姿とかあると素敵です』

　そこで妥協するなよ！　もっと絆創膏のみを推して行こうよ！　イラストになり辛づらそうなのはそのとおりだと思うけど可能性はゼロじゃないよ担当さんにも聞いとくから！

　失礼、思わず熱くなってしまいました。ワタクシは清純派なのでやはり個人的な感想は黙秘させていただきます。

『きぐるみ』

　結構いた。なかなか可愛かわいらしい回答ではないかと思います。難点と言えば誰が誰だかわからなくなることぐらいでしょうか。全くの余談ですがきぐるみの中は物もの凄すごく暑く汗がだらだらと流れて全身ぐしょ濡れになるそうです──ひょっとしてそれが目的なのでしょうか私は清純派なのでよくわかりません。

『バロックにうなぎのコスプレさせて「うなー」とか言わせたいです』

　私の別シリーズ読んでないと全く理解できないネタでしょうが、想像してみると何か凄く似合ってたのであえて紹介します。

　因ちなみにこのあとがきとは全く無関係に、リクエスト中の『チャイナドレス』と『軍服』は拾い上げて本編に叩き込みました。ひょっとしたらイラストもあるかもだぜ？

　最後に、四ページもありながら殆ほとんど趣味で埋め尽くした為に大急ぎで謝辞を述べさせて頂きます──読者の皆様、いつも応援ありがとうございます。担当さんに校正さんにイラストのほんたにかなえさん。今回もご迷惑をおかけしましたすいません、お世話になりましたありがとうございます。

　それでは、三巻で再びお会いできることを願って。



二〇一三年春『はやか、という名前の蜜み柑かんがあることを知った』葉は村むら哲てつ










　著者

　葉村哲（はむら・てつ）

　　広島生まれの広島育ち、現在も広島在住。

　　しかし、広島風お好み焼きが苦手で広島市民球場にも原爆ドームにも行ったことがない。

　　こう書くと引きこもりみたいだけれでも、趣味の一つは散歩です、残りは読書と昼寝。



　イラスト

　ほんたにかなえ（ほんたに・かなえ）

　　ＳＡＧＡ　ＰＬＡＮＥＴＳ所属の原画家、イラストレーター。

　　代表作は『Ｃｏｍｉｎｇ×Ｈｕｍｍｉｎｇ!!』『キサラギＧＯＬＤ★ＳＴＡＲ』『はつゆきさくら』など。

　　アニソンを聞いたりゲームをするのが趣味です。

　　いつもだらだら生きています^^

　　ＨＰ『らぶまにょ』

　　http://rabumanyo.moo.jp/index.html
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